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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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アインザッツは聞いた！　サブナクとパルティータの共通点!?
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　一人の少年が浜はま辺べを歩いていた。光源は少し欠けた月だけだが、十分に辺りが見み渡わたせる。少年は不意に立ち止まり、深い青色の瞳ひとみで暗い海を見つめた。

　夜の海は昼間より視界が不自由なせいか、潮しお騒さいが一層大きく聞こえた。少年──イトはしばらく潮騒に耳を傾かたむける。単調でゆったりとした波の音は、悩なやめるイトの耳を優やさしく撫なでた。

　いっそこの海に飛び込んでしまえば、すべてが楽になる──そんな危ない幻げん聴ちようが聞こえた気がして、イトは慌あわてて頭かぶりを振ふった。いくら今の状じよう況きようが八はつ方ぽう塞ふさがりでも、死ぬのは極きよく端たんすぎる考えだ。しかし思わず現実逃とう避ひしてしまいたくなるほどには、今のイトは悩んでいた。

「……どうしよう……」

　途と方ほうに暮れた声が、思わずイトの唇くちびるから零こぼれた。

「辛しん気き臭くせぇ面つらしてんじゃねえよ」

　潮騒に混じって、砂を踏ふむ音と低い声がした。

　薄うす暗ぐらい中でも鮮あざやかな紅あかい瞳を睨にらみつけ、イトは大声で怒ど鳴なった。

「誰だれのせいでこんなに悩んでると思ってんだ！」

「ごめんな！」

「謝ればいいってもんじゃないからな！　しかも全っ然悪いと思ってないだろお前！」

　腕うでを組んで仁に王おう立だちしている男──サブナクに罪悪感は微み塵じんも窺うかがえない。それどころかイトの落ち込んだ様子に呆あきれているようだった。

「起こっちまったもんはしゃあねえだろうが。男がいつまでもグダグダ言うんじゃねえよ」

「お前、本当に今の状況わかってんのか……!?　誰のせいで【身体からだ】が盗ぬすまれたと思ってんだ！」

　イトが詰つめ寄ると、サブナクは顔を逸そらし、しれっと聞こえないふりをした。その態度を見ていると余計に腹が立ち、イトは砂を蹴けって海に向き直る。

「盗まれたことだけでも深刻だったのに、オークションに出品されて、おまけにそれを護衛しなきゃいけなくなったんだぞ！……何だよこれ。何なんだよ俺の立場！──笑うなぁっ！」

　イトが振り絞しぼるような声で海に向かって叫さけんでいると、背後から押し殺した笑い声が聞こえてきた。イトは振り向き様に愛刀の鞘さやでサブナクの頭をぶん殴なぐった。

　イトは刀を腰こし元もとに戻もどし、もはや何度目かわからないため息をついた。

「何でこんなややこしいことに……」

「見つからなかったよりマシじゃねえか。ンな深刻になんなよ。ハゲるぞ」

「お前がそうやって楽観視してた結果が今の状態なんだろうが、このバカ悪あく魔ま！　おまけに、俺一人で何とかするしかないし……」

　オークションが開かい催さいされる客船に、イトは警備の者として乗船する。しかしサブナクは当然ながら教会に所属していないし、乗客としてのチケットや招待状も持っていない。無論、彼に乗船の権利はなかった。

　波打ち際ぎわに座り込んで肩かたを落とすイトに、サブナクの手がぽんと置かれた。

「……俺がいねえのが寂さびしいんだな、イッちゃん。可愛かわいい奴やつめ」

「黙だまれ役立たず」

「誰が役立たずだクソガキ」

　サブナクの手がイトの頭をパシリと叩たたく。

「ま、安心しろ。優しい俺様はイッちゃんをひとりぼっちになんてしねえからよ」

　ドスの利きいた声から一変し、サブナクは優しげな声と共にイトの頭を一度撫でた。イトがその手を振り払はらう前に、彼は砂を踏みしめて歩き出していた。

「そんなこと言っても、どうやって──」

　イトはサブナクを振り返り、彼の顔を見上げて表情を硬かたくした。

「おい待て！　俺は一人でいい！　だからこれ以上問題を増やそうとするな!!」

　踵きびすを返したサブナクの顔には、凶きよう悪あくな笑えみが浮うかんでいた。明らかに違い法ほう行こう為いによって乗船しようとしているサブナクを、イトは必死の叫びを上げながら追いかけた。
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　人通りもまばらな街の外れを、カンテラをもった小こ柄がらな少年と、長身の男が歩いていた。静かな道に、二人の足音だけが響ひびく。

　少年の年ねん齢れいは十代半ばから後半ほど。茶ちや髪ぱつに整った顔立ちをしている。小柄でしなやかに伸のびた手足や、つんとした目がどこか猫ねこを彷ほう彿ふつとさせる少年だった。腰こしには、この国では珍めずらしい刀を下げていた。

　少年──イトの青い瞳が、背の高い男を見上げた。

「本当に、大だい丈じよう夫ぶなんだろうな……？」

「大丈夫だって言ってんだろ」

　男──サブナクは茨いばらのような傷のついた首を曲げながら、イトを見下ろした。カンテラの光で、紅い瞳が煌きらめく。

　街中にいても頭一つ出ている長身に、暗い紅の髪かみという目立つ男だった。顔の造作も整っていて美形と言っても過言ではないが、鋭するどすぎる眼光と、茨のような傷跡のある首が、近寄りがたい印象を与あたえている。

　二人は街の外れにある、現在住んでいるアパートに向かって歩いていた。

「お前も心配性しようだな。こないだ一ヶ月近く家空けた時もちゃんとあっただろ」

「まぁ、そうだけど……」

　イトはこの街の中心にあるアスセナ教会に、魔ま物もの専門の戦せん闘とう員、フロムヘヴンとして所属している。任務とあれば近きん隣りんの街へ出で掛かけることも多かった。今回も三日ほど任務で隣となり町まちまで赴おもむいていたため、家を空けていたのだ。サブナクも何かと面おも白しろがってついてくるため、家は完全に空になっていた。

　サブナクが億おつ劫くうそうにイトに言葉を投げる。

「俺の【身体】が入った箱とトランクには、誰も手が出せねえように俺の魔ま力りよくがかけてあるだろうが」

　その時の記き憶おくを思い起こし、イトも頷うなずいた。確かにイトは彼の【身体】が入った箱とトランクに何らかの魔ま術じゆつをかけた。サブナクは今、イトの身体を通してでしか魔術を使うことは出来ないため、イトが知らないはずはなかった。

「持ち出せやしねえよ。持ち出そうとすりゃ、問答無用で殺す仕様になってるからな」

「そんなに強力な魔術だったのかよアレ！」

　サブナクは人間ではなく、五千年前に人類を滅めつ亡ぼうに追いやった伝説の大悪魔だった。サブナクは五千年間、何な故ぜか首だけの状態で封ふう印いんされていたが、十年前にイトがその封印を解いた。封印を解いた際に、イトはサブナクの【身体】を探すことを契けい約やくした。今の彼の身体は、人間の死体を魔力で繫つなげて動かしている状態だった。

　サブナクの【身体】が見つかっていないわけではない。見つけた彼の【身体】は、ほんの一部だけで、他の部位はまだどこかに封印されているようだ。

　そして二人の住むアパートの床ゆか下したには、取り戻したサブナクの【身体】の一部が隠かくされている。それを放置することがイトには不安で仕方ないのだが、サブナクはいつも鷹おう揚ように構えていた。

　アパートにつくと、イトはカンテラをテーブルに置いてフラフラとベッドに向かった。サブナクの身体がちゃんとあるかどうか確かく認にんしたいが、どうせこのベッドの下だ。確認は後回しにして、イトは刀を外して脇わきに立てかけ、ベッドに倒たおれ込んだ。枕まくらに顔を突つっ伏ぷして、ぽつりと呟つぶやく。

「……疲つかれた。──うっ！」

　背中に重圧がかかり、イトは呻うめいた。ベッドに突っ伏すイトの身体に、十字になる形でサブナクの背中が重なっていた。

「重い！　退どけよ、俺は疲れてんだ！」

　首を捻ひねってイトはサブナクを睨みつける。彼は偉えらそうに腕を組んだままイトの背中にのしかかっていた。

「疲れてるところを狙ねらうのが戦いの定石だ。戦いは隙すきを見せた方が負けるんだぞ」

[image: ]

「何が戦いだ！　お前のはただの嫌いやがらせだろうが！」

「戦いで荒すさんだイッちゃんの心を癒いやすために遊んでやってんだろうが」

「戦いなんかよりお前の相手をする方が余計に心が荒むんだよ！　退け！　重い！」

　起き上がろうとするも、サブナクもわざとイトを押さえつけているようで、いくら力を入れても身体を起こせなかった。

「つーかお前が寝ねると俺が暇ひまだろうが。構え」

「知るかっ！　早く退け！」

　サブナクの本音を一いつ蹴しゆうすると、ようやく彼は諦あきらめたのかむくりと起き上がった。圧あつ迫ぱくされていた身体がふわりと軽くなり、イトはホッと息をついた。

　身を起こしたサブナクは、ふと顔を上げて立ち上がった。

「……ん？」

「今度は何──」

　身体を捻ってサブナクを見上げた状態のまま、イトは身を硬くした。サブナクが目を鋭くして虚こ空くうを睨にらんでいる。ピンと張り詰めた空気が、何かただ事ではないことを告げる。

「サブナク……？」

　ベッドから身を起こし、イトは部屋を見回すサブナクを見上げた。音もなくベッドからおりて、イトは彼の隣となりに並んだ。

「イト」

「な、何だよ？」

　ベッドの脇に立てかけた刀を握にぎり、イトはサブナクの言葉をじっと待った。

「……怒おこらねえと誓ちかえ」

　苦く笑しようし、硬い声でサブナクが言い終えた瞬しゆん間かん、イトの右拳こぶしが彼の頰ほおを打った。イトはそのまま彼の胸むなぐらを摑つかんだ。

「何をした……っ！」

「聞く前に殴なぐんな！　俺は何もしてねえよ！」

「何もしてないのに何で俺が怒ることになるんだよ！」

「だから怒らねえで聞けっつってんだろ」

　何があったのか、聞かないことにはわからない。イトは口を閉とざし、サブナクの胸ぐらを離はなして紅あかい目を見上げた。サブナクはいつも通りの声で言った。

「【身体からだ】の気配がねえ」

　その言葉の意味を、この時のイトは理解しなかった。後から思えば、理解したくなかっただけなのかもしれない。首を傾かしげ、サブナクを見上げる。

「どういう意味だ？　この街には、お前の他ほかの身体はないはずだろ。あるなら、とっくに──」

「いや、そうじゃなくてよ。取り戻もどした【身体】がなくなってんだよ」

　イトは青い目を大きく見開き、何度か瞬まばたきした。

「……それ、って……？」

　サブナクはイトのベッドを片手で軽々と移動させ、その下にある床ゆか板いたを外す。そこに掘ほった穴の中に、革かわ張ばりのトランクが一つあるはずだった。しかし今はぽっかりと空間があるのみだった。

　サブナクの【身体】を入れたトランクは、確かになくなっていた。

「どうも、盗ぬすまれたみてえだな。さすがは俺の身体。魅み力りよくがありすぎるのも困りもんだな」

　低い声の後しばらく沈ちん黙もくが降りる。

　サブナクの平然とした顔を見つめたまま、イトはようやく口を開く。

「な……何、言ってんだよ……？」

　自分の身体の奥から湧わき上がる至って純じゆん粋すいな疑問を、イトはサブナクに向けていた。

「だって、お前、大丈夫って言ったし……。それに、お前の【身体】って……」

　頭を鈍どん器きで殴られたようだった。くらりと身体が揺ゆれる。

「十年間探し続けて、苦労してようやく手に入れたもので……っ」

　譫うわ言ごとのような震ふるえる声でそう言った後、眩暈めまいで揺れていた視界が不意に止まった。額に冷たい何かが触ふれる。一度瞬きして、イトは額に当たるそれがサブナクの胸だと理解した。彼の体温のない手が、イトの後ろ頭を撫なでた。

　いまいち状じよう況きようが理解出来ないまま、イトが呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんでいると、頭上からサブナクの低い声がかかった。

「そう気を落とすな。盗とられたなら取り返すまでだ。だろ？」

「……そう……だ、な……………？」

　──いや、何かが違ちがう。

　混乱のせいで停止状態だった思考を、その違い和わ感かんで叩たたき起こす。

（違う。取り返すとか、そういう問題じゃなくて……）

　震える手で、再びサブナクの胸ぐらを摑んだ。そこでイトは正気と勢いを取り戻し、叫さけんだ。

「な……何やってんだお前ーっ!!　どうやって取り戻したか、わかってんのか!?　十年間探し続けて、苦労してようやく手に入れたんだぞ！」

「おう、今お前から聞いた──悪い悪い俺が悪かったって」

　摑んだ胸ぐらを離し、イトは両手でサブナクの首を摑み、渾こん身しんの力で絞しめた。

「悪かったで済むと思ってんのかっ!?　だから俺、もっと厳重に隠した方が良いって言ったのに、お前が大だい丈じよう夫ぶって言うから……！　ああもう、一回本当に死ななきゃ治らないのかよその頭は！　バカ！　バ─────ッカ!!」

「うるっせえな。ンな騒さわぐなよ。バカっつった方がバカになるぞー？」

「自分の身体を失くす方がバカに決まってるだろ！」

　もう一度バカと叫ぶと、イトは今度こそ身体から力が抜ぬけ、その場に崩くずれ落ちる。打ち付けた膝ひざが痛んだが、それを気にする余よ裕ゆうもなかった。手をついて項うな垂だれ、すべてを投げ出してしまいたくなるのを必死で堪こらえて、イトは振ふり絞しぼるようにして声を出した。

「……せめて、どこ行ったかとか、わからないのかよ」

　自分で思っていたよりか細い声になり、それがさらにイトの虚きよ無む感かんを増ぞう幅ふくさせた。泣きたくなるイトにサブナクから返ってきた答えは、危機感も緊きん張ちよう感かんもない吞のん気きな声だった。

「気配がちっともしねえからなー。こりゃかなり遠くに行っちまったみてえだな」

　イトは肺と腹はら一いつ杯ぱいに空気を吸い込むと、すべての力を込めて絶ぜつ叫きようした。

「役立たずっ!!」

「あーはいはい俺が悪かったっつーの。ンなマジにへこむなよ」

　イトの前にしゃがみ込んで肩かたを叩くサブナクには、反省どころか後こう悔かいの様子すら見えない。イトの打ち拉ひしがれた心に再び怒いかりの炎ほのおが点ともった。勢いを付けて立ち上がり、しゃがんだサブナクを見下ろして睨みつける。

「へこみもするだろ！　むしろなんでお前はそんなに平然としてるんだ！」

「お前が取り乱しすぎて逆に冷静になっちまったんだよ」

「そうかバカだからか！　いいよな余計なこと考えないバカな生首は！」

　会話になっていない怒ど声せいを上げるイトに、サブナクの額に青筋が浮うかんだ。

「いい加減にしとけよこのクソガキ……！」

「うるさい！　自分の身体も守れないオッサンが俺に指図すんな！」

　サブナクは一度小さくため息をついて立ち上がり、イトの目の前に立った。

「イト。俺の身体を心配してくれんのは嬉うれしいが……」

「ああ!?」

「……手負いの獣けものみてえだな」

　威い嚇かくのような反応をするイトに、サブナクはぼそっと呟つぶやいてから、

「お前、一回落ち着け」

　静かにそう言ってイトの額に自分の額を打ちつけた。視界が真っ暗になり、チカチカと細かい光が散る中、イトの身体は背中から倒たおれていった。しかし背面が床ゆかに叩きつけられるような強い衝しよう撃げきはなく、とん、と優やさしく何かが触れただけだった。

　薄うすれていく意識の中で、サブナクの低い声がすぐ傍そばから聞こえた。

「しっかし、一体どうやって持ち出しやがったんだ……？」




　　　　[image: ]




　フィオリ教という一神教を信しん仰こうする教皇国家、フロレンシア。その東部に位置する街、アスセナが、今イトが住んでいる街だ。比ひ較かく的てき新しい街の中央には、街と同じ名前のアスセナ教会があった。

　教会の廊ろう下かを歩きながら、イトはズキズキと痛む額を押さえる。

　昨日はサブナクの頭ず突つきで気絶し、そのまま寝ねてしまった。イトが目を覚ましたのは早朝だったが、その後も散々サブナクと口論になり、半ば家を飛び出してきたのだった。

「バカじゃないのか、ホント……！」

　肩を怒らせながら歩いていたが、不意に足を止めて肩を下ろした。壁かべに寄りかかりため息と共に怒りを吐はき出す。

「いや、俺も同罪か……」

　サブナクがあれだけ自信を持って大丈夫だと言うから、イトもそう思っていた。せめて自分ぐらいは危機感を持つべきだった。

「イト、何してるの？」

　壁に向かって独り言を言うイトの背に、男か女か判別のつかない、透すき通った声がかかった。振り返ると、ふわりとした金きん髪ぱつが風に揺れた。声と同様に男女の区別がつかない、整いすぎた造作の人物が立っていた。

「……別に、何でもない」

　力なく答えたイトをその人物──プロケルが夕ゆう陽ひに似た色の瞳ひとみで、じーっと見つめる。怪け訝げんな視線を向けたところで、頰ほおをむに、と突つつかれた。

「何だよ。やめろ」

「イトの顔……なんだか変」

「いつも通りだ」

　再度むにむにと頰を突くプロケルの手を払はらって、イトは歩き出した。プロケルが追いついてきてイトの顔を覗のぞき込む。

　人間離ばなれした美び貌ぼうが至近距きよ離りに近づき、イトは慌あわててプロケルから距離を取った。そしてふとある考えが浮かび、イトはプロケルをじっと見つめた。

「……お前じゃないよな？」

「？　何が？」

　プロケルはきょとんとイトを見つめていた。悪あく魔まとは言え、プロケルは何か悪さをするでもなく、この教会で時々魔ま物ものを倒す手伝いをしている。そうして魔物のわずかな魔ま力りよくを蓄たくわえているのだという。魔力欲ほしさにサブナクの身体からだを盗んだのではないか──という考えがよぎる。

「おはようございます、イトくん」

　プロケルの背後から優しい声がして、イトはそちらに目を向けた。長い銀ぎん髪ぱつを後ろで束ねた長身の神父、アインザッツが立っていた。眼鏡の向こうの銀の瞳が、温和な笑えみで細められている。元はこの教会の司教だったが、今はその任を降り、神父兼けんフロムヘヴンとして働いている。身近な大人の中で、イトがもっとも信用出来る人物だった。

「ねえ、イトが変」

　プロケルが彼に駆かけ寄り、服の裾すそを引っ張った。プロケルは訳あって彼に懐なついているため、この教会に出入りしていた。天使のような容姿で魔物を倒し、おまけに人間界の常識があまりわかっていないプロケルは、追いだされるどころか神父やシスター達に喜んで受け入れられていた。悪魔の実体を知るイトにとっては、疑問を抱いだかずにはいられない光景だったが。

　プロケルを見下ろしてから、アインザッツはイトに目を向けた。

「何かありましたか？」

「何でも……──」

　イトは言いかけて、一度大きくため息をついた。肩を落としながら続ける。

「──……ありません」

「イト……？」

　アインザッツの隣となりで、プロケルが妙みようにそわそわしている。どこか不安そうにも見えるその様子に首を傾かしげていると、プロケルはイトにぎゅっと抱だきついてきた。予想外のことに、イトは目を丸くしてプロケルを見つめる。

「な、何だよ……っ!?」

　プロケルを引き剝はがし、イトが疑問の視線を向ける。

「なんだかイトが……以前の僕みたいだったから……」

「全然、まったく、これっぽっちも似てない。──おい、やめろ！　放せってば！」

　イトの言葉を聞いていないかのように、プロケルは再びイトをぎゅっと抱き締しめた。そこでアインザッツの優しい声がかかった。

「プロケルは元気のないイトくんを心配しているんですよ」

「……うん、そう。シンパイしてる。今のイト……えっと、トホウに、くれ、る……？」

　意味がわかっているのかどうかは怪あやしいが、途と方ほうに暮れるという表現は的を射ていた。

（手て掛がかりも何もないんだもんな……。あのオッサン……っ！）

　青い目に怒りを漲みなぎらせたイトを見て、不意にプロケルが口元を緩ゆるめた。イトが目を向けると、天使のような微笑ほほえみを向けてくる。

「ちょっと、いつものイトに戻もどった」

　プロケルの中のイトは常時怒おこっているのだろうか。しかし間ま違ちがってもいない気がするのが悲しいところだった。

「さっそく次の任務の依い頼らいが来ているのですが……お疲つかれでしたら、別の方にお願いしましょうか」

　落ち込んだ様子を察してか、心配そうに言うアインザッツにイトは首を振ふって答えた。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。むしろ今は忙いそがしい方がいいですから。──そうだよ、金も稼かせがないといけないんだった……っ！」

　後半は独り言だが、必死な呟きになっていた。とある事情により、イトの懐ふところはとても寂さびしいことになっている。サブナクの【身体】が盗ぬすまれたことも大問題だが、金欠も問題ではある。ある事情のためにも、まとまった金を用意しておかなければならない。

　イトの言葉に何も思っていないわけではないだろうが、アインザッツは何があったかは尋たずねず、ただ優しく頷うなずいた。

「わかりました。ですが無理はせず、つらくなったら遠えん慮りよなく言ってくださいね」

「ありがとうございます」

　子ども扱あつかいして過か剰じように心配するわけではなく、イトを信しん頼らいして仕事を任せてくれる。そんなアインザッツの優しさが、今のイトには嬉しかった。ホッとして表情を緩めた直後、イトの目が虚うつろになった。

（……俺、予想以上にダメージ受けてる……っ！）

　アインザッツに癒いやされた分だけへこみの深さが顕けん著ちよになり、イトは再び落ち込んだ。

　ふと背中が温かいことを思い出して、イトは背後を振り返った。

「──プロケル」

「ん……？」

「いい加減離せ……！」

　通り過ぎる神父やシスターから、イトに羨せん望ぼうの視線が向けられている。その様子をアインザッツが微笑ましそうに見つめ、プロケルは首を傾げていた。
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　翌日、イトはアインザッツ、プロケル、そしてサブナクと共に、アスセナから馬車で二時間ほどの場所にある港町にやって来た。

「パルティータとレントくんには昨日から来てもらっていますので、街を散策がてら二人を探しましょうか」

　アインザッツの口から天敵の名前を聞くと、サブナクは一人でぶらつくと言って早々に離り脱だつしていった。

　イトはアインザッツ、プロケルと一いつ緒しよに街を歩く。海に面した山を拓ひらいて造った街は、色とりどりの建物で鮮あざやかに構成されている。海に出た漁師達が自分の家がわかるように、同じ色の家が並んでいないのだという。

　街は人を避よけながらでないと歩けないぐらいに賑にぎわっていた。賑わいの原因は、明日あした出航する豪ごう華か客船の乗客やその見送り、人の多さを見込んで商人達が集まっているからだろう。

　イトは大通りに面したオレンジ色の建物のカフェに、見慣れた二人の姿を見つけた。

　一人は若い女性だった。少しウェーブのかかった飴あめ色いろの髪かみに、アメシストのような瞳。艶つややかな白い肌はだや凹おう凸とつに富んだ肢し体たいは、絵画に描えがかれた女め神がみのようだ。長い睫まつ毛げを僅わずかに伏ふせてコーヒーを飲む美女に、通りの人々は視線を奪うばわれていた。女性も見とれていたが、より顕著なのはやはり男性だ。彼女が長い脚あしを組み替かえると、それに目を奪われた男達は躓つまずいたり人にぶつかったりしていた。イトは呆あきれた目でそんな彼らを見ていた。──中身を知れば違ちがう意味で目が離はなせなくなるだろう、と思いながら。

　女性に対面して座るのは、イトと同じくらいの十代後半ほどの少年。垂れ気味の人ひと懐なつっこそうな目は、森の木々に似た深緑の色をしていた。しかしその目はどこか虚ろで、短く切った金きん髪ぱつを両手で抱かかえている。明らかに彼が落ち込んでいるのがわかった。

　傍はた目めから見ると若い女性に告白して少年が振られたように見えるらしい。そう言って微笑ましげに笑う女性二人とイトはすれ違った。二人を知っているイトはありえないと内心で呟つぶやく。まだ姉きよう弟だいと言われた方が納なつ得とく出来た。

「パルティータ」

　アインザッツが声を掛かけると、コーヒーを飲んでいた美女が顔を上げた。

「やっと来たわね、遅おそいわよ」

　コーヒーをソーサーに置いて、美女──パルティータはイトを見た。

「あの悪あく魔まは？」

「残念ながら、来てる」

　イトが答えると、パルティータは苛いら立だたしげに舌打ちした。彼女とサブナクはお互たがい存在していることすら許せないらしく、イトが止めなければ本気で殺し合いを始めようとする天敵同士だ。この場にサブナクがいないことにイトはホッとしていた。

　下手へたに刺し激げきしない方がいいと思い、イトは座りながらパルティータの対面に座る少年に目を向けた。彼の隣に座ったアインザッツも心配そうに声を掛ける。

「どうしました、レントくん？」

「またパルティータにしごかれたのか？」

　パルティータとレントは噂うわさされるような関係ではない。パルティータにとってレントは舎しや弟ていのような存在だ──イトにはそう見える──

　落ち込んでいた少年──レントは俯うつむけていた顔を上げ、ゆっくりと首を横に振った。

「……違う」

　その声にも、いつもの底そこ抜ぬけの明るさと調子の良さがない。イトとアインザッツは驚おどろいて顔を見合わせた。するとパルティータが大きくため息をつき、髪を搔かき上げた。

「あーもう、うっとうしいわね。いつまでも落ち込んでんじゃないわよ。やられちゃったもんは仕方ないでしょ」

「でも姐ねえさ──いったぁ！」

　レントが何か言おうとする前に、パルティータが彼の額を指で弾はじいた。

「私も油断したの。いいからそのうっとうしい暗い空気まき散らすのやめな」

「そ、そんなにうっとうしいうっとうしいって言わなくてもぉぉぉ……」

「あと三秒でやめないとしばくわよ」

「何でしばく気──わ、わーい僕元気でーす！　元気ですからソレは出さないでー！」

　スカートの裏に手を伸のばしたパルティータに、レントは必死で笑え顔がおを作って声を張り上げ、彼女の手を止めた。パルティータが再びコーヒーに口を付けるのを見てから、イトはレントに尋ねた。

「何があったんだよ？」

「姐さんの荷物を僕が見張ってる間に、盗とられちゃったんだ……」

　イトとアインザッツもこれには驚いた。プロケルだけが運ばれてきたカフェオレを飲んで事の成り行きをぼんやり見つめている。

「それで、荷物と犯人は？」

　この落ち込みようからほとんど答えはわかっていたが、イトは尋ねた。思った通り、レントは力なく首を横に振る。

「……逃にげられた。──ひっ!?」

　突とつ然ぜん、レントの肩かたにバシッと叩たたくように手が置かれた。手の主を見上げ、レントはその凶きよう悪あくな笑みに、短い悲鳴を上げた。

「エセの荷物を盗らせるとはな……でかしたぜヘタレ」

「さ、サブナクさん……!?　で、でかしてませんよ！　やらかしたんですっ！」

「敵を欺あざむくには味方からってな。俺の下げ僕ぼくにしてやってもいいぞ」

「ね、姐さんは敵じゃないですから！　下僕も遠慮します！」

　レントは情けなくパルティータの背後に回り、隠かくれるようにして言った。パルティータはレントに呆れた視線を向けてからサブナクを睨にらみつけた。

「生あい憎にくこの子は私の下僕──じゃなかった、舎弟なの。誘ゆう惑わくしないでくれる？」

「下僕でも舎弟でもないですよ！　ていうか姐さん的にはそれ同義語ですよね!?」

「下僕じゃねえんだってよ。人望ねえなぁ、聖女サマ？」

「あぁら。契けい約やくなんてものでしかイトを引き留められないあんたに言われたくないわね、大悪魔サン？」

　火花を散らして睨み合うサブナクとパルティータに、レントが慌あわてるが、イトは「また始まった……」とげんなりした表情で項うな垂だれた。

「おいおい、聖女ともあろう奴やつが俺とイトの深ぁぁぁぁい絆きずなが見えねえってのか？　やっぱエセだな」

「大悪魔サマは人語が不自由みたいね。深ぁぁぁぁい溝みぞが正解じゃないのー？」

　パルティータが同意を求めるようにイトを見下ろしてきた。イトは彼女の言葉に頷うなずいた。

「パルティータが正解」

「照れんなクソガキ！」

「照れてない事実だ！」

　イト、サブナク、パルティータが睨み合っていると、アインザッツがのんびりと口を開いた。

「みなさん仲良しですね」

「「「誰だれがっ！」」」

「……ほんとだ」

　険悪だった三人が声を揃そろえたのを見て、角砂糖を齧かじりながらプロケルが感心したように呟いた。アインザッツが「ね？」とプロケルとレントに微笑ほほえむ。頷くプロケルとは違い、レントは同意とも否定ともつかない奇き妙みような笑みを浮うかべた。嫌いや味みや皮肉といった悪意ではないところが、アインザッツの質たちの悪いところだった。

　勢いを削そがれ、三人は椅い子すに座り直す。イトの隣となりに椅子を持ってきて座ったサブナクと、パルティータはまだ無言で睨み合っていた。

　臨戦態勢を解いていない二人はいるが、アインザッツは穏おだやかな口調でレントに尋たずねた。

「レントくん、パルティータから任務の内容は聞いていますか？」

「え？　任務って何ですか？　リゾートじゃないんですか？」

　あまりに脳天気なレントの言葉に、イトは飲んでいたコーヒーを詰つまらせそうになった。

「そんなわけないだろ！　客船の護衛だよ」

　今回のイト達の任務は、豪華客船『コルキデア』号の警備だ。日程は明日から五泊はく六日。もっとも、船の警備の者は別にいて、イト達フロムヘヴンは、万が一出現した魔ま物ものを任されることになっている。

　任務の内容を聞いて、レントは驚きよう愕がくの声を上げた。

「えええええ!?　いつも頑がん張ばってる僕達に、教会からのご褒ほう美びで豪華客船の旅だって、姐さん言ったじゃないですか！」

「私にとっては同じことよ。海上は魔物の出現率は低いしね」

「そうなんですか？」

　レントがアインザッツを見ると、彼は頷いた。

「ええ。ですが、万が一ということもありますから、準備はしておいてくださいね」

「じゃあ、今回の任務は結構安全なんですね？」

　レントがそう言い、イトもそこまで深刻な任務ではないのかと思った。しかしそこで、パルティータが意地の悪い笑みを二人に向けた。

「ただし、出たら厄やつ介かいなことになるわよ？　海上なんてどこにも逃げ場がないからね。おまけにこの辺りの海には海かい賊ぞくも出るしねー」

「今サラッと怖こわいこと言いませんでしたか姐さん！　海賊なんて聞いてませんよ!?」

　すでに及および腰ごしになっているレントに、アインザッツが口を開いた。

「確かに、この辺りの海には大規模な海賊団がいるようです。ですが先週、他ほかの海賊団との戦いで、船長以下半数は負傷しているという情報もあります。この情報が本当なら、海賊も現れることはないと思います」

　アインザッツの言葉に、レントがホッと胸むねを撫なで下ろした。しかしアインザッツの笑みは、少しばかり曇くもっている。その意味を察して、イトは口を開いた。

「こちらを油断させるために、わざとその噂を流してる可能性は？」

「ええ。なきにしもあらず、でしょうね」

　曇った微笑で頷くアインザッツに、レントは胸を撫で下ろした状態のまま顔を蒼あおくした。パルティータはテーブルに頰ほお杖づえを突つき、少々大おお袈げ裟さなため息をつく。

「でも、本当に海賊は出ないように祈いのるわ。殺さないように加減するの、ホント面めん倒どうなんだもの。ねえ、イト？」

「そうだな。──いや、一いつ緒しよにするなっ」

　思わず頷いてから、イトは慌ててパルティータを睨んだ。隣でレントが頭を抱かかえてテーブルに突っ伏ぷす。

「もうやだ超ちよう人じんばっかり……！」

「あんただってフロムヘヴンになったんだから、素す手でで熊くまを倒たおせるぐらいにはなりな」

「フロムヘヴンの任務って素手で熊を倒すような事態になるんですか!?」

　パルティータの衝しよう撃げきの言葉に、レントはがばりと顔を上げた。パルティータの言葉は確かに大袈裟だが、レントも弓を持てば十分熊とも渡わたり合える実力は持っている──はずだ。あとは度胸の問題かもしれない。

「あ。そうだ」

　再びテーブルに突っ伏していたレントが不意に顔を上げた。情けない表情は消え、代わりにレントの目には憂うれいの色があった。

「あの、アインザッツ司教。イト。それに、サブナクさん」

「あ？」

　自分の名前が呼ばれるとは思わなかったのか、サブナクが怪け訝げんそうにレントを見み遣やる。

「姐さんのトランクを盗った、犯人のことなんですけど……」

　レントは一度パルティータを見つめた。彼女が頷くのを確かく認にんしてから、レントは口を開いた。

「夜だったから、はっきり顔が見えたわけじゃないんですけど……短い金きん髪ぱつと、肌はだが褐かつ色しよくの男だったんです」

　覚えのある容姿に、イトは思わずアインザッツを一いち瞥べつした。彼は穏やかな表情のままだった。その顔から、彼の胸中を察することは出来ない。イトは視線をレントに戻もどす。

「それって……」

　レントは頷いて、その名を口にした。

「──コーダに、似てたんだ。ちゃんと見たわけじゃないけど、顔や背せ丈たけも似てたと思う」

「あいつらが、この街に……？」

　以前、イト達は魔物を操あやつり、生け贄にえにするという一族の調査に行った。コーダというのは、そのベルカント一族当主の側近の青年の名だった。当主であるセレナ・ベルカントとともに姿をくらましていたが、こんなところでその名が出て来るとは思わなかった。

「パルティータ、お前が盗とられたものって、何なんだ？」

　パルティータは残りのコーヒーに口を付けてから言った。

「大したものじゃないわよ」

「大したものじゃないのに、何でコーダの奴が盗ぬすむんだよ？」

「そうね。私にとっちゃ大したものじゃないけど、他の人間からすれば、聖女の私物ってだけで十分価値のあるものかもね。それに、まだコーダと決まったわけじゃないでしょ」

「けど……っ」

　なおも言い募つのろうとするイトに、パルティータは微笑んで、イトの鼻先を突つついた。

「……それとも、そんなにお姉さんの私物がなんなのか知りたいのかしら、イッちゃんは？」

　パルティータがイトを見つめる。艶つやっぽい目にそれ以上踏ふみ込めるほど、イトは大人ではなかった。僅わずかに慌あわてた顔をふいと背そむける。

「……関係なさそうなら、いい」

「おう知りてえな。マヌケな大聖女サマは一体何を盗られたんだ？」

　サブナクが言い放つと、パルティータは彼ににっこりと微笑みかけた。

「あんたには死んでも教えないから、口縫ぬい合わせて黙だまってな」

「言えねえならその口はいらねえな。俺が縫い合わせてやるよ」

「お前らいい加減にしろ……！」

　睨にらみ合う彼らの間に、大きな火花が見える気がした。異様な空気に、周りの客達も引いている。そんな空気の中に、アインザッツの穏やかな声がそっと割り込む。

「お二人とも、その辺にしておきましょう。コーヒーが冷めてしまいますよ？」

　アインザッツの声は、二人の戦意をほんの少しだけ削いだ。睨み合いをやめたサブナクに、アインザッツが言った。

「それから、少々お伝えし辛づらいことがあるんです」

「あんたとプーは同行出来ないわよ」

　アインザッツが言い辛いと言った言葉を、パルティータはいともあっさり言い放つ。プロケルはすでに聞いていたのか、俯うつむいて黙っている。見ているこっちが悲しくなるほどに、プロケルの表情は哀あい愁しゆうを帯びていた。

　パルティータはサブナクに向かって挑ちよう発はつ的な態度で言った。

「一人寂さびしくイトの帰りを待っていることね。帰って来ないかもしれないけど？」

　喧けん嘩か腰ごしのパルティータの言葉を、対するサブナクは鼻で笑う。

「何ほざいてやがる。イトが帰ってくるところは俺の腕うでの中しかねえんだよ」

「誰だれがそんな気色悪いところに帰るか！」

　何な故ぜか自信満々に言い放ったサブナクに、イトはテーブルを叩たたいて怒ど鳴なりつけていた。
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　アインザッツ達と別れ、イトとサブナクは人で賑にぎわう通りを歩いていた。イトは視線を周囲に巡めぐらせ、先ほどの話題をサブナクに振ふった。

「もしもパルティータの荷物を盗んだ奴やつがコーダだったなら、セレナもいるのかな」

「さぁな」

　サブナクは興味の欠片かけらもなさそうに答える。聞いているのかさえ怪あやしい反応にムッとしつつも、イトはレントの話を聞いた時から頭によぎっていた考えを口にした。

「もしかして、お前の身体からだを盗んだのも、コーダなん──っ!?」

　サブナクは足を止めたかと思うと、イトの手を摑つかんで路地に入った。建物の陰かげから、サブナクは何かを見つめている。

「いきなり何だよ！」

「見ろ」

　イトも陰から慎しん重ちように顔を出すと、サブナクが顎あごである建物を指した。イトはその視線を追い……目を瞠みはった。

　広場の正面にある、大きな建物の一階。その窓に、長く真っ直すぐな金髪の女性がいた。彼女が身を翻ひるがえすと、真っ赤な扇せん子すが見えた。それは一いつ瞬しゆんだったが、鮮あざやかなその色は、数ヶ月前の出来事をイトの脳のう裏りに思い起こさせた。

　イトは以前、カクトスという街へ、人間を生け贄にしている一族の調査にむかった。そこでサブナクの身体も見つけ、今まで保管していたのだが──今は行方ゆくえ知れずだ。その生け贄騒そう動どうを起こした一族の当主が、今一瞬見えた女──セレナ・ベルカントだった。

　イトは走り出していた。広いロビーを抜ぬけ、先ほど彼女がいたであろう部屋に駆かけ込んだ。部屋の壁かべには何枚もの絵画が掛かけられている。部屋を見回しても彼女の姿はすでになく、室内にいた数人の男女がこちらを驚おどろき顔で見つめてくるばかりだった。

「ちょっと、君！　走らないで！」

「あ……。すみません」

　警備員の厳しい声が飛んできて、イトは慌てて頭を下げた。知り合いに似た人がいて、と適当に誤ご魔ま化かしていると、警備員の向こうからサブナクの姿が見えた。しかし彼はイトの傍そばに来ることなく、別の部屋へと入っていった。

「ここには豪ごう華か客船のオークションで取引される高価な品物を特別に展示しているんだ。壊こわしても弁べん償しようしきれないよ？　あまり怪しい行動をとっていると事務所へ連れて行くからね」

「オークション？　そんなのやるんですか？」

　そう言うと、警備員の男は目を丸くしてイトを見下ろしてきた。

「何だ、知らないのかい？」

　警備員はどこか自じ慢まんげにイトに説明し始めた。

「五年に一度行われるっていう、豪ごう勢せいなオークションだよ。世界各国から富ふ豪ごう達が集まって、珍ちん品ぴんを掛け合うのさ。ここにはその品物を特別に展示してるんだ。お宝を庶しよ民みんに自慢して、同時に他ほかの富豪共に先にお披ひ露ろ目めすることで値上げを計ろうって魂こん胆たんだよ」

「なるほど……」

　イトがもう一度詫わびと礼を丁てい寧ねいに言うと、警備員は気をつけるようにとだけ言って去って行った。イトは室内の絵画の数々を見回した。

「ここの品物も、守らなきゃいけないってことか……」

　芸術の心得がないイトにはどう見ても落書きにしか見えない絵も、おそらく目を瞠るような値段がつくことになるのだろう。

　イトは一度サブナクと合流しようと思い、彼の消えた部屋へ行くためにホールへ出た。するとちょうどレントが入ってくるところだった。

「あれ、イトも下見？」

「あ、いや……まぁ、そんな感じ」

　歯切れの悪いイトにレントは少々違い和わ感かんを感じたようだったが、追つい及きゆうしてくることもなく、イトについて来た。

「何か面おも白しろいものあった？　噂うわさだと、ダイヤの箒ほうきとか、シルクの雑ぞう巾きんがあるらしいよ。そんなので掃そう除じなんて出来ないよねー」

　イトはレントに、セレナに似た人ひと影かげのことを話そうか迷った。しかしサブナクの姿が目に入り、そちらに意識が向いた。彼は熱心にある品物を見つめている。睨みつけるという方が正しいかもしれない。

「どうかしたのか？」

　イトが隣となりに並ぶと、サブナクはイトを一瞥してから、頑がん丈じようそうなガラスケースを顎で指した。イトとレントもその品に目を向け──顔を歪ゆがめた。レントがイトの肩かたをひしっと摑む。

「な、何コレ……!?　怖こわっ！」

「気持ち悪いというか、趣しゆ味み悪いというか……」

　ガラスケースの中には、サブナクの身長の半分ぐらいはありそうな、巨きよ大だいで細長い顔の彫ちよう像ぞうが置かれていた。細部に至るまですべてが金色に光り輝かがやいている。

　目がカッと見開き、顔の端はしまで裂さけた口で笑えみを浮うかべている。見る者を不安にさせる笑みだ。額から顎までに人工的な亀き裂れつが入っているのが、さらに不気味さを増ぞう幅ふくさせる。

　顔の輪りん郭かくからは全方向に髪かみの毛らしきものが伸のびていた。遠目から見れば不格好な太陽に見えるかもしれないが、なにぶん顔が不気味すぎる。

　イトは何気なくタイトルに目を遣やった。『光の思いやり』と書かれている。『光』はなんとなくわかる。しかし金ぴかでグロテスクとも言えるこの姿の何が、どこをどう『思いやって』いるのか、イトにはまったくわからなかった。それとも皮肉を込めているのだろうか。と、数秒悩なやみ、悩むこと自体不毛だと気付いて考えるのをやめた。タイトルの下には通つう称しよう『光の彫像』と呼ばれているのだと書かれていた。

「こんなもの、売れるのか……？」

「でも、目玉商品って書いてあるよ？　マニアの間では高額で取引されている……だって。僕ならこんなの、頼たのまれてもいらないけどなぁ。呪のろわれそうだし。……あれ？」

　レントはふと視線を下げて、首を傾かしげた。

「目玉商品なのに、出品者不明……？　これ、買い取ったお金はどうするんだろう？」

「主しゆ催さい者しやに回るんじゃないか？」

　何気なくレントに答え、イトが視線を『光の彫像』に戻もどすと、右目にわずかな痛みが走った。

「ん……っ？」

「どうしたのイト？」

「……右目にゴミが入ったみたいだ」

　瞼まぶたを閉じると、内側からの痛みと熱であると気付いた。レントがイトを覗のぞき込んできた。

「え、大だい丈じよう夫ぶ？　見せて──」

「うわっ!?」

　イトが目を開けた瞬しゆん間かん、レントが両手でイトの目を覆おおった。

「何だよレント！　離はなせ！」

「だ、ダメダメダメ……！」

　レントが慌あわてた様子でそう言い、恐おそる恐る右手だけを離した。左の視界が開けると、レントが蒼あおい顔で周囲を見回しているのが見えた。

　イトがレントの左手を摑んだが、レントは力を込めてさらにイトの顔に手を押しつけ、顔を近づけてそっと囁ささやいた。

「右目、紅あかくなってるよ」

「……っ！」

　イトは慌てて自分の右目を押さえたが、そこにあるのはレントの左手だった。彼の左手の下でイトは瞼を閉とざした。

「もういい、レント。離せ」

　手の中で瞼を閉じたのがわかったのだろう。レントは手を離し、心配そうにイトを見つめた。

「イト、今、自分でやったんじゃないよね？　気付いてなかったみたいだし、サブナクさんの力も使ってないし……」

　イトの右目はサブナクの力を借りる代だい償しようとして失われている。今の右目は本来サブナクのもので、イトの眼がん窩かに埋うめ込むことで彼の力を使えるようになっていた。この眼球はサブナクの魔ま力りよくを使う際にのみ、サブナクと同じ紅い瞳ひとみに変わる。──そのはずだった。

　内心で焦あせりながらも、イトは努めて冷静な声で言う。

「……時々、あるんだ。別に俺に何かあるわけじゃないから、気にするな」

「ホント？　何ともない？」

「大丈夫だ」

　身体からだに異常がないのは事実だ。イトがしっかり頷うなずくと、レントはホッとしたように息をついた。イトは右目の痛みと熱が引いたのをしっかり確かく認にんして、ゆっくりと瞼を開いた。ガラスケースに反射した右目は、元の青に戻っている。

　今までサブナクの力を使わずに右目に異変があったことは二度だけだった。いずれも、サブナクの身体を見つけた時。

（俺は今、何を見てた？　サブナクは……）

　ガラスケースに映った自分の顔ではなく、その向こうにある不気味な太陽の顔を見つめる。イトは視線を隣のサブナクへと移動させた。

「……おい、噓うそだろ」

「マジだ」

　レントが不思議そうな目で見ているのに気付き、イトはサブナクを連れて『光の彫像』から離れた。レントはイトを心配そうに見つめながらも、ただならぬ空気を感じたのか、他の展示を見ることにしたようだった。

　イトはサブナクを見上げた。紅い瞳が見み据すえるのは、太陽の不気味な顔。大きさはサブナクが腕うでを広げて十分余るほどに大きい。──見つけ出した彼の身体の一部が、十分に入る大きさだった。

「何で、あんなものの中に……？　あの状態で保管してた……わけないよな？」

「当たり前だろうが。お前もトランクに入れてあったのは知ってるだろ」

　苛いら立だたしげに言って、サブナクは再び彫像の前へ向かった。

「お、おい、サブナク？　お前、何する気だ！」

「ぶっ壊こわすに決まってんだろ。あんなだっせえ像の中に俺様の美しい身体が入ってるなんざ許せるか！」

「な……何バカなこと言ってんだ！」

　ガラスケースに触ふれようとしたサブナクの手を、イトは引っ摑つかんだ。紅い瞳がじろりとイトを見下ろす。

「離せ。これは俺のもんだぞ？　奪うばい返して何が悪い」

「そ、それはそうかもしれないけど……っ」

　サブナクの言うこともわかるが、今この彫像とその中身は、オークションの主催者のものだ。壊して盗ぬすめば、イトとサブナクは世間から追われる立場になる。それはご免めんだった。

　なおもガラスケースに触れようとするサブナクの腕を、慌てて抱かかえ込む。彼は煩わずらわしそうに舌打ちしながら、もう片方の手を出した。即そく座ざにイトはガラスケースの前に立ち、彼の手を阻そ止しした。冷たいサブナクの両手を自分の両手でしっかりと摑む。彼もイトをガラスケースの前から押しのけようと力を込めてきた。圧あつ倒とう的にイトが不利な押し合いだが、退ひくわけにもいかない。すべての筋力を総動員しているせいで話すのも精せい一いつ杯ぱいだったが、イトは小声で怒ど鳴なった。

「こうしてある以上、迂う闊かつに手出し出来ないだろ！　そんなに俺に道を踏ふみ外させたいか!?」

「外したら外したで別の生き方があるって。な？」

「今以上に苦労しかなさそうな生き方嫌いやなんだよ俺は！」

「イ、イト？　サブナクさん？　あんまり騒さわいだり変な行動してると、追い出されるよ？」

　いつの間にか二人の間に立っていたレントが恐る恐るそう言ったが、イトはそれどころではない。イトが退けば、サブナクは本当にガラスケースを破は壊かいするだろう。
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　レントの背後で、大理石の床ゆかを蹴ける音が一ひと際きわ大きく響ひびいた。イトがそちらに目を向けると、サブナクの力が緩ゆるんだ。

「……どうしてこんなものがここにあるのよ」

　高いヒールを小気味よく鳴らしてやってきたのは、パルティータだった。彼女はイト達に目もくれず、ガラスケースの中の『光の彫像』を睨にらんだ。彼女はサブナクの身体がそこにあることを察しているようだった。

　紫むらさきの瞳が、鋭するどくサブナクを見据える。

「手を出すな……なーんて、甘いことは言わないわよね？」

「ああ、言わねえよ。お前が強ごう盗とう犯になるのをしっかり見ておくぜ」

「ふん。あんたみたいな下品な真ま似ねはしないわよ」

　パルティータはそう言うと、身を翻ひるがえして警備の者に何か話しかけた。嫌な予感がして、イトは部屋を出ようとする彼女を引き留める。

「待てよ、パルティータ！」

「なぁに？」

「……どうする気だ」

　イトの問いに、パルティータは厳しい口調で言った。

「あれは人類にとって危険なもの。聖女である私がそう判断した。だからあれは、教会が引き受けるわ」

　そう断言してから、彼女はふと口元に笑えみを刻んで続ける。

「もっとも、このオークションの主催者は、誰だれであろうとオークションを邪じや魔ますることは許さないの。奪おうとすれば、裏の人間総動員で追い立てられるわよ？」

「じゃあまさか、お前……」

「あれはオークションの品。だったらやることは一つでしょ」

　そう言ったパルティータの笑みが、事務所の扉とびらの向こうに消えた。

　イトの顔から血の気が引いていく。

「……まずい」







　オークション品の展示場で呟つぶやいた通り、イトの立場はまずいものになった。

　その日の夜、滞たい在ざいしているホテルでアインザッツに呼び出され、イトとレントは彼の元へと赴おもむいた。彼は教会から連れん絡らくを受けたと言う。何を言われるのか予想はついた。イトの額から、嫌な汗あせが流れている。

「オークションの目玉商品である『光の思いやり』像は、とても危険なものだそうです」

（知ってます……）

　神しん妙みような顔でそう告げたアインザッツに、イトは心の中で項うな垂だれながら答えた。

「オークションの主しゆ催さい者しやへ危険であることを知らせ、掛かけ合ってみましたが、やはり良い返答は頂けませんでした。しかし、オークションは公平に行われます。そこで新しく下った命は──」

　アインザッツの次の言葉が聞きたくなくて、イトは耳を塞ふさぎそうになった。が、手をぐっと握にぎって堪こらえる。

「航海が終わるまでの間、誰にも手が出せないよう彫ちよう像ぞうを護衛すること。そして、いくらかかってもあの彫像を落札することです」

「……だよな」

　口の中だけで呟き、イトは頭を抱えて蹲うずくまった。

「イ、イト？」

「イトくん？　どうしました？」

　レントとアインザッツが心配そうに声を掛けてきたが、もはや強がる気力もなく、イトはしばらく無言で蹲っていた。

「イト」

　プロケルに呼びかけられ、ゆっくりと顔を上げると、唇くちびるに何かを押しつけられた。甘い匂においがする。「あーん」と言って口を開けるよう促うながしながら、プロケルがぐいぐいとクッキーを押しつけてくる。仕方なく口を開けてクッキーを口に迎むかえ入れた。美味おいしいはずなのに、何な故ぜか味気ない。

　クッキーをもそもそと嚙かみ砕くだいていると、アインザッツがぽんと手を叩たたいた。

「ああ、お腹なかが空いているんですね。気付かなくてすみません」

「ち、違ちが……っ！　アインザッツ司きょ──んぐっ」

「司教はいりませんよ～。ちょっと待ってて下さいね。プロケル、手伝ってくれますか？」

　クッキーをイトの口に押しつけていたプロケルは頷いて立ち上がり、彼の後を追っていった。
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　とある宿屋の屋上で青年は立ち止まる。その手には一ひと抱かかえほどのトランクを持っていた。

　青年の背後から、何かが落ちる乾かわいた音が聞こえた。誰の気配かはわかっていたため、驚おどろく様子もなく振ふり返る。しかしそこに立っていた恋こい人びとの表情を見て、顔色を変えた。

「どうした？」

　少女の足あし下もとには、彼女が持っていたであろう赤い扇せん子すが落ちていた。いつもならその扇子で表情を隠かくす少女だったが、この時は扇子の存在も忘れ、青年が手にしているトランクを一心に見つめていた。

「何故……っ、何故それが、まだ存在している……!?」

　トランクから遠ざかるように少女は一歩、二歩と退く。三歩目でその身体からだがふらつき、青年はトランクを置いて、彼女の瘦そう身しんを支えた。青年は自分が持ってきたトランクを見つめてから、少女の顔を見下ろした。

「間ま違ちがいないのか」

　少女は震ふるえる手で口元を押さえながら、何度も頷うなずいた。乱れる呼吸の合間に、叫さけぶ。

「間違うはずがない！　私は、これで、コーダを──」

　青年は少女の顔を胸に押しつけ、恐きよう怖ふで震える声を遮さえぎった。濡ぬれた金の瞳ひとみで少女は青年を見上げる。

「もうお前には関係ないことだ」

　青年はそう言ったが、少女は何も答えなかった。青年はこのトランクを持ってきたことを後こう悔かいした。この中にあるものが何なのか、確かめたいと言ったのは少女だった。青年は何度も止めたが、少女は諦あきらめなかった。ついには自分で行くと言い出したものだから、青年は彼女の意思を汲くみ、代わりにこれを盗とってきた。

　──案の定、彼女は恐怖に打ち震える結果になった。

　青年はきつく少女の身体を抱だき締しめた。折れそうなほど細い身体から、彼女が安あん堵どする気配がして、青年もまたほっとする。二人が犯おかした罪が消えることはない。それでも、諦めていた彼女との心安らかな日々が、訪おとずれたはずだったのに。

「これは返す。そしてもう二度と関かかわらない。それでいいだろう」

　少女は答えない。頷くことは出来ないが、首を振ることもしたくないと、その表情が言う。ややあって、少女は震える唇を開いた。

「おかしい。そんなはずは……」

「セレナ……？　どうした。これは大だい悪あく魔まサブナクの【身体】ではないのか？」

　青年が戸と惑まどいながら言った言葉に、少女は首を振った。

「これは間違いなく、大悪魔サブナクの身体。でも……」

　怯おびえた瞳がトランクを映し、少女は言った。

「気配が、大きくなっている……っ」

　青年も驚き、普ふ段だんは滅めつ多たに荒あらげない声を上げた。

「馬ば鹿かな……！　第一、こんなトランクに入るぐらいだぞ？　本当にあの大男の身体なのか？だとしたら、俺達が守っていたあの棺ひつぎは何だったんだ!?」

「わからない。だけど、間違いない。絶対に」

　少女はただただトランクを見つめる。

「どうして、サブナクの下もとに戻もどっていない……？」

　トランクに話しかけてしまった口を、少女は慌あわてて両手で塞いだ。
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　豪ごう華か客船『コルキデア』号の出港日。港は乗客と見送りの者でごった返していた。

「おぉぉぉ……！」

　船から少し離はなれた場所で、白い服を着た少年が感動の声を上げていた。彼の肩かたは小さく震えている。フロムヘヴンの制服を纏まとった少年は、自分の姿を見下ろして満足げに笑う。少年は小こ舟ぶねの縄なわを引っかける係船柱を見つけると、それに足を乗せてポーズを取った。──一人で。

　浮うかれたレントの後ろ姿に、イトは嫌いや々いや声を掛けた。

「……訊ききたくないというか関わりたくないんだけど、何してるんだ。その制服だと俺も同類に思われるからやめろ」

「ふふふふふふ……っ」

「……レント？」

　レントは肩を震わせて笑い、くるりとイトに向き直って新たなポーズを取った。

「じゃーん！　イト、見てよこれ！　どう、似合う似合う？　お揃そろいだね！」

「……似合うかどうかは知らないけど、同じなのは当たり前だろ。お前も俺もフロムヘヴンなんだから。だから変な動きをするな！　止まれ！」

　イトが怒ど鳴なるが、レントは浮かれて手を広げてくるくる回っている。

「僕初めて着るんだよこの制服！　うわー、何か強くなった気分になるね！」

「気分だけ強くなられてもな……」

「そこは親友としてさぁ、『同じフロムヘヴンとして、これから一いつ緒しよに頑がん張ばろうぜ、兄弟！』ぐらい言ってよ！」

「えっ……？」

　イトが眉まゆを寄せて半眼になると、レントは今までの浮かれっぷりから一変して慌てだした。

「何で不満そうなの!?　それは僕の言い方が不満なんだよね!?　僕と一緒に頑張るのが不満なんじゃないよねえ!?」

「いや、一番の不満は親友ってところ」

「お二人とも、準備は出来ましたか？」

　アインザッツの声がかかると、レントがイトを指さして声を上げた。

「アインザッツ司教ぉー！　イトが酷ひどいです！　すっごく酷いです！　鬼おに！　バカ！　猫ねこ！」

「こいつうざいんで置いていっていいですか」

　イトの冷たい言葉が心を抉えぐったのか、ショックを受けた顔でレントは膝ひざを抱かかえていじけた。どうせすぐに立ち直るので放ほうっておく。イトがレントを無視する前で、アインザッツがおかしそうにくすくすと笑った。イトとレントが同時にアインザッツを見上げる。

「お二人とも、元気を取り戻せたようで良かったです。やはり友の存在というのは大きいですね」

　アインザッツの言葉を聞いて、イトとレントは顔を見合わせた。二人はいつものやりとりをしていただけで、お互たがいを慰なぐさめていたわけではない。しかしアインザッツの言った通り、少し心が軽くなっている自分に気付く。レントも同じようにイトを見て驚いたような顔をしていたが、不意ににかりと明るく笑った。

「やだなー、そんなことないですよ！　でも、僕はいつでも君の心の支えになるからね、イト！」

「重荷の間違いだろ」

「だから何でそんな冷たいの!?　僕今良いこと言わなかった!?」

「自分で言った時点で台無しだバカ」

　再びいじけるレントからふいと顔を逸そらし、イトは辺りを見み渡わたした。期待に胸を躍おどらせる乗客達の中に、長身の男の姿はない。

「サブナクさんは、来られませんでしたね……」

　隣となりに立ったアインザッツの言葉に驚き、イトは慌てたように言い返す。

「む、むしろ好都合です。来たら来たで、邪じや魔ましかしないんですから」

「ですが、サブナクさんもただ乗船したかったというわけではなかったのでしょう？　何か目的がおありだったのでは？」

「それは……」

　答えられずにいるイトに、それ以上アインザッツは言葉を重ねることはしなかった。

「何かありましたら、遠えん慮りよなく仰おつしやってくださいね」

「……アインザッツ司教こそ、プロケルは……」

　話を逸らそうとして、失敗したとイトは内心で舌打ちした。アインザッツは気にした様子もなく穏おだやかに微笑ほほえむ。

「心苦しいですが、今回は仕方がありません。プロケルに危険が及およばない分、少し安堵しているところもあるんですよ。心配してくださってありがとうございます」

　イトに気にさせまいとする彼の心こころ遣づかいが有り難がたかった。同時に、彼と話していると自分がまだまだ子どもであることを思い知る。アインザッツはそんなイトの背を優やさしく叩たたいて、歩き出した。

「さ、乗船しましょう。パルティータは先に行かれましたから」

「はーい！　ねえイト、夜にトランプしようよ！　持ってきたから！」

「必要以外のもの持ってくるなよ！」

「いいですねえ、トランプ。みんなでやりましょうか」

　遠足か何かと勘かん違ちがいしていそうなレントに一いつ喝かつしたイトだったが、アインザッツがのんびりとそう言うと、目を丸くして黙だまってしまった。







　アインザッツとレントと乗船の手続きを済ませ、部屋に荷物を置いてから、イトは船内を探たん索さくすることにした。レントも誘さそったが、荷物や弓の手入れをしてから行くと言ったので、イトは先に出て来た。

　たくさんの人が出入りする乗船口で、ふと見慣れた姿を見つけた。ふわりとした淡あわい金きん髪ぱつの持ち主が、船員と話し合っている。

「何してるんだ、あいつ……」

　イトはそっと近づいて、プロケルの様子を窺うかがった。

「招待状がなければ、お通しすることは出来ません」

　プロケルは首を傾かしげ、船員をじっと見つめた。

「ダメなの？」

「だ、ダメに決まってるでしょう！　お引き取り下さい！」

「でも僕、どうしても乗りたい……」

「そう言われても、私にはどうしようも……」

　若い船員は目をぎょっと見開いた後、顔を真っ赤に染めた。プロケルが船員に縋すがるように密着し、服をぎゅっと摑つかんでいた。背せ伸のびをして顔を近づけ、プロケルは船員を見つめた。

「……どうしても、ダメ……？」

　プロケルの瞳ひとみは海に溶とける太陽のように潤うるんで煌きらめいている。人間離ばなれした美び貌ぼうに迫せまられ、船員は「あ」とか「う」とか言葉にならない声を発し、全身を茹ゆで蛸だこのように真っ赤にして固まっていた。

「なぁにアレ。あんなところで人を泣かせて……恥はずかしくないのかしら」

「あんな美人を泣かせるなんて……男の風上にも置けん奴やつだ」

「あのこれは、いえ、これは、そのっ……」

　次し第だいに周囲の注目が船員に集まり始めた。その半分以上はプロケルの美貌を一身に受けている船員への嫉しつ妬とからだった。刺とげ々とげしい視線と声に、船員はさらにパニックに陥おちいった。イトは出来るだけ見ないようにして通り過ぎたが、あまりにも船員が可か哀わい想そうになって、踵きびすを返した。

　イトは二人のもとに駆かけ寄ると、プロケルの腕うでを摑んだ。

「もう通ってもいいですよね？　誰だれにも言いませんから」

　イトが小声と早口で問うと、船員は一いつ瞬しゆん迷ってから、勢いよく何度も頷うなずいた。今の彼は、とにかくこの非難の視線から逃のがれたかったのだろう。一度頷いたのを見た瞬しゆん間かん、イトはプロケルの手を引いて早足で歩き出した。プロケルも二、三歩進んでから、不意に足を止める。

「待って、イト」

　プロケルは船員を振ふり返った。船員はプロケルの顔を見て、身体からだごと心臓を飛び上がらせたようだった。

「ありがとう」

　プロケルが天使のように微笑んでそう言うと、背後でバタンと音がした。船員がとうとう倒たおれたのだ。周囲の人が倒れた船員に駆け寄った隙すきに、イトは急いでプロケルと共にその場を去った。

　しばらく歩き、甲かん板ぱんの反対側まで来たところでイトは足を止めた。不思議そうに辺りを見回すプロケルを振り返り、鋭するどい声を上げた。

「何やってんだよお前！」

「？　乗せてって、お願いしてた」

　至し極ごく当然のことのようにプロケルは答えた。イトが何を怒おこっているのかわからないという顔だ。イトは怒いかりを通り越こして脱だつ力りよくする。

「お願いって……あのなぁ、いくらそう言ってもダメな時はあるんだ。子どもでもわかるぞ」

「でも、心からお願いすれば相手に通じるって、あの人言ってたよ？」

「そういう問題じゃないんだよ！　それにお前の場合、あれは……」

　本人は無自覚のようだが、色いろ仕じ掛かけに近かった気がする、と言いかけてイトはやめた。色仕掛けがなんなのか説明しろと言われたら困る。イトが中ちゆう途と半はん端ぱに黙ったせいでプロケルはきょとんとしていたが、不意に顔を上げ、笑えみを浮うかべた。

「──あ」

　プロケルは早足でイトの脇わきを通り抜ぬける。

「あれ？　プロケルさん!?」

　驚おどろいた声でイトも振り返る。そこには目を瞠みはったレント、パルティータ、そしてアインザッツが立っていた。驚いた表情のアインザッツの前に立ち、プロケルは彼の服をぎゅっと握にぎった。

「プロケル……。どうしてここに……」

「？　乗せてって言ったら、乗せてくれた」

　アインザッツの当然の問いに、プロケルもまた当然といった顔で答える。

「えっ。そんなに簡単に乗せてくれるもの……？」

「そんなわけないだろ……」

　レントの疑問に、イトがげんなりした顔でプロケルが船に乗った経けい緯いを説明した。パルティータが呆あきれた顔でアインザッツを見た。

「あんたちゃんと躾しつけなさいよ。『待て』も出来なくてどうすんのよ」

　パルティータの言葉にアインザッツが苦く笑しようするのを見て、プロケルが慌あわてて口を開いた。

「待っていられなくて、ごめんなさい。でも、やっぱり僕……」

　プロケルの目に映る不安げな色は、その美しさを差し引いても余りあるものだった。パルティータも勢いを削そがれたように、呆れた顔で肩かたを竦すくめた。

　ふわりとした淡い金髪を、アインザッツの手が優しく撫なでる。恐おそる恐る、プロケルがアインザッツを見上げた。

「私一人では頼たよりないですからね。来てくれて心強いですよ」

「ったく、あんたがそうやって甘やかすからよ」

　そう言ってから、パルティータは不意に驚いたような顔をして、アインザッツを見つめた。

「？　どうしました？」

「……人に執しゆう着ちやくしなかったあんたが、理り屈くつ抜ぬきに甘やかしたい存在……なのよね。この子は」

　パルティータはアインザッツを見つめていたが、その言葉は独り言のように静かなものだった。彼女の言葉の意味を捉とらえ損そこねているのか、アインザッツが不思議そうな顔で口を開きかける。が、パルティータはそれを遮さえぎるように微笑み、何でもないと首を振ると、彼から離はなれて甲板の柵さくに寄りかかった。イトの傍そばを通り過ぎる際、パルティータの独白が聞こえた。

「……そんな存在が、あんたにも出来たのね」

　パルティータの柔やわらかい声は、イトの耳にかすかに響ひびいて、潮風の中に消えていった。

　プロケルに視線を戻もどすと、彼はぎゅっとアインザッツの服を摑み、わずかに声を潜ひそめた。

「──それに、この船、何か乗ってるってわかったから……じっとしていられなくて……」

「何かって、何ですか？」

　レントの問いにプロケルは答えず、イトを無言で見つめた。プロケルの視線だけでなく、パルティータの鋭い視線も感じる。二人の視線の意味は、恐らく同じものだろう。

（サブナクの身体の気配が、わかるのか）

　空気が張り詰つめ、緊きん張ちようが走る。しかし数秒と経たたずに、アインザッツの穏おだやかな声によって緊張は解けた。

「ですが、お金は払はらわなくてはいけませんね」

　イトから視線を外し、パルティータが悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「乗せてもらったんだしいいじゃない。馬ば鹿か正直に言ったら、こっちはお金払わなきゃいけないし、乗せた船員もイトも責任が問われちゃうわよ？　黙ってた方がお互たがいのためよ」

「とてもシスターの発言とは思えないな……」

　思わずそう言ったイトの言葉を、パルティータは聞き流したようだ。

「こんな広い船なんだから、一人増えたところでわかんないでしょ。何なら私のシスター服貸してあげるわ。教会関係者らしくしていれば、紛まぎれ込めるでしょ」

「あれ？　プロケルさんって、女性……？」

「あ。でも私のじゃ胸がスカスカになるわよね。レント、神父服貸しな」

「いいですけど……ってことは、やっぱり男性？」

「ジョセイ？　ダンセイ？」

　レントの疑問に、プロケル自身も首を傾かしげていた。意味を問われたら困るからだろう、レントは慌ててプロケルから視線を逸そらし、予備の神父服を取ってくると言って逃にげた。

　レントの背中を見つめていたプロケルが、不意にぎゅっとイトに抱だきついてきた。

「イトもありがとう。やっぱりイト、優やさしいね」

「あまりにも絡からまれてる船員が可哀想だっただけだ。もういいから、放せ。せめて目立つなよ」

　プロケルは素す直なおに頷いたが、この顔で目立つなという方が無理だろう。嬉うれしそうにアインザッツのもとに戻っていく。アインザッツも優しく微笑ほほえんだ。

　イトが船の縁へりに寄りかかって疲つかれたため息をついていると、汽笛が鳴った。ゆっくりと船が動き出す。潮の匂においのする風が一層強くなった気がした。

（結局来なかったな、あいつ……）

　イトは遠ざかる港を見つめる。まだサブナクの姿を探している自分に気付き、イトは視線を船に戻し、頭かぶりを振った。

（いや、いても大して役には立たないんだ！　俺一人で何とかしないと……！）

　そう思ったイトだったが、無意識に港に視線が戻っていた。
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　港から出港したその日、豪ごう華か客船『コルキデア』号では出航パーティーが催もよおされていた。一番広いメイン会場では、オークションの品々も展示されている。そのうちの一つ、目玉商品の『光の彫ちよう像ぞう』の前に、イトは立っていた。

（何とか……しないと……！）

　イトは肩かた越ごしに自分が護衛している品物を見み遣やった。そして不気味な金色の顔を見ながら、頭を抱かかえた。

（……って、どうやってだよ！　今回の任務はこれを護衛することだぞ!?　盗ぬすんだりしたら間ま違ちがいなくクビだし、盗まれたら護衛出来なかったってことだし、かといってオークションで落とせる金なんてあるわけないし……！）

　手に入れる方法を考えては潰つぶしていく不毛な作業を、イトは脳内で一人黙もく々もくと続ける。そして虚むなしくなって項うな垂だれた。これほど大人数がいる場で盗まれる心配もないだろうと気を抜いていたその時、前方から男の声がした。

「太陽を猫ねこが守っているなんて、どこかのおとぎ話に出来そうだね」

　イトは慌てて顔を上げた。最初に目に入ったのは黒いスーツ。さらに視線を上げてから、イトはその男を見た自分の失態を呪のろった。

「ぼ・う・やーっ！」

「……っ！」

　片手を上げ、爽さわやかな笑顔でこちらに駆かけ寄って来た男を見て、イトは悲鳴を飲み込んだ。長身に纏まとった黒いスーツ、闇やみに溶とけそうな黒くろ髪かみ、整った顔立ちに表情の読めないサングラス。ただでさえ人目を引く男の腕うでには、イトに似た青い目の人形が抱えられていた。その男と人形を見た瞬しゆん間かん、イトは仕事も忘れてその場から駆け出した──つもりだったが、その前に彼に腕を摑つかまれ、その腕の中に収まってしまった。

「ああっ、会いたかったよぼうや！」

「俺は会いたくなかった放せ変態っ！」

　感かん極きわまった男の声に対し、感想と要求と罵ば声せいを一度に叫さけび、イトは男──ネウマの腕から逃のがれようと藻も搔がいた。頰ほおには自分に似た人形の頰がくっつき、気味の悪さに鳥とり肌はだが立つ。

「こ、この人形、前に破れて……」

「もちろん手術して直してあげたさ！　この子は新しく作った第十三番目のぼうやだけどね。ほらよく見たまえ！　前より良く出来ているだろう？　しかしやはり最初に作った子というのは思い入れが──」

「全部捨てろーっ！」

「我が子を捨てろだって!?　ぼうや、それはいくらなんでも酷ひどいよ……」

　悲痛な声を上げ、ネウマはわなわなと震ふるえる手で口元を覆おおった。が、すぐに顔を明るくしてイトを見つめた。

「それともぼうやが私の子を産んでくれるのかい？　だったら犠ぎ牲せいも厭いとわないが……」

「そのバカな思いつきが可能かどうか、ちゃんと脳を通してから喋しやべれ！　何であんたがここにいるんだよ！　来るなよ！」

　イトの懇こん願がんに近い叫びにも、ネウマは飄ひよう々ひようとしている。

「来るなよと言われても、招待されたものを断るなんて野や暮ぼなことは出来ないだろう？　それに私はオークションの出品者でもあるんだよ」

「出品って、一体何を……」

「見たいかい？　ぼうやになら特別に見せてあげるよ！　ここではとても見せられない、『葬そう儀ぎ屋や』ネウマさんの秘蔵の──」

「いい！　絶対見せるな！」

　顔を蒼あおくして力の限り拒きよ否ひするイトを、ネウマは残念そうに見下ろした。

　ネウマは『葬儀屋』などと名乗っているが、その実体は死体を売りさばく臓器売買人だった。そして仕事を離はなれれば死体愛好家という変質的な趣しゆ味みの持ち主である。『葬儀屋』というのは、彼曰いわく趣味と実益を兼かねた職業らしい。イトには恐おそらく一生わからないし、わかりたくもないし、まずそんな危険人物と関かかわりたくないのだが、そうもいかない事情があった。『葬儀屋』である彼から、イトはサブナクの仮の身体からだ──死体を買い取らなければならない時があるのだ。

「そういえば、今日はぼうや一人かい？　サブナクはどうしたんだい？」

　キョロキョロと辺りを見回すネウマの言葉に、イトは目を鋭するどくして彼を見上げた。

「……招待されてない奴やつは入れないからな。残念ながら、今回はあいつはいない」

　何の目的か、ネウマはサブナクに近づこうとしている節がある。警けい戒かい心しんを強めるイトの予想とは裏腹に、ネウマは嬉しそうに微笑んだ。

「残念なんかじゃないさ！　彼がいないということは、今こ宵よいは私がぼうやを独り占じめ出来るんだからね！」

「まるでいつもサブナクが独り占めしてるみたいに言うな！　される気もないからさっさとどっか行け！」

「よし、じゃあまずはディナーに行こうか」

「行くか！　俺の意見は無視なのか！」

「当然じゃないか！　ぼうやの気持ちなんて汲くんでいたら航海が終わってしまうだろう？」

　堂々と言い放つネウマに、イトは思わず腰こし元もとの刀を摑んでいた。

「航海の前に、あんたの人生を終わらせてやる……っ」

「うーん、ぼうやが終わらせてくれるなら、それも悪くないかな……。痛くしないでね？」

「ああもう俺の目の前から消えろ！　頼たのむから！」

　イトがそう怒ど鳴なると、ネウマはサングラスの奥で瞬まばたきをして黙だまった。

（まさか、効いた……!?）

　頼めばいいのか──ネウマへの対処法を初めて見つけたと思ったイトだったが、彼はぽんと手を叩たたいて笑え顔がおを取り戻もどした。

「……ああ、そうか！　ごめんよぼうや、気が付かなくて」

「……っ！」

　素早く背後に回られて、イトは咄とつ嗟さに刀を抜ぬこうとした。が、その腕をぎゅっと抱だき締しめられる。

「正面から抱き締められるのは恥はずかしいから、後ろからがいいんだね？　相変わらず素す直なおじゃないね。そこがぼうやの可愛かわいいところだが」

「……本っ気で殺したい……っ！」

　何を言ってもちっとも応こたえないネウマに腹が立ち、手が震える。握にぎった刀がカチカチと音を立てた。その音が「やっちまえ」と言っている気がするのは、普ふ段だんそんなことを言いそうな存在が今はいないからだろうか。

　ネウマの腕からようやく逃れ、イトが彼と対たい峙じするために素す早ばやく身構えると、背後から歩いてきた女性とぶつかった。

「あ、すみませんっ！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　イトは慌あわてて謝り、ふらついた女性の腕を支えた。上品に着き飾かざった女性は、イトを見て微笑ほほえんだ。

「私こそごめんなさい。探しものをしていたものだから、よそ見をしていて……」

　そう言っている間も、女性の目は足あし下もとに向いている。

「探しもの？　何ですか？」

「猫ちゃんよ」

「猫？　逃にげたんですか？」

「そうみたい。私の猫じゃないんだけど、茶色い毛並みに、青い目の子。すばしっこいから、すぐ逃げちゃうんですって」

「茶色い毛並みに、青い目……」

　ネウマがイトの背後で女性の言葉を繰くり返した。イトが振ふり返ると、サングラスの奥からネウマがこちらを見つめている。

「？　何だよ、あんた、心当たりでもあるのか？」

「あると言えば、あるねえ。ねえぼうや？」

『うんっ、ボクも心当たりあるヨ！』

　ネウマと、そしてイトそっくりの人形がイトをじいっと見つめてくる。──そういえばこの人形も、茶の髪かみに青い目だ。モデルが猫ならよかったのにと思っていると、別の女性の声がかかった。

「いたぁ？」
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「ダメ。見つからないわ」

「ここにもいないようですわ。お役に立てなくてごめんなさい」

　女性二人が背後を振り返ると、男が扉とびらを開けてホールに足を踏ふみ入れたところだった。

「気にすんな。たった今見つかったぜ」

「なっ……！」

「おや」

　イトとネウマがそれぞれ驚おどろいた声を発する。その間に男──サブナクはイトの前までやってきた。女性二人が目を瞠みはって口元に手を当てている。

「この子が、猫……？」

「おう。猫だろ？」

　サブナクがイトの撥はねた髪を摘つまみ、女性達に笑いかける。イトがムッとして彼を睨にらんで手を払はらい除のけると、女性達の頰ほおが緩ゆるんだ。

「猫ちゃんね」「猫だわ」「うんうん、やっぱりぼうやは猫だよねえ」

「違ちがう……っ！」

　イトが拳こぶしを握って否定するが、何な故ぜかネウマと女性達の視線はより温かいものになった。ネウマだけならともかく、初対面の女性達に怒おこることは出来ず、イトは原因のサブナクを睨んだ。

　サブナクはわざとらしく疲つかれたようなため息をついた。

「探したぜ、イッちゃん。ったく、ちっせえ身体でちょろちょろしやがって。見つけにくいんだよ。今度から猫らしく鈴すず付きの首輪でもつけとくか？」

「サブナク！　なんて素す晴ばらしいアイディアなんだ！　是ぜ非ひ実行しよう！」

「誰だれがするか！」

　ネウマが興奮した様子でサブナクの提案に大きく頷うなずいたが、イトが即そく座ざに却きやつ下かした。

　サブナクの紅あかい目が、ネウマを鋭く睨んだ。

「つーかお前はさっさと船を下りろ、この変態死体屋が」

「こんな大おお海うな原ばらで船を下りたら死んでしまうじゃないか」

「わかりやすく言うとそういうことだ。それとも今ここで殺すか？」

「どうして君達はそう物ぶつ騒そうな考えしかないんだろうねえ？」

「お前が殺すしかねえかと思わせるぐれえうぜえんだよ。──今なら見み逃のがしてやる、失うせろ」

　サブナクはネウマにぎらつく眼光を向け、静かな声でそう言った。これ以上ここにいるようであれば、本当に何かしらの行動を起こすという意思を込めた声は、ネウマだけでなく女性達にも伝わったらしい。女性達は微笑みながらも、明らかに怯おびえた様子でそそくさと去って行った。

　当のネウマは肩かたを竦すくめてイトに微笑みかけた。

「明日あしたは一いつ緒しよにディナーに行こうね、ぼうや」

「絶っっっ対に、嫌いやだ！」

　イトは全身でそう訴うつたえたが、ネウマは人形の手を振り、一等客室に続く扉の向こうへ消えた。

　苦手な人物が消えて、イトはまるで止まっていた息を吐はき出すように大きく呼吸した。そんなイトを見て、サブナクが呆あきれたように言った。

「ったく、このガキは。いいように遊ばれてんじゃねえよ。お前で遊んでいいのは俺だけだって何度も言ってんだろ」

「知るかバカ……」

　怒鳴る気力もネウマに吸い取られ、それでも一応悪態はついておく。少し落ち着くと、イトはサブナクを横目で睨んだ。

「……で。お前は何でここにいるんだ」

「おいおい、愚ぐ民みんがお貴族様になんつー口の利きき方だ。ちゃあんとサブナク様と呼べ」

「誰が貴族だ。寝ね言ごとはいい。一体どうやって乗ってきたんだよ？」

　イトが問うと、サブナクは片頰を歪ゆがめて笑い、紅い髪を搔かき上げた。

「ま、俺ぐらいの男前になると黙ってても招待状は来るんだよ」

「一体どうやって乗ってきたんだよ？」

「聞かなかったことにして仕切り直すな」

　まともな回答がなかなか得られないとわかり、イトは頭を抱かかえた。

「チケットを盗ぬすんだのか？　カツアゲか？　それとも密航……!?　ああもうこれ以上頭痛くなるようなことするなよ！」

「誰がそんな品のねえ真ま似ねするかよ。貴族らしい男が海かい賊ぞくに絡からまれてるところを助けたら、どうかこれを貰もらって下さいと頭を下げられたんだよ」

　サブナクの適当な話し方に、イトは彼をじろりと睨んだ。

「俺がそんな与よ太た話を信じると思ってるのか？　バカじゃないのか」

「俺も今自分で言ってて噓うそ臭くせぇなと思ったところだが本当だよクソガキ。まぁ無事乗れたんだからいいだろ？　それより……」

　イトの背後──『光の彫ちよう像ぞう』をちらりと見てから、サブナクはイトを見下ろした。

「そういうお前はここで何やってんだ？」

「……これを盗まれないように、護衛、してる……」

　改めて口に出し、イトは自分の行動の虚むなしさを再さい認にん識しきしてしまった。虚しさで脱だつ力りよくしていると、突とつ然ぜんサブナクがガシリと腕うでをイトの肩に回し、頭を撫なでた。その顔が嬉うれしそうに笑う。

「うわっ、な、何だよ！」

「ンだよ、健けな気げなことするじゃねえか！　俺のために護衛なんてよー！」

「誰がお前のためって言った！　教会からの、フロムヘヴンへの任務なんだよ！」

　イトの頭を撫でる手をぴたりと止め、サブナクは真顔になってイトを改めて見下ろした。

「お前なぁ……」

「言うな！　俺だって虚しいと思ってるんだ！　仕方ないだろ任務って言われたら！　給料なしでどうやって人間的な生活するんだよ！」

「事情はわかったから落ち着け」

　頭を抱えて喚わめくイトに、サブナクが軽いチョップを叩たたき込み、呆れた顔で言った。

「こんな人目につくところで誰が盗むんだよ。代わりに俺を護衛しろ俺を。俺の価値はプライスレスだぞ」

「そりゃそうだろ。ゴミに値段を付けるバカはいないんだから」

　吐き捨てるようにそう言うと、サブナクの額に青筋が浮ういたが、イトは無視して言った。

「とにかく、今は無理だ！　俺はこれが仕事なんだか──」

「イトー、交代の時間だよー。ご飯食べてちょっと休きゆう憩けいしていいってー。……って、サブナクさん！　乗船出来たんですか!?」

　イトの隣となりにいるサブナクを見て、レントは驚きの声を上げた。

「何でタイミング悪く来るんだよお前は！」

「ええ!?　な、何で僕が怒られるの!?」

　怒ど鳴なるイトの襟えり首くびに、サブナクの手が伸のびた。

「よーしこれで完全フリーだな。俺の部屋に来い。作戦会議だ」

「わかったよ自分で歩くから放せー！」

　襟首を摑つかんだサブナクの手を振ふり解ほどき、イトは彼を睨んだ。サブナクはつまらなそうに舌打ちすると、悠ゆう然ぜんと歩き出す。彼の向かっている方向を見て、イトはサブナクの背中に怪け訝げんな視線を向けた。

「おい、そっちは一等客室だぞ？」

　一等客室に繫つながる扉は、装そう飾しよくからして他ほかの出入り口とは違う。イトの声は聞こえたはずなのに、サブナクはそのまま歩いて行く。止めようと走り出したイトの前で、ドアマンがサブナクを扉の向こうへと迎むかえ入れた。

　驚くイトを振り返り、サブナクはニヤリと笑った。

「言っただろうが、俺はお貴族様だってよ」
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　扉とびらを開くと、豪ごう奢しやな部屋が現れる。天てん井じようには煌きらめくシャンデリアが揺ゆれ、繊せん細さいな細工の施ほどこされた調度品がセンス良く部屋を飾かざっている。正面にはさらに部屋があり、開いたドアからはベッドが見えた。寝しん室しつのようだ。

　冗じよう談だんかと思っていたが、サブナクは本当に貴族の代理で来たのだと言う。部屋までの道中でサブナクは貴族から譲ゆずり受けた招待状をイトに見せた。そこには正式な代理であることが明記され、署名と判もしっかり押されていた。

「……なんか、涙なみだみたいなシミがついてるけど」

　イトはそう言ったが、サブナクは何も答えず招待状を仕し舞まい、部屋の扉を開いたのだった。

　見慣れない部屋に思わず見とれたイトは、背後でサブナクがドアを閉めた音で我に返った。

「そ、それで？　お前、何かいい考えでも──うわっ!?」

　振り返る前に、イトの背中にサブナクの身体からだが触ふれた。のし掛かかるように倒たおれてきたサブナクの身体を支えきれず、イトは床ゆかに倒れ込み、彼の身体の下した敷じきになった。

「ったいな、何なんだよ！　重い！　退どけ！」

「ここまで我が慢まんしたんだ。そりゃねえだろ。つーか無理だ」

「はあ!?　くだらない嫌がらせするなよ！　退けってば、ホントに重いんだよ……っ！」

「だから無理なんだっつってんだろ」

　サブナクは自分で身体を支える気がまったくないらしい。彼の全体重がイトの小こ柄がらな身体にのし掛かる。息苦しいし骨が床に押しつけられて痛い。

「おい、サブナク……！」

「海賊から貴族を助ける時に、銃じゆうで身体にいくつか穴開けられてな」

　倒れ込んできたサブナクの声が耳元でする。

「まだその与太話で通すのかよ！　そんな話どうでもいいから早く退け……！」

「だっから与太話じゃねえって言ってんだろ。その風穴を治してたら、身体を動かす分の魔ま力りよくがなくなっちまったようだ。……これ以上は言わなくてもわかるな？」

　サブナクが何な故ぜいきなりこんな話を始めたのか、ようやくその真意に気付き、イトは目を瞠みはった。その時にはすでにイトの首筋にサブナクの息がかかっていた。左手は彼の身体の下敷きにされ、身動きが取れない。イトは右手を首筋にやって、サブナクからガードした。

「待て待て待て待てっ！　やめろ！　そんなとこ絶対に嫌だ！」

「動けねえんだから仕方ねえだろ」

　首を限界まで捻ひねって、イトはサブナクを睨にらみつけた。

「お前、これが目的だったんだな……！」

「これも目的だ。動けねえのはマジだからな」

　サブナクは今、首に死体の身体をくっつけて動いている。死体の身体を動かすには、多くの魔力が必要だった。しかしこうして身体に損傷を受け、その傷を治したりしていると、サブナクも魔力が足りなくなってくる。それを補うために、彼はイトの血液を欲ほつした。魔力は寝しん食しよくでも回復するが、生き物の血液が一番魔力への変へん換かん率が高い。特にイトの血は別格らしく、サブナクは死体の身体を動かす時以外でも寄よ越こせと言ってくる。イトは吸血など気持ちの良いことではないので、必要な時以外は毎回全力で拒きよ否ひしている。必要な時であっても拒否するほどに、嫌いやな行こう為いだった。

　顔の横を何かがゆっくりと移動した。サブナクの手が緩かん慢まんな動きで首筋を守るイトの手を摑んだ。いつものような力強さがない。これなら勝てると、イトは右みぎ腕うですべての筋力で首筋を押さえつけた。しばらく粘ねばっていると、舌打ちと同時にサブナクの手から力が抜ぬけた。

「ったく、毎度毎度往おう生じよう際ぎわが悪わりぃぞ。優やさしくしてやるって言ってんだろ？」

「優しいもクソもあるか！　どいつもこいつも人で遊びやがっ──」

　気を抜いたその一いつ瞬しゆん。イトの手が首筋から払はらい除のけられた。

（しまった……！）

　首筋を晒さらされ、サブナクの息が触れる。最後の抵てい抗こうに足をばたつかせたが、当然無む駄だだった。

「いっ……！」

　鋭するどい犬歯が皮ひ膚ふを突つき破り、身体の熱が溢あふれ出る。つ、と首元にも零こぼれた血がつたった。サブナクの唇くちびるが血を啜すすると、火が触れたように痛みに熱が加わる。イトは歯を食いしばり、握にぎった拳こぶしに力を込めて痛みに耐たえた。

　船が軋きしむ音と、サブナクがイトの血を啜る音だけが室内に響ひびく。痛みに耐えていたイトの身体から、不意に重さがなくなった。サブナクはイトの血を吸って動くようになった身体を起こし、首筋から口元を離はなした。

「これで何とか動くな。傷口も……よし、塞ふさがった」

「最悪だ……」

　床に突っ伏ぷしたまま動かず、イトは力なく呟つぶやいた。

「何だその嫁よめに行けなくなったみてえなショックの受け方はよ。安心しろ、どこにもやる気はねえからよ。──おら、いつまで床で寝ねてんだ、起きろ」

　サブナクがイトの襟首を摑み上げ、手近にあった長なが椅い子すに投げるように座らせた。イトは顔を覆おおって項うな垂だれた。

「……もういい。死ぬ」

「馬ば鹿か野や郎ろう、俺を置いて死ぬな。俺のために生きろ！」

「お前のせいで死にたくなってんだよバカ！」

　反射的に怒鳴った勢いで我に返り、イトは袖そでで首筋をゴシゴシと拭ぬぐった。古傷が引きつるような気持ちの悪さが残っていて、首から背中に掛けてぞっと鳥とり肌はだが立った。蒼あおい顔をするイトを見て、サブナクは不ふ機き嫌げんそうに舌打ちした。

「ンッとに毎度毎度失礼な奴やつだな」

　サブナクはイトの座った長椅子の対面に腰こし掛かけた。

「あの彫ちよう像ぞうをどうするかだが……俺に考えがある」

「どうせろくな考えじゃないんだろ。却きやつ下か」

　まだ首筋を拭っているイトの声は、いつにも増して刺とげ々とげしい。サブナクの額に青筋が浮ういた。

「話ぐらい聞けクソガキ。強ごう奪だつなんてお前が嫌がるようなこと、優しい俺様はしねえよ」

「たった今俺が一番嫌がることをしただろうが！」

　イトの抗こう議ぎは右耳から左耳へ一瞬で流れてしまったのか、サブナクは何事もなかったかのようにイトの眼前に人差し指を立て、真しん剣けんな表情で言った。

「それでだ。ここは正せい攻こう法ほうでいってやろう」

「正攻法？　って、オークションで買い取るってことか？　でもそんな金どこに……」

「ああ、ねえな。だからこれから作るんだよ。ここには金を作るにもってこいの場所がある」

「金を、作る……？」

　サブナクは片頰ほおを歪ゆがめて笑った。その笑えみに、イトはとても嫌な予感がした。
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「いーやーだ─────っ！」

「駄だ々だこねるんじゃねえよ」

　乗船二日目の夜。護衛の任務が終わるか終わらないかという時間に、サブナクは風のようにイトを拉ら致ちしていった。その行動の速さから、彼にしては珍めずらしくやる気に満みち溢れているとわかる。

　嫌がるイトを引きずり、サブナクが訪おとずれたのは船の一角にある場所──カジノだった。

　照明を絞しぼった薄うす暗ぐらい室内にゲーム用のテーブルが何台も置かれ、そこに派手に着き飾かざった男女がカードゲームやルーレットに興じている。さほど間かん隔かくを置かずに、至る所から喚かん声せいが上がっていた。空気はこもり、慣れない煙草たばこと酒、香こう水すいのにおいでイトは噎むせ返りそうになる。

　イトはサブナクの手を振ふり払って怒ど声せいを向けようとしたが、すでにそこに彼の姿はない。頭一つ大きな男だ。すぐに見つかった。彼は素す早ばやく紙し幣へいからチップへ両りよう替がえを済ませていた。大量のチップを見て、イトはサブナクに詰つめ寄る。

「こんなとこでうまくいくはずないだろ！　増えるどころか減るに決まってる！」

　イトの怒声にサブナクは長いため息をついた。使われていないテーブルに腰掛け、イトに視線を近づけた。

「じゃあ他ほかにどうやって金を作るんだ？　皿洗いや掃そう除じの下働きであれを買い取れるほどの金が出来るか？」

　イトは悔くやしげに唇を嚙かんだ。サブナクの言う通り、普ふ通つうに働いて大金を用意することは不可能だ。しかもあの彫像は目玉商品だ。噂うわさで聞こえてくる金額はとんでもない額だった。

「それとも身体からだでも売る気か？　お前なら男女問わず良い値で売れそうだが、そんなのおにいさん許さねえぞ」

「誰だれがするか！　くそっ……わかったよ」

　カードゲームのテーブルに座ったサブナクを、イトは慌あわてて追う。

「でも、負けるとわかったらやめろよ！」

「そんな弱よわ腰ごしでギャンブルなんかやれっかよ！　一か八ばちかの大勝負！　最後の最後にどんでん返し！　ギャンブルは攻せめだ攻め！　おらかかってきやがれ！」

「すでに手段と目的が入れ替かわってないかお前！　目的はあくまであれを買い取ることだからな!?　ギャンブルじゃないからな!?」

　威い勢せい良よく叫さけんだサブナクの手元に、あっという間に五枚のカードが配られた。







　客とディーラーを見て、サブナクの目が紅あかく煌きらめく。それはイトにだけわかるような変化だったが、彼の目は自信に満ちていた。

　サブナクが座っているテーブルでは、ポーカーが繰くり広げられていた。五枚のカードが配られ、それぞれが相手の手札を読み、チップを賭かけていく。

　サブナクが一枚のカードを捨てるとさっとディーラーがサブナクの前にカードを置いた。彼の手札に来たのは、スペードの六。他のカードの数字はバラバラだ。今までイトが見ている中だと、最悪の並びだった。

「ベットだ」

　そう言ってサブナクが賭けたチップは、手持ちの半分。イトは思わず声を上げた。

「な、何血迷ってんだよお前っ！」

　イトを見て、周りの客がくすくすと笑い出す。サブナクが呆あきれた顔でイトを振り返った。

「お前なぁ……反応すんなよ。ポーカーフェイスの語源知ってっか？」

「そ、そんなこと言っても……！」

　イトは自分の失態を知って、顔を赤らめて口ごもった。そういえば先ほどからゲームを見ていると、一番弱い二のペアでも多額のチップを賭け、他のプレイヤー達を下ろしてチップを得るプレイヤーがいた。手札の強さよりも相手の顔色を読むゲームなのだ。金を賭けていなければイトにもそれなりに出来そうだが、金を賭けている状態ではポーカーフェイスを演じられそうにない。サブナク以外のプレイヤーは、イトの反応もサブナクの策略の一つかと、疑いの目を向けてくる。

　サブナクは突とつ然ぜんイトの首に腕うでを回してきた。自信に満ちた紅い瞳ひとみが横目でイトを見つめる。

「大だい丈じよう夫ぶだ、必ず勝ってやる。俺を信じろ」

「それが一番心配なんだよ！──んんっ！」

「黙だまって見てろクソガキ！」

　サブナクは首に回した手で、イトの口を塞いだ。

　手札が開示される。他のプレイヤーとディーラーの手札の中には、Ｋが三つ揃そろっていたり、ツーペアがある。イトの表情は凍こおったが、サブナクに口元を封ふうじられ、言葉は出せなかった。

　サブナクも放ほうるように手札のトランプをテーブルに並べた。

「……くそっ！」

　サブナクの次に多くのチップを賭けていたプレイヤーが吐はき捨てながら席を立った。サブナクの前にディーラーがチップの山を積み上げる。

　口を封じられていたイトは、サブナクの手を解ほどいて目を丸くした。

「え、何でだ!?」

　イトの声に、サブナクの手札をしまおうとしていたディーラーが、もう一度手札を見せてくれた。サブナクの指がこつりとカードを叩たたく。

「よく見ろ。スペードが揃ってんだろ。フラッシュっつって、スリーカードやツーペアより強つえぇんだよ」

　ディーラーが手に吸い付かせるようにしてトランプをしまった。

　黄色いチップの山を見て、サブナクは笑ってイトを振り返る。

「お前が反応してくれたお陰かげで、割り増しになったようだ」

　イトは呆ぼう然ぜんと、黄色いチップを見つめていた。先ほどと数はあまり変わらないが、色が違ちがう。積み上がっている黄色のチップが一枚いくらに換かん算さんされるのか、サブナクは教えてくれなかったし、自分で調べようとすると邪じや魔まされたのでいくらなのかはわからない。それでも先ほどより一枚の価値は格段に高くなっているはずだ。イトの胸が興奮でドキドキしてくる。

（もしかしたら……本当に、買い取れる……？）

　積み上がったチップを見ると、期待が不安を上回り、イトの頰に熱が帯びた。頰を紅潮させるイトに気付き、サブナクがニッと笑いかけてきた。

「どうだよイッちゃん？　これが俺の真の実力だ」

「……は」

「は？」

　呆然としていたイトはチップの山から視線を外し、驚おどろきに震ふるえる目でサブナクを見つめた。言いたくない。だが、ここは少しは素直になってもいいのかもしれない。イトは意を決し、口を開いた。

「……は、初めてお前を見直した……かも」

　イトの言葉はサブナクにも意外だったのか、彼は一度驚いたように目を瞠みはったが、すぐに得意げな笑みを浮うかべた。

「馬ば鹿か野や郎ろう、惚ほれ直したの間ま違ちが──おい待てコラ。今初めてっつったか？　お前と出会って十年ばかり経たってるんだが初めて見直したっつったか？」

　イトの失礼な──イトとしてはすべて本心である──言葉に途と中ちゆうで気付き、サブナクは怒いかりを込めた声を轟とどろかせると、イトの頭を摑つかんで力を込めた。

「ったいな、やめろ！──これで足りると思うか？」

　ぎりぎりと頭を締しめつけるサブナクの手を振り払はらい、イトは再びチップに目を遣やった。

「そうだな、いけるか……いや、教会も狙ねらってるんだったな」

　サブナクの油断のない言葉に、イトも頷うなずいた。

「パルティータがそう言ってた」

「あのエセ……。じゃあ──」

　サブナクは身を屈かがめて、イトの目の前でニヤリと笑った。

「ここいらでお前にも賭けてみるか」

「……は？　俺？──おい、放せ！　どこ行くんだ！」

　サブナクは、ディーラーにチップを専用の容器に入れさせて席を立った。イトを引きずるようにして移動し、彼は別のテーブルの前に立つ。イトが見上げると、サブナクはテーブルを顎あごで指した。

「見てろ」

　テーブルには〇と、赤か黒地の一から三十六の数字、奇き数すう・偶ぐう数すう、赤・黒などが書かれ、その上にチップが載のっていた。傍そばにはテーブルと同じように数字の書かれたルーレットがある。

　そこにディーラーが小さなボールを入れた。ルーレットが回り、ボールがくるくると円えん盤ばんの上を転がる。一人の客がチップをさらに数字の上に並べた。

　ボールの回転が緩ゆるやかになると、ディーラーが二回ベルを鳴らす。チップをさらに載せようとしていた男の手が引っ込んだ。あのベルが二回鳴るとそれ以上チップを並べることは出来ないらしい。

　ボールが止まったのは黒の十一。黒に賭けていたプレイヤーと、十から十二に賭けていたプレイヤーにチップが配当される。

　その後三回ゲームがあり、ルーレットの数字を当てるだけの簡単なゲームであることがわかった。賭ける数字や黒か赤、奇数か偶数などによって配当金が変わってくるようだ。一番大きいものは配当金が三十六倍にもなるらしい。

　じっとルーレットの回転を見ていたイトを、サブナクが見下ろし、

「やってみろ」

　あっさりとそう言った。イトは一いつ瞬しゆん耳を疑い、一呼吸の後に声を上げた。

「はあ!?　俺が!?　む、無理に決まってるだろ！」

「無理って方が無理だろ。ただチップを置けばいいだけの話だ」

　チン、とベルが一度鳴らされた。ゲーム開始の合図だ。ディーラーがルーレットを回した。

「──こうやってな」

「あっ！」

　負けて肩かたを落としている男の後ろから、サブナクがチップを一枚、テーブルに投げるように置いた。それで参加と見なされたらしく、ディーラーがちらりとこちらを見て上品に微び笑しようする。負けた男が立ち上がり、サブナクがそこに座る。サブナクは適当に投げて置いたチップを一から十八と書かれた位置に置き直す。ベルが二回鳴った。

　ルーレットが止まり、ボールは赤地に九と書かれたスポットに入った。チップが三枚になって返って来た。

「簡単だろ？」

　三枚のチップをイトに持たせ、サブナクは立ち上がると、イトの肩を押しつけるようにして椅い子すに座らせた。イトは慌あわてて彼を見上げる。

「俺じゃ無理だって！」

「無理じゃねえっつーの。こんなもん赤ん坊ぼうでも出来らぁ」

　サブナクの言葉に、周りにいた客達がイトを微笑ほほえましそうな目で見て笑った。笑われたことに顔を紅あかくしながらも、イトはサブナクを見上げて言った。

「お前がせっかく増やしたのに、負けたら取り返しつかないだろ！」

「お、何だ。今日は何かと可愛かわいいこと言うじゃねえか」

　笑いながら、サブナクはイトの髪かみをくしゃりと搔かき混ぜる。

「心配すんな。ミスってもすぐ取り返してやるよ。それにお前は勘かんが良い。大丈夫だ」

「勘って……そんな保証も何もないもの……」

「保証なら俺がしてやる。やってみろ」

　サブナクの強い視線に、イトは手の中のチップを見つめる。

　──サブナクがこれだけやっているのに、自分は見ているだけだ。悔くやしいような歯は痒がゆいような、とにかく何か行動しなければと思う気持ちが、イトにチップを握にぎらせる。

（でも、やっぱりギャンブルなんて……）

　迷うイトに、鼻先がくっつきそうなぐらいにサブナクが顔を近づけてきた。イトが仰のけ反ると、サブナクはにやりと意地の悪い笑えみを浮かべて言った。

「それともイッちゃんは、アレを取り返すためになぁんにもしねえつもりかなぁ～？」

　馬ば鹿かにしきったサブナクの声により、イトの中で何かが切れた。イトは勢いよくテーブルに向き直った。

「い、一回だけだからな！」

　イトがそう叫さけぶと、ディーラーがイトに優やさしく笑いかけ、ベルを一度鳴らした。──ゲームスタート。ディーラーがルーレットを回し、ボールがカラカラと音を立てて躍おどる。

　配当金は少ないが、当たる確率が高い方がまだ安全だ。イトはテーブルに書かれた黒と赤の菱ひし形がたを見つめた。三つバラバラに賭かけても良いが、なんだかそれもサブナクに負けている気がして、イトは三枚のチップを纏まとめて握りしめていた。

「どれか一つの数字に賭けろよイト。配当金は三十六倍だ。三枚全部賭けりゃ百八枚になって返ってくるぞ」

「するかバカ！」

　イトはサブナクを睨にらんでから、黒の位置にチップを叩たたきつけるようにして置いた。たとえチップ三枚でも、手の裏に汗あせが滲にじんだ。──本当に黒で良かったのか。まだベルは鳴っていない。今ならまだ変へん更こう出来る。

（いや……黒だ！　黒のはず!!）

　サブナクはイトに勘が良いと言った。保証すると言った。今だけは、彼の言葉を信じてみてもいいかもしれない。

「おや？」

　イトとサブナクの背後から、聞き慣れた声がした。まだその人物の姿を確かく認にんしていなかったが、イトの背筋には悪お寒かんが走っていた。恐おそる恐るイトが振ふり返ると、一番に目に入ったのは自分に似た人形だった。

「まさかぼうやがやってるとはねえ……驚いた」

『イトのはドレ？　あの黒に置いてあるチップかナ？』

　人形用の裏声でそう言って、ネウマはイトの背後からルーレットの台を覗のぞき込んだ。彼の視線の先にはイトの置いた三枚のチップがあった。ネウマは胸に手を当てて、嬉うれしそうな笑みを浮かべた。

「黒……か。私の色だね。そんなに私のことを好きでいてくれるなんて、嬉しいよ、ぼうや」

　喜びを嚙かみしめるようなネウマの言葉が終わる前に、イトは三枚のチップを摑み、赤の位置へと叩きつけた。賭けた金額や自分の勘よりも、イトはプライドを優先させた。

「おや？　変えるのかい？　照れ屋さんだねえ。ではこの空いた場所を、私が埋うめようかな」

『当たりますよーに！』

　ネウマは器用に人形の手でチップの山を黒の位置に押し出した。

　ルーレットの回転が緩くなり、ディーラーがベルに手を置いたその時。サブナクの腕うでが顔の横を通り過ぎた。

「よぉーし！　イッちゃん、お前のビギナーズラックに賭けるぜ！」

　そう言ったサブナクの手の先では、イトの置いた三枚のチップを埋め尽つくすように大量のチップが載せられていた。

「あああああ！　バカ！　何でそんな……！」

　イトが慌ててチップを取ろうとしたが、その瞬しゆん間かんにベルが二回鳴らされた。ディーラーがやんわりとイトを手で制する。柔やわらかく上品なその微笑には、断固とした意思が感じられ、イトも手が止まってしまった。代わりに背後の男を睨みつける。

「な、何してんだオッサン！」

「オッサン言うな！　三枚ごときで何がギャンブルだ。男なら勝ちに行け馬鹿野郎！」

「負けたら本物の大馬鹿野郎じゃないか！」

「負けやしねえ！　俺はお前を信じる！」

　ルーレットを睨みながら、サブナクは自信に満ちた笑みでイトにそう言った。彼の威い勢せいの良い声に、イトは少しばかり呆ぼう然ぜんとしていたが、我に返って声を上げた。

「こ、根こん拠きよはなんだよ！」

「ンなもんねえ！」

「バカッ!!」

　カツン、とボールが一ひと際きわ大きく跳はねた。テーブルにいた者すべての視線がルーレットへ集まる。ボールは二度三度と跳ね、チップを賭けていた者達をそわそわさせながら、ようやくその動きを停止させた。

　緩やかに回るルーレットの中で、白いボールは黒地に二十六と書かれたスポットに収まった。

　──黒。

　ネウマが人形の両手を上げる。

『ヤッター！　ネウマおにいさんいっぱい勝ったヨー！』

「「……………」」

　人形を放ほうり投げてキャッチするネウマの隣となりでは、サブナクは期待の表情のまま、イトは真しん剣けんにルーレットを見つめたままの姿で停止していた。しかしいくら見つめていても、再びボールが浮うき上がり、赤のスポットに収まることはなかった。自分達のチップが回収される音で、イトとサブナクは我に返った。サブナクがテーブルを叩きつけてネウマに怒ど鳴なりつける。

「おいコラ悪徳屋！　お前の気色悪い発言のせいでイトが外しちまったじゃねえか！」

「だってあそこに置いてあると、私のが置けないだろう？　あ、大だい丈じよう夫ぶだよぼうや。ぼうやが私を想おもう気持ちは、ぼうやよりもよぉーくわかっているからね」

「お前が海の藻も屑くずになれば、イトはもっとお前を好きになるぞ。おら、今すぐ飛び込んでこい」

「えー？　冷たいねえ」

　ネウマを犬でも追い払はらうような仕草でテーブルから追い払い、サブナクは腕を組み、一つ息をついてからイトを見下ろした。

「……まぁ、何だ。こういうこともある」

「お、俺は嫌いやだって言ったんだからな！　言ったん……だから、な……っ」

　椅子から崩くずれ落ち、イトは項うな垂だれた。身体からだが震ふるえ、力が入らない。イトのその様子に、サブナクが珍めずらしく戸と惑まどった声をかけた。

「お、おい、イト？　イッちゃーん？」

　サブナクはイトの傍かたわらに座り込み、顔を覗き込むと、首を撫なでながらため息をついた。

「お前よぉ……泣くこたねえだろ。そんなにショックかよ」

「な、泣いてない！」

　確かに鼻の奥がつんと痛くなり、視界は滲んでいた。しかし意地でも涙なみだを零こぼすことだけは堪こらえて、イトはゆっくりと顔を上げた。

「絶対……絶っっっ対に、俺はこの先ギャンブルなんかしないっ！　俺は堅けん実じつに生きる……！」

　切実なイトの言葉を、サブナクはため息混じりに笑った。

「わかってねえなぁイッちゃん。ギャンブルってのは敗北の向こうに大勝利があるんだぞ？」

「そんなもんないって今痛感したところだ！」

「安心しろ、まだちったぁ残ってる！　次はカードで──」

「もうやめだバカ!!　行くぞ！　これなら皿洗いした方がマシだ！」

　違ちがうテーブルに向かおうとするサブナクを刀の鞘さやで殴なぐりつけ、イトは彼を引きずるようにしてカジノを後にしたのだった。




　　　　[image: ]




　イトとサブナクはバーの二人がけの席に座っていた。薄うす暗ぐらい店内では、手元のキャンドルだけが光源だ。朱しゆ色いろの柔らかな光が無言で向かい合うイトとサブナクを照らし出している。

　カジノから出てしばらく歩くと、サブナクが突とつ然ぜん「腹が減った」と言い出した。時刻はすでに十一時を過ぎている。レストランは閉まっていたため、サブナクはイトを近くのバーに引っ張り込んだ。
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　席に座った途と端たん、イトは力が抜ぬけ、顔をテーブルに突つっ伏ぷした。

「……だからよ、あのぐれえで泣くなよ」

「泣いてない！　いや泣きたいけど！」

　イトはサブナクの言葉に顔を上げて怒鳴り、テーブルを叩いた。サブナクが勝手に頼たのんだ小ぶりの皿に載のったオイルベースのパスタとリンゴジュースが零れそうになる。彼が手を付けていないところを見ると、イトのものらしい。

「腹が減った」と言ったのはサブナクだが、彼の今の身体は食べ物を必要としない。食べたものは魔ま力りよくに変へん換かんされるが、「腹が減る」ということはない。「腹が減って」いたのは、実はイトの方だった。

　色々思うところはあったが、半ば自や棄けになりながらイトはパスタを口に突っ込み、サブナクの様子を窺うかがった。彼はブランデーのグラスを揺ゆらしている。特に上じよう機き嫌げんでもないが、怒おこってもいないしイトのように落ち込んでいるわけでもないようだった。サブナクもイトを見て、グラスをこちらに差し出してきた。

「何見とれてんだ？　酒でも飲んでパーッと騒さわぐか？」

「見とれてないし酒も飲まない！」

　怒ったように言ってから、イトは食事に専念することにした。ちょっとしたつまみ用のパスタはすぐにイトの胃の中に収まった。すっかりぬるくなったリンゴジュースを飲み干し、空のグラスを置いてから、イトは口を開いた。

「……サブナク」

「何だよさっきから。一いつ緒しよに添そい寝ねして欲しいならそう言え。一等のベッドだぞ、喜べ」

「お前と寝るぐらいなら甲かん板ぱんで寝た方がマシだ」

　サブナクの軽口を一いつ蹴しゆうして、イトは重いものが載っているかのように肩かたを落とした。

　あれだけの額があれば、あの『光の彫ちよう像ぞう』は手に入ったのではないか。サブナクがあそこまで増やした金を──サブナクがイトに乗っかったからとはいえ──激減させてしまったことを、イトは気にしていた。

　一言、彼に謝ることが出来れば、少しはこの身体の重みも消えるはずだ。イトは意を決して、口を開く。

「……やっぱりいい」

　出て来たのは、意を決したとは思えない尻しりすぼみな言葉だった。無む駄だなプライドが邪じや魔ましている。サブナクが不ふ機き嫌げんそうに顔を歪ゆがめた。こういうはっきりしない言い方は、彼は好きではない。

「気持ち悪わりぃだろうが、はっきり言え！　イライラすんだよ！」

「いいってば。大したことじゃない。──そんなことより……」

　イトの──主にここ十年で──ひねくれてしまった性格は、そう簡単にサブナクに謝ることを許さなかった。結局口に出せないままで、イトは目下一番の問題を思い出して頭を抱かかえた。

「もう、盗ぬすむしかないのか……!?　いや、でも、警備の目もあるし、もしバレたら確実に俺はクビだし……」

「ああ、何だそのことか？」

「何だって……一番の目的だろうが！」

　語気を強めるイトに、彼は悠ゆう然ぜんと笑えみを浮かべる。

「心配すんなイッちゃん」

　その言葉を聞いて、イトはサブナクから視線を外し、再び頭を抱えた。

「どうしよう……もう八はつ方ぽう塞ふさがりだ」

「聞けクソガキ」

「お前の『心配すんな』はもう信用しない！」

「おいおい、まさかこの俺様の策がカジノで勝つことだけだと思ってんのか？」

　策、と聞いて、イトは顔を上げる。

「どういうことだよ？」

　サブナクは余よ裕ゆうの笑みでブランデーを飲み干し、イトの方に身を乗り出してわざとらしく声を潜ひそめた。

「大丈夫だ。まだもう一つ策はある。……ま、今言うとお前は十中八九怒るだろうから言わんが」

「ちょっと待て、何する気だ！」

「そりゃあ後のお楽しみだ。その時が来たらわかる」

「何だよそれ！」

　イトはサブナクに問い詰つめたが、話す気配はない。サブナクの考えることだ。嫌な予感しかしない。椅い子すから立ち上がって食ってかかろうとしたイトに、入り口からこちらに向かってくる人物がいた。

「イト！　やっと見つけた！」

　レントがイトとサブナクのテーブルに駆かけ寄ってきた。探し回っていたのか、荒あらくなった呼吸を整えている。緊きん張ちようしたレントの顔に、イトは素す早ばやく立ち上がった。

「魔ま物ものか？」

「いや、違うんだけど……」

「じゃあ何だよ？　これ以上頭が痛くなるようなこと持ってきたんじゃないだろうな？」

「えっ。……えーと、ごめん」

　レントは気まずげに頭を搔かいた。ということは、何か問題が起こったということだ。

「何でどいつもこいつも俺を疲つかれさせるんだよ……っ！」

「で、でもイトに言っておかなきゃいけないことなんだよ！」

「ああもう何だよ！　三秒以内で言え！」

「三秒!?　えー、えーと……っ」

「三、二……」

　サブナクが勝手にカウントを始める。彼の低い声が「一」と言い終える前に、レントは慌あわてて叫さけんだ。

「セレナとコーダがいた！」

「……え？」

　レントの口から出た名前に驚おどろき、イトは黙だまってしまった。その間にもレントは続ける。

「だから、セレナとコーダがこの船に乗ってるんだよ！　今度ははっきり見たんだ。追いかけようと思ったんだけど、見失っちゃって……」

「早く言え！」

「今言ったじゃん！」

「一体どこで──」

　イトがそう言ってレントを見つめると、彼はバーの出入り口を見て大きく目を瞠みはっていた。

　そこには、短い金きん髪ぱつに褐かつ色しよくの肌はだを持った、精せい悍かんな顔立ちの青年が立っていた。薄暗い中でも、金色の目が光を反射して鋭するどく光っていた。青年はイトから五歩ほどの距きよ離りで立ち止まった。

「久しぶりだな。大だい悪あく魔まサブナク。それに、瑠る璃りの一族。──イト、と言ったか」

「コーダ……」

　イトは思わず腰こし元もとの刀に触ふれながら、彼を見み据すえた。

「こいつこんな顔だったっけか？　髪かみ長くなかったか？」

「それ多分、セレナの方ですよ……」

　サブナクは首を捻ひねりながら緊きん張ちよう感かんのない声で呟つぶやき、レントが律りち儀ぎに答えた。

　柄つかを握にぎったイトを見て、コーダは両手を上げた。彼は見たところ、丸まる腰ごしのようだ。

「お前達はセレナを救ってくれた恩人だ。やりあう気はない。セレナが話したいと言っている」

「俺達も、お前に訊ききたいことがある」

「ならばお互たがいの利害は一いつ致ちしたな。ついてこい」

　コーダはイト達に背を見せて歩き出した。コーダと戦ったことのあるイトは、彼の強さを知っている。手て練だれである彼があっさり背を見せたことで、本当に戦意はないとわかった。右手を刀の柄から離はなし、イトはコーダの後を追った。

「どこへ行く気だ」

「別に怪あやしいところじゃない」

　イトの問いに短く答えただけで、後は無言で、コーダは歩き続けた。
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　船の甲板には、ベンチが設置され、人々の憩いこいの場として使われている。いくつかのベンチでは深夜ということもあり、男女が愛を語らっていた。

　コーダが進む先のベンチには、少女が一人、こちらに背を向けてぽつんと座っていた。風に揺ゆれる長く真っ直すぐな金髪に、コーダは声を掛かけた。

「セレナ、連れてきたぞ」

　細い肩がぴくりと跳はね、彼女はこちらに顔を向けた。コーダと同じ色の金の瞳ひとみがイトとサブナクを見た。

「セレナ・ベルカント……」

　イトが睨にらむように彼女を見据えると、少女──セレナは慌てたように立ち上がった。

　セレナは一度イトに視線を向けた。が、すぐに気まずげに逸そらして、コーダを軽く睨むように見た。

「……もう従者みたいなことは、しなくていいって言った」

「お前が動かないから俺が動いたまでだ。俺に従者のような真ま似ねをさせたくなければ、お前が自分で動くことだな」

　コーダがぴしゃりと言うと、セレナは戸と惑まどうように視線を彷徨さまよわせた。その様子を見て、コーダが笑えみを浮うかべてセレナに寄り添そう。

　二人とも、以前会った時とは印象が違ちがった。セレナは操あやつられていたから当然だが、コーダも暗く冷たい雰ふん囲い気きがない。

　セレナはこちらを見て優ゆう雅がに一礼した。その様は以前と同じく上品な仕草だったが、白いドレスの端はしを摘つまむ指先が明らかに震ふるえている。上体は起こしたが、顔は足あし下もとに向けたまま、セレナは言った。

「……あなた達と、話がしたい」

「その前に、訊いておきたいんだけど」

　イトが言うと、セレナは恐おそる恐る顔を上げた。その顔に以前の無機質で高圧的な色はまるで見当たらず、怯おびえと不安が滲にじんでいた。

「今のお前は、ちゃんとお前自身なんだな？」

　イトの言葉が意外だったのか、セレナは目を瞠っていた。一度目を伏ふせ、大きく呼吸すると、セレナは落ち着きを取り戻もどしていた。

「聖女の法術のお陰かげで、私は私を取り戻した。私はセレナ・ベルカント」

「……まだ、ベルカントを名乗るのか」

　イトが硬かたい声でそう言うと、セレナは小さく頷うなずいた。

「あの地から……あの家から解放されたとは言え、すべての罪が消えるわけではない。忘れないためにも、私はこの名を捨てる気はない」

　代々人間を生け贄にえにしてきた一族。その当主だった彼女の細い肩かたには、想像以上に重い何かがのし掛かかっているのだろう。

「……話は何だ？」

　イトが慎しん重ちように尋たずねると、セレナはイトではなくサブナクを見て、顔を曇くもらせた。

「やっぱり……」

　視線を向けられ、サブナクは煩わずらわしげにセレナを横目で見た。セレナは胸の前でぐっと手を握り、サブナクを見上げた。

「大悪魔サブナク。何な故ぜ、まだ死体の身体からだでいる？　それに、あの彫ちよう像ぞうから、私達が守っていた棺ひつぎと同じ気配がする。あなたの身体は、あなたに返ったはずなのに」

「うるっせえな！　こっちにも色々事情があんだよ！」

　サブナクが怒ど鳴なるとセレナはびくりと身体を震わせた。

　まさか彼女たちが先祖代々大事に守って来たサブナクの身体が一部だけで、しかもそれを今現在盗ぬすまれているとは言えず、イトも黙っていた。

　セレナの視線がサブナクからイトに移った。

「イト……。あなたは、本当にサブナクを復活させる気……？　大悪魔サブナクは、人類を滅めつ亡ぼうさせようとしていたのに……」

　サブナクは面めん倒どう臭くさそうなため息をついて、イトの肩を叩たたくと、近くにあるベンチに座った。セレナとコーダの相手を丸投げされ、イトはムッとしたが、文句を言っても無む駄だだろう。諦あきらめて二人に向き直った。

　セレナの真意がわからず、イトは彼女の瞳をじっと見つめた。怯えているようにも見えるが、本当に怯えているかどうか、イトはまだ判断しなかった。用心深く彼女に尋ねる。

「何でそんなこと訊くんだ」

「……怖こわい」

　海上の風に消えてしまいそうな声でセレナは答えた。操られていたとは言え、あの高圧的だった彼女から、そんな言葉が出ることに、イトは驚いた。

「怖い……？」

　胸に当てた手をぎゅっと握って、彼女は頷く。

「ベルカントの屋や敷しきを燃やして、何もなくなって、私はただの人になった。あなた達が、解放してくれた。私はあなたに、あの聖女に、感謝している」

　俯うつむいた彼女が、金の瞳だけをイトに向けた。

「──でも、どこかで……恨うらんでいる」

　セレナの言葉を聞いてイトは神経を尖とがらせたが、彼女は俯くばかりで何も仕し掛かけてくる様子はない。隣となりにいるコーダも、ただ彼女に寄り添っているだけだった。そしてイトは、セレナの手が震えていることに気付いた。

「あなた達のせいで、私は何の力もない、何も持っていない人間になってしまった。それが、怖い」

　震える手で顔を覆おおい、セレナはか細い声を絞しぼり出す。コーダが倒たおれそうになる彼女を支えた。

「どうやって生きていったらいいのか、わからなくなった……」

　その言葉を聞いて、イトは怪け訝げんな目でセレナを見み遣やった。

「わからない……？　じゃあ、何でここにいるんだ。お前は何か目的があって、あの彫像の近くにいるんじゃないのか？」

　イトの言葉に、セレナはハッとしたように顔から手を離はなし、呆ぼう然ぜんと両手を見つめた。

「私、は……何がしたい……？」

「俺に訊くなよ……」

　戸惑うセレナに、イトはため息をつく。

　セレナの怯えた様子が彼女の真の感情だと判断し、イトは先ほどの彼女の問いに答えることにした。信じるか信じないかは、彼女次し第だいだが。

「……サブナクが復活しても、人間に危害を加えさせたりしない」

　俯いていた顔を上げ、セレナは目を瞠みはる。

「本当……？」

「本当だよ」

　イトよりも早く、隣でレントが頷いた。

「僕にもそう言ってくれた。僕は信じてるよ。それに、イトは僕を裏切ったりしないしね！」

「お前のその自信はどこから来るんだ……」

　疲つかれたようにイトは言ったが、否定もしなかった。そのためか、レントは胸を張ってイトに言った。

「イトと親友って事実から！」

「そんな事実はない」

　叩きつけるようにイトが言うと、レントは甲かん板ぱんの縁へりに寄りかかっていじけた。どうせすぐに立ち直るレントは放ほうっておくことにして、イトはセレナに視線を戻した。

「……お前には何もなくなんかないだろ。お前のことを一番に考えてる奴やつが、傍そばにいるじゃないか。──何で俺がこんなこと言わなきゃならないんだ」

　イトは言ってから目を逸らす。セレナは傍かたわらに立ち、ずっと彼女を支え続けてきた青年を見上げた。コーダは少し心配そうにセレナを見下ろして頷いた。

「……ありがとう。私、色んなことに気付けた」

「それが、俺の利益になることだといいけどな」

　イトが愛あい想その欠片かけらもない声で言うと、セレナは目を瞬まばたかせ、首を傾かしげた。

「もしかして、照れてる？」

「何でそうなる……！」

「え、イト、照れてるの!?」

「違うって言ってるだろ！　来るな！」

　もう立ち直ってイトの顔を覗のぞき込もうとするレントの顔を押し返していると、セレナが小さく笑った。

　彼女の用件は終わったのだろう。逃にげられる前に、イトは口を開いた。

「こっちも訊ききたいことがある」

「あ、そう！　そうだよ！　姐ねえさんの荷物！」

　セレナが誰だれのことかと首を傾げたが、イトとレントの視線はすでにコーダに向かっていた。

「パルティータの持ち物を盗んだ犯人が、お前に似てたって聞いたんだけど」

「セレナを解放してくれた恩人から盗みを働くわけがないだろう」

　コーダは即そく座ざに生き真ま面じ目めな反応を返す。するとそこにサブナクの笑い声が重なった。彼は歪ゆがんだ笑みをコーダに向けた。

「どうだかなぁ？　何せ相手はエセ聖女だからな。むしろどんどん恩を仇あだで返せばいいじゃねえか。何なら俺も協力してやってもいいぞ」

「面おも白しろがって焚たき付けるな！」

「とにかく、俺達は無関係だ。話が済んだのなら失礼する」

　セレナの肩を引き寄せながらコーダは踵きびすを返し、セレナも足を進めた。セレナが背を向ける一いつ瞬しゆん、表情を曇らせた気がしたが、コーダの腕うでが陰かげになり、はっきりとは見えなかった。

　コーダとセレナが消えた方向をじっと見み据すえながら、イトはぽつりと言った。

「……逃げられた、か？」

「やっぱりコーダじゃなかったのかなぁ……？　コーダに見えたんだけど」

　レントは肩を落として力ない声でそう言った。暗くら闇やみの中で見た自分の記き憶おくに自信がなくなってきたのかもしれない。イトはそんなレントの肩を軽く小こ突づく。

「うざいから落ち込むな。ここは船の上だ。どこにも逃げるところなんてないんだし、また追つい及きゆうすればいい」

「またうざいって言った……。その口ぶりだと、イトはコーダだと思ってる？」

「まぁ、証しよう拠こもないのに疑うのも気が引けるけど……」

　それ以上に、イトはレントの証言を信じていた。レントは弓の使い手だ。その腕うで前まえを最初に見た時はイトも目を瞠るほどだった。そんな彼の目で見たものが、間ま違ちがいだとはどうしても思えない。

　二人で考え込んでいると、サブナクがベンチを立った。

「ったく、俺の貴重な時間を無駄にしやがって」

　苛いら立だった口調で言いながら、サブナクはイトとレントに背を向けて船内へ入っていった。そこでふと、イトはあることに気付いてレントを見た。

「そう言えばお前、見張りは？」

「あー！　そうだ、アインザッツ司教に代わってもらったままだったー!!」

　蒼あおい顔をして、レントは駆かけ出した。
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　乗船から三日目の昼下がり。豪ごう華か客船『コルキデア』号の大劇場に、乗客のほとんどが集まっていた。

　壇だん上じように、細身をタキシードで包んだ若い男が立った。男は壇上の中央で一礼する。

「紳しん士し淑しゆく女じよの皆みな様さま、ごきげんよう！　ただいまより豪華客船『コルキデア』号のメインイベント、オークションを開かい催さい致いたします！」

　良く通る声の男の言葉に、弾はじけるような拍はく手しゆが会場を満たした。この男が司会として進行を務め、この船旅の目玉であるオークションが始まった。

　乗客の半分で用意されている客席はすべてが埋うまり、今回は特別に立ち見席も設けられていた。劇場は壇上前のアリーナ席、アリーナ席を円く囲むような一階席、その上に二階、三階席がある。アリーナ席と一階席までがオークション参加者の席で、二階、三階席は見物客用となっている。しかし厳密な決まりではなく、もし参加したければ二階、三階席の者も参加可能だった。チケットさえ持っていれば出入りも自由になっている。──ようは金を落とす者なら来る者は拒こばまないのだ。

　イトはレントと共に壇上左の扉とびらで警備として立っていた。壇上の右側では、アインザッツと、その傍らにはプロケルが眠ねむそうに立っている。パルティータは参加者として、アリーナの席に座っていた。

　会場を見回すが、サブナクの姿が見えない。目立つ男だから座っていればすぐに見つかるはずだった。

「イト、サブナクさんは参加しないでいいの？」

「いいわけあるか……っ！」

　きょとんとした顔で尋たずねてきたレントに嚙かみつくようにイトは答えた。

　すでにオークションが始まってから一時間は経たつのに、一体何をしているのか。イトが焦あせり始めた時、肩かたが叩たたかれた。振ふり返ると案の定、サブナクだった。

「お前、今までどこにいたんだよ！」

「早く来ても仕方ねえだろ。来てやっただけ有り難がたく思え」

「お前、自分の身体からだが懸かかってるってわかってんのか……!?」

　偉えらそうなサブナクを殴なぐりつけたい衝しよう動どうを、イトは拳こぶしを握にぎって耐たえた。

　壇上では次の品が運ばれてきていた。白い布に覆おおわれてはっきりとはわからないが、かなり大きい。陽気な声の司会者がカンペを見て、目を瞠った。

「さて次は──お？　これは入札者不明の今回の目玉商品！　『光の思いやり』像です！」

　男の声と合わせ、白い布が引かれて不気味な金ぴかの顔が現れた。会場の反応は、悲鳴に似た声が半分。興味深げな喚かん声せいが半分だった。

「お、いいタイミングだったじゃねえか」

「ギリギリだろ！　あとちょっと遅おくれてたらどうする気だったんだ！」

「ま、そん時はそん時だ」

　本当に取り戻もどす気があるのか疑いたくなる吞のん気きなサブナクの声に、イトは思わず刀の柄つかを握ろうとした。

（そういえば、もう一つ策があるとか言ってたな……）

　昨夜サブナクは確かにそう言ったが、内容はイトが怒おこるからと教えてくれなかった。

「おい、サブナク。もう一つの策って……」

　イトが声を潜ひそめて言いかけると、そこに司会者の良く通る声が重なった。イトは仕方なくその問いを後回しにして、壇上を見上げた。

「この通称『光の彫ちよう像ぞう』、なんとこの顔の中心の切れ目から開けられるような仕組みになっているそうです。よーく見ると、左の目玉の瞳どう孔こうに鍵かぎ穴あながついています。しかし鍵は二百年前に紛ふん失しつし、見つかっていないとのこと」

　司会者の言葉に、イトは思わずサブナクを見上げた。彼も険しい表情で壇上を睨にらんでいる。その間にも司会者の声は劇場全体に響ひびく。

「一体この不気味な顔の向こうには何があるのか……!?　気になった方は是ぜ非ひ落札して何らかの方法でご確かく認にん下さい。その際は我がオークションにもご一報を」

　司会者がそう言うと会場に和なごやかな笑いがさざめいた。

　イトはサブナクを見上げ、声を潜めた。

「鍵がないと開けられないって……。じゃあ、どうやって中に入れたんだ？」

「出品者が鍵を持ってるんじゃねえか？　ま、壊こわして取り出せば済む話だ」

　あっさりとそう言って、サブナクは焦るでもなく壇上を見ている。

『光の彫像』をまじまじと見ていた司会者は、テーブルに戻って木き槌づちを叩いた。

「さてさて。では入札を開始します。百万から」

　司会者があっさりと提示した金額に、イトは目を剝むいた。

「いきなりそんな額……!?」

「メッキとはいえ、一応金だしな。吹ふっかけてるところもあるだろうが」

　サブナクが話す間にも、値段を叫さけぶ声の値段はつり上がっていく。あっという間に倍の二百万を超こえた。

「おい、早くしないと……！」

「焦あせんな。まだだ」

　二百十万、二百三十万、そして一気に三百五十万──そこで声が途と切ぎれた。

「三百五十！　三百五十万！　他ほかにいらっしゃいませんね!?」

「五百万」

　低く響いた声は、イトの隣となりから聞こえていた。

「お前、そんな金どこにあるんだよ！」

「昨日あれから増やしてきてやったんだよ」

「もうやめろって言っただろー！」

「いいじゃねえか落とせりゃ。文句言うな」

　サブナクの声が上がってからは、誰だれも声を上げない。

　司会が会場を見回し、木槌を上げた。

「では五百万で、落札──」

『いっせんまーんっ！』

　甲かん高だかい声に、会場が水を打ったように静かになった。一階席の後方で裏声を上げた男に、会場の視線が集中する。そこには青い目の人形が可愛かわいらしく手を振っている。

「聞こえなかったかい？　一千万出そう」

　人形を下ろすと、サングラスに黒いスーツの男がにんまり笑ってそう言った。

「あいつ……！」

　ネウマを睨むと、彼はイトに気付いて笑え顔がおで人形の手を振ってきた。

　壇上の司会者が興奮した様子で声を上げた。

「一千万！　一千万出ました！　もういらっしゃいませんね？」

「一千五百万」

　今度は若い女性の声が上がった。会場の視線が女性に集中し、そして幾いく人にんかは彼女の美び貌ぼうに見とれた。シスター服とは言い難い露ろ出しゆつ度どの高い服装だが、ドレスコードに引っかからなかったのは、その美貌ゆえかもしれない。

　ネウマは声を上げたパルティータを見て、楽しそうに笑った。

「やるねえ、美貌の女め神がみ様。では二千万出そう」

「三千万出すわ」

「よーしこっちは五千万だ！　どうだい？」

　イトは呆ぼう然ぜんと高額の応おう酬しゆうを見み遣やっていた。ゆっくりと項うな垂だれ、蒼そう白はくになった顔を覆った。

「やばい……っ。こんなの、どっちに渡わたっても絶対取り返せない……っ！」

　血の気の引いた顔で呟つぶやくイトの隣で、レントが吞気な声を上げる。

「えー？　でもさ、イト。姐ねえさんだって悪い人じゃないし、あのサングラスの人とも知り合いなんでしょ？　優やさしそうな人だし、なんとか頼たのみ込めば譲ゆずってくれるんじゃ──」

「あいつらが譲るわけないだろ！」

　イトはレントの襟えり元もとを摑つかみ、揺ゆさぶりながら怒ど鳴なりつける。八割方八つ当たりだ。

「お前は知らないだろうけど、あいつはあくどい商売しかしない悪徳商売人なんだよ！　あいつがあれだけの値を言ってるんだ、もしそんな交こう渉しようしても、その倍額は吹っかけてくるに決まってる！　パルティータに至っては教会が買い取るって言ってるんだ、まず確実に無理だ！」

「わ、わかっ……わかったから、イト、放しっ……首、絞しまっ……！」

　激情の余り、無意識のうちにレントの首を絞めていたらしい。顔色の変わっているレントを見て、ようやく我に返り、イトは謝りながら手を離はなした。

　その隣では、当事者であるサブナクが壁かべに背を預け、暇ひまそうに二人のやりとりを眺ながめていた。

「ま、何はともあれ、これでカジノでの勝ち分は丸まる儲もうけだ。やったなイッちゃん」

「何言ってんだよ！　金が入っても、あれが取り戻せなきゃ意味ないだろ！」

「落ち着け。まだ策はあるって言っただろうがよ」

「だから何なんだよその策って！」
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　会場に目を戻すと、未いまだネウマとパルティータの競せり合いが続いていた。パルティータがネウマを睨みつけ、イト人形が怯おびえたように彼にくっついている。

　二人の応酬の合間に、司会者は困こん惑わくした笑みで口を挟はさんだ。

「なかなか埒らちがあきませんねえ。なんだか永久に終わりそうにないので──」

　司会者は片手を上げた。その手に持っているものが木槌でないと気付いたのは、イトを含ふくめ数人だけだった。

（銃じゆう……!?）

　会場に銃声が響き渡った。

　その銃声を合図にしてか、会場の出入り口から武装した男達が駆かけ込んできた。いかにも海かい賊ぞくという風ふう体ていの男がほとんどだが、数人は船員の制服を着ていた。船員として出港から紛まぎれ込んでいたようだ。

　司会者の男はパニックになる会場に、両手に構えた銃を向け、先ほどと変わらない明るい笑顔と陽気な口調で告げた。

「紳しん士し淑しゆく女じよの皆みな様さま、どうぞお静かに。そして動かないでください。突とつ然ぜんですがオークションは中止致いたします。この豪ごう華か客船は我らがジラソール海賊団が乗っ取りました。なお、このオークションで出品されたお宝は返へん却きやくできませんので、あしからず」

　司会者の男は、おどけた風にそう言って客席に一礼して見せた。

「海賊……!?」

「ホントに襲しゆう撃げきされるなんてー！　姐さんの冗じよう談だんだと思ってたのに！」

　イトとレントの背後にも、剣けんを構えた男がこちらに刃は先さきを向けてきた。仕方なくイトとレントも手を上げた。

「船を下りろ、下げ賤せんな海賊が！」

　突然、イトとレントの近くにいた参加者の男が、司会者に扮ふんしていた海賊に怒ど声せいを上げた。

「やめてください、刺し激げきしちゃダメです！」

　レントが止めに入り、周りの者も男を座らせようとしたが、男は酒が入っているらしく、赤ら顔で怒鳴り続ける。屈くつ強きような海賊の一人が背後から忍しのび寄って、男を羽は交がい締じめにした。

「お頭かしら、どうします？　見せしめにしますか」

　海賊は壇だん上じようにいる司会者にそう尋たずねた。いくつかの悲鳴が上がり、レントは傍そばで気を失って倒たおれる女性を受け止めた。

　司会者──海賊の頭と呼ばれた男は一つため息をついて、乗客を捕つかまえた男を窘たしなめた。

「無む駄だに怖こわがらせるな、手間が増えるだろうがよ。その辺に転がしとけ」

　頭の男がそう言うと、その手下の海賊は酔よっ払ぱらいの男の頭を剣の柄つかで殴なぐって昏こん倒とうさせた。

「──いいかい、紳士淑女のみなさん。俺達の目的はお宝で、あんたらの命じゃねえの。そんなもんもらっても何の価値もねえからさ。ってことで、大人しくしててちょーだい。──ただし」

　頭の男は右みぎ腕うでを動かした。銃じゆう口こうの先には、逃にげようと足を踏ふみ出した男の姿があった。頭の男が笑いかけると、顔を真っ青にして固まった。

「殺さねえとは言ってねえぜ？　それを頭に入れて、自分の命とお宝、どっちが大切かよーく考えて、賢かしこい選せん択たくをしてねー」

　頭の男が背を向けて壇上の向こうへ引っ込もうとした瞬しゆん間かん、イトは壇上に駆け寄ろうとした。しかしイトの足が動く前に、頭の男が殊こと更さらに声を張り上げた。

「こっちは乗客の命を握にぎってるってこと、忘れねえでくれるかい？　俺達だって無駄弾だま撃うちたくねえからさ。大人しく待っててくれよ」

　男はそう言うと、肩かた越ごしにイトを見て笑った。

（待っててくれ……？）

　普ふ通つうに考えれば、ただこの凶きよう事じが済むのを大人しく待てということだろう。しかし、その言葉を言った際に、男は確かにイトを見ていた。イトに投げかけられた言葉のような気がした。

　海賊達は壇上に上がり、オークションの品々を会場の外に運んで行く。オークション中だった『光の彫ちよう像ぞう』も運び出され、頭の男もいつの間にか消えていた。

　乗客や船員が人ひと質じちに取られている状じよう況きようで、身動きが出来ない。歯は嚙がみするイトの肩を、海賊の一人がそっと叩たたき、声を潜ひそめた。

「来い、頭がお呼びだ」

「そりゃあ行かねえとな」

　イトが何か言う前に、サブナクは海賊について行った。イトは止めようとサブナクに手を伸のばしたが、逆にその手を彼に摑まれ、引きずられるように会場の外へ連れ出された。

　会場の外にも海賊が武装して立っていたが、何な故ぜかイト達には武器を向けない。イトは海賊達を不ふ審しんげに見つめ、警けい戒かいしながら歩いた。甲かん板ぱんに出たところでサブナクと自分達を連れ出した海賊が立ち止まったので、イトも声を上げた。

「おい、サブナク！　何ふざけてんだよ。状況見ろよ」

「ああ、よーく見てるぜ。──この状況は、俺達にとって不都合か？」

　言葉の意味が吞のみ込めず、イトは眉まゆを寄せる。

「どういう意味だよ……？」

「策はまだあるって言っただろ？」

　サブナクはイトと向き合い、海賊達を指すように親指を向けた。サブナクが指した先から、日に焼けた上半身を晒さらした男が歩いてきた。細いが引き締しまった身体からだに、弾だん丸がんのホルダーを下げ、ズボンには何重にもベルトを巻いてそこにも何丁もの銃を引っかけていた。革かわの手て袋ぶくろを嵌はめた手で、濡ぬれた髪かみをガシガシと搔かいている。

「あー、堅かた苦くるしかったぁ。なーんで金持ちってのは形式やらなんやら、ガッチガチに固めんのかねえ。肩かた凝こって仕方ねえや」

　髪の色や顔は違ちがったが、その陽気な声は先ほどオークションを仕切っていた司会者の男──海賊達に頭と呼ばれていた男だった。この男も、変装して紛れていたらしい。

　海賊の頭の男はこちらを見て、愛あい想その良い笑えみを浮うかべた。

「おっと、サブナクのダンナ。オークションは残念でしたねえ。あのグラサン男とボインの美女、すんごい額吹ふっかけ合ってたじゃないですか。ま、でも、ダンナは元々参加する気も大してなかったのか」

「まぁな。参加しねえと、こいつがうるせえからよ」

　そう言ってサブナクはちらりとイトを見た。サブナクと頭の男は明らかに知り合いだった。

「サブナク、お前、まさか……っ！」

　イトは震ふるえる指で二人を指さし、叫さけんでいた。

「海賊なんかと手を組んだのかよ！」

「海賊なんかとはご挨あい拶さつだなぁ」

　言葉ではそう言いながらも、頭の男は楽しそうにイトを見て、サブナクに視線を向けた。

「この子こ猫ねこちゃんがダンナの相棒で？」

「ああ」

　サブナクは頷うなずいたが、イトは相棒という単語を聞いて顔の筋肉のほとんどすべてを収縮させた。イトのその顔を見ると、頭の男は苦く笑しようしてサブナクに視線を戻もどした。

「……めちゃくちゃ嫌いやそうな顔してますけど」

「照れ隠かくしだ。気にするな。──イト、こいつは素すっ裸ぱだか海賊団の頭だ。俺の手下になった」

　サブナクがそう言って頭の男を指すと、男は慌あわてて声を張り上げた。

「ジラソール海賊団ね!!　俺らを露ろ出しゆつ狂きようの集団みたいに言わねえで下さい！　服着てますから！」

「うるせえな、変わんねえだろうが。それに露出狂も海賊も犯罪者って意味じゃ一いつ緒しよだろ」

「全然違いますよ、素っ裸じゃねえし！　っつか、手下でもねえです！　俺は協力者としてですね……」

　海賊の頭はまだ何か言っていたが、イトは無視してサブナクを見上げた。

「何で露出狂なんかと手を組むことにしたんだよ」

「露出狂を定着させねえでくれーっ！　俺にはちゃんとジーグって名前があるんだよ！」

「わかったよ……」

　海賊の頭──ジーグに、イトがもう一度同じ質問をすると、馴なれ馴れしくイトの肩を摑つかんできた。

「それがよー、聞いてくれよ子猫ちゃん」

「斬きるぞ」

「おっと子猫ちゃんは地じ雷らいだったかい？　冗談だよ冗談。だからその鋭するどすぎる爪つめはしまってくれ。しまってください。お願いします」

　鋭く睨にらんで鞘さやから刀身を覗のぞかせるイトに、ジーグは両手を上げて後あと退ずさった。ぼそりと呟つぶやかれた「似たもん同士だな……」という声を耳ざとく聞きつけ、イトは刀を完全に抜ぬききった。ジーグがイトの機き嫌げんを窺うかがうような笑みを顔に貼はり付け、両手を上げた。

「うそ。うーそ。な！　えーとそれで、何で俺らがダンナと協力することになったかだっけ？」

　ようやくまともに話す気になったようなので、イトは刀をしまった。ジーグもほっと息をつき、話し始めた。

「最初はな、俺の手下が貴族の招待状をもらおうとしてたところに、この人が来て手下をボコったんだよ」

　ジーグの言葉に、イトは驚きよう愕がくの表情でサブナクを見上げた。

「……貴族を助けて招待状をもらったって話、本当だったのか!?」

「だから何回も言ってんだろうが。まだ信じてなかったのかよクソガキ」

「まぁでもその後、それを笠かさに着て、貴族のオッサン脅おどして代理書書かせたらしいんだけどね、この人」

　目を瞠みはるイトだったが、ジーグの気の抜けたような声で再び目を吊つり上げた。

「それやっぱりカツアゲだろ！　いや、下手へたに恩に着せてるからもっと質たち悪いぞ！」

「あー？　何の話だ？　俺は招待状をもらって下さいっつって土下座したオッサンの後頭部しか覚えてねえな」

「しっかり脅してるじゃないか！」

「安心しろ、足が付かねえようにトラウマになる程度にきっちり脅しておいた」

「まず脅すなバカ！」

　頼たのもしい笑みで親指をグッと立てるサブナクに、イトは頭痛を覚えて頭を抱かかえた。イトが黙だまると、交代とばかりにジーグが口を開いた。

「まぁそれでだ。民間人に手を出した手下が悪かったとは言え、こっちも大事な手下を可愛かわいがってもらったんだ。それなりの礼をしなきゃいけねえ。俺自ら出向いたんだが……」

　ジーグと部下達はサブナクに礼をしようとしたが、素す手ででは敵かなわず、銃じゆうを取り出してサブナクへ向けた。しかし、銃じゆう弾だんを何発受けても、彼は悠ゆう然ぜんとそこに立っていた……。

　ジーグは芝しば居いがかった仕草で肩を竦すくめた。

「鉛なまり弾だまが効かねえ人間がいるとは思わねえだろ？　降こう伏ふくするしかないと思ったのさ。幸い、この件が終わるまでの期限付きだしな」

「それ以後も俺の下げ僕ぼくとして働かせてやってもいいぞ」

「うへー、結構でーす」

　ジーグは苦いものを吐はき出すように舌を出し、サブナクの申し出を断った。ジーグはなおも渋しぶい顔をしているイトに、ニッと、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「オークションの品物は俺達が頂く。だが、あの『光の彫ちよう像ぞう』だけはあんたらに譲ゆずろう。それでいいだろ？」

「……俺はこんなやり方、認めてない」

「おやおや？　相棒クンはずいぶんとマトモな人間のようで。じゃ、あの彫像はいらねえのかい？」

　ジーグのからかうような口調に腹は立つが、『光の彫像』だけは手に入れなくてはならない。それは事実だ。そしてもう、それ以外に手に入れる方法を、イトは思いつかなかった。イトが口ごもると、ジーグは愛想の良い笑みを浮かべてイトの肩かたを叩いた。

「ま、そういうことで、この船旅が終わったらダンナと落ち合ってちゃーんと『光の彫像』だけは渡わたすから、心配しねえでくれ、子猫ちゃ──イトくん。イトさん。イト様」

　子猫という単語が出た瞬しゆん間かん、イトは鞘から半分ほど出した刀をジーグの首に宛あてがっていた。手を上げるジーグを、イトは静かな怒いかりを込めて見上げた。

「イトでいい。ただしまた猫とか言ったり、乗客に手を出したら、俺はお前の敵に回るからな」

「わ、わかってるよ。ダンナ、この相棒、ちょいと凶きよう暴ぼうすぎやしませんか？」

「そのぐらいの方が遊び甲が斐いがあるんだよ」

　サブナクがニヤリと笑って言った直後、突とつ如じよ甲かん高だかい鐘かねの音が鳴り響ひびいた。ジーグが険しい目を見張り台の者に向ける。今の鐘の音は警けい鐘しようだったようだ。見張り台には船員の代わりに海かい賊ぞくが望遠鏡を構えており、ジーグに動どう揺ようした声を向けた。

「お頭かしら！　二時の方向に何か、黒い影かげが……！」

　手下の言葉が終わる前に、ジーグは甲かん板ぱんを走り、船から身を乗り出して伸しん縮しゆく式の望遠鏡を覗き込む。途と端たんに顔を強こわ張ばらせた。

「何だありゃ……！」

　イトもジーグの隣となりに来て、水平線に広がる黒い影を見つめた。目視出来る限りでは、大きな黒い靄もやのように見えた。それが次し第だいにこちらに迫せまっている。

「魔ま物ものの大群……！」

　大きな翼つばさを持った魔物が、明らかにこの船を目指してきているのがわかった。

「あんな大群、見たことねえぞ！　ここまで飛んできたってのか!?」

　ジーグの顔にも焦あせりが見えた。イトが船内に戻ろうとすると、ジーグが声を上げた。

「おい、どこに行くんだ！」

「俺達だけで太た刀ち打うち出来る数じゃない。オークション会場にはフロムヘヴンの人間がいるから呼んでくる」

「待て！　それは手下に行かせるから、あんたはここで応戦してくれ。その制服、あんたもフロムヘヴンなんだろ？」

　イトがパルティータ達の特とく徴ちようを伝え、ジーグが手下に連れてくるよう命令する。彼はその際、乗客と船員は全員船内で待機させ、戦いの心得がある者を連れてくることも伝えていた。乗客と船員を魔物の餌え食じきにしないためだった。

　ジーグはもう一度望遠鏡を覗き込んでから、イトに笑いかけた。その顔にはすでにこれからの算段が整ったのか、余よ裕ゆうの笑えみが浮うかんでいた。

「ま、ちょうどいいや。ダンナは不死身、あんたらはフロムヘヴン。魔物は任せりゃいいし、俺達はある程度片付いたら隙すきを見て引き上げるとするよ。文句ねえよな？」

　ジーグは頼もしい顔でそう言ったが、イトは表情を曇くもらせたまま、近づいてくる魔物の大群を睨んでいた。

「何だよ、まだ不満かい？」

　ジーグが首を傾かしげるが、その問いには答えず、イトは後からやって来たサブナクを見上げた。

「……どう思う？」

「さーてな。だが、海上には魔物はほとんど現れねえとか言ってなかったか？」

「なのに、あの大群……」

「なになに？　どした？」

　声を潜ひそめていたイトとサブナクの間に、ジーグの陽気な声が乱入した。

「……狙ねらいは、もしかしたらあの『光の彫像』かもしれない」

　サブナクの【身体からだ】はこれまで二つの部分が見つかっている。そのどちらも、魔物が集まると言われた地で見つけた。サブナクの【身体】には魔ま力りよくがある。それを目当てに魔物が集まっているのではないか──というのが、イトとサブナクの仮説だった。そして今サブナクが言ったように、海上での魔物の出現率は低いと言われている。にもかかわらず、あれだけの大群が来ているというのは、どう考えても尋じん常じような事態ではない。

「魔物がかぁ？　魔物には芸術肌はだの奴やつでもいるのかい？」

　軽口を叩たたくジーグだったが、イトもサブナクも反応せず、彼はつまらなそうに肩を竦める。

「うちの船に運んでも、そっちに来るかもしれねえってことかい？」

「確証はない。だけどあんな大群、あんたも見たことないはずだ。おかしいだろ？」

　頷うなずきながら、ジーグは両手の銃に弾たまを充じゆう塡てんし、ホルダーにしまう。イトも腰こし元もとの愛刀を抜いた。予想より速いスピードで魔物の大群は迫ってきている。近づくほどに、その数の多さと、彼らの狙いがこの船であることがわかった。

　魔物を睨んで立っていたサブナクを見て、ジーグが目を丸くした。

「ダンナ、まさか素手ですか？」

「なわけねえだろ？」

　サブナクはジーグが下げているホルダーから、リボルバー式の銃を一丁引き抜いた。ジーグが慌あわててサブナクに手を伸のばす。

「ちょっとダンナ！　それは俺が最近手に入れたばっかの──」

「一丁ぐれえでガタガタ抜ぬかすな。お前で試ためし撃うちすんぞ」

「……どうぞお納めください」

　サブナクの本気の目を見て、ジーグは銃を差し出した。彼の目の端はしに涙なみだが煌きらめき、イトはサブナクの横顔を見上げて言った。

「……どうせ撃ってみたかっただけだろ。ちゃんと返せよ」

「おー」

　興味深げに銃を見ているサブナクの生返事で、返ってくる可能性がなさそうなのがわかったのだろう。ジーグは肩を落とした。顔を上げると、威い勢せいの良い声を上げた。

「くっそ、こうなったらお宝だけは絶対に頂いていくぜ！　さっさと運び込めグズ共！」

　手下に八つ当たりの入った檄げきを飛ばしながら、ジーグは自らもオークションの品々を運ぶためにその場を離はなれた。







「イト！　サブナクさん！」

　背後から声がかかって、イトは驚おどろいてそちらを見つめた。海賊に連れられて、パルティータとレントが甲板に出て来た。その後から、船の警備員、貴族や富ふ豪ごうの用心棒らしい屈くつ強きような男達が続いて出て来た。中にはコーダの姿もあった。昨夜とは違ちがい、長ちよう剣けんを手にしていた。コーダは一度イトを見たが、すぐに他ほかの男達と駆かけ抜ぬけていった。

「こんなとこで、何してるのかしら？」

　パルティータはこちらに歩いてくると、にっこりと微笑ほほえんだ。レントもイトの前に立って安あん堵どしたように笑った。

「突とつ然ぜんいなくなったから、心配してたんだよ？」

「何でだか、海賊達に連れて来られたんだよ」

「へーえ。あんた達が大人しく連れて来られたっていうの？」

　心配そうに尋たずねるレントの後ろから、パルティータの疑ぎ惑わくの視線が刺ささる。

「……抵てい抗こうすれば、乗客の命はないって言われたからな」

　彼女を見ないように、イトは魔物の大群に視線を向ける。

「それより、アインザッツ司教は？」

「プーと一いつ緒しよに見回ってからこっちに来るわ。──まずいわね」

　パルティータも魔物の大群を見て顔を険しくした。

「何を狙ってるんだか。こっちに一直線じゃない」

　近づく魔物に臨戦態勢を整えつつも、パルティータの視線が一度、宝物を運ぶ海賊に向けられた。その鋭するどい視線に、イトは焦りを隠かくして言う。

「今は海賊を止めてる場合じゃないぞ」

「そうね。でも、あの宝物の中に、魔ま物ものが狙ってるものがあるかもしれないわよ？」

　それが何なのか、パルティータはわかっているような口ぶりだ。実際、彼女は『光の彫ちよう像ぞう』が「危険なものだ」と言って、教会を巻き込み、オークションで落札しようとしていた。

　彼女を追つい及きゆうすれば、こちらも海賊と手を組んだということを晒さらしてしまう危険があった。イトは個々の形が明めい瞭りようになって来た魔物達を見み据すえて刀を構え、ジーグの軽口を真ま似ねした。

「魔物が宝を狙うって、魔物に芸術がわかる奴がいるとでも言うのか？」

「あんたにしては、つまんない返しね。二点。落第よ」

　ばっさりとジーグの冗じよう談だんを採点し、パルティータは魔物に向かって手を翳かざした。彼女の手が、白く輝かがやき出した。パルティータの法術に気付いた魔物達の目が、彼女に集中する。アメシストの瞳ひとみが、純白の光で煌めく。パルティータは刀を構えるイトと、弓を引いているレントを一いち瞥べつし、厳おごそかに宣言した。

「──始めるわよ」

　直後、パルティータの法術が魔物に向かった。白い光によって、無数の魔物の身体が弾はじけ飛び、海へと落ちていった。しかしそれもほんの一部だった。

　パルティータの法術が開戦の狼煙のろしとなり、魔物達は急速に船へと距きよ離りを詰つめてきた。

　パルティータが前線でほとんどの魔物を消し去るが、なにぶん数が多すぎる。彼女が撃ち漏もらした魔物が、甲かん板ぱんにいる人間に襲おそいかかった。イト達をはじめとして、用心棒や海かい賊ぞくも魔物に応戦する。

　手て際ぎわよく宝物を運び出していた海賊達にも、魔物の爪つめが殺さつ到とうした。海賊達が運び出そうとしたのはあの『光の彫ちよう像ぞう』だった。魔物を倒たおしながら、イトとサブナクは徐じよ々じよにそちらへと歩を進めていた。

　魔物の爪が、海賊の頭を摑つかんだ。悲鳴を上げた男の頭上で銃じゆう声せいが弾け、魔物が甲板に落ちてきた。

「お、お頭かしら！　ありがとうございます！」

　ジーグは近寄ってくる魔物を両手に持った銃で蹴け散ちらしてから、自らも『光の彫像』を運ぶ。

「礼は良いからさっさと運べ！　これだけはなんとしても船に運ばなきゃならねえ！　でないと俺達がサブナクのダンナ達に全ぜん滅めつさせられっぞ！　相棒もちっこいが凶きよう暴ぼうだったからな！」

　そう言ってジーグは『光の彫像』を見て、顔を蒼あおくした。イトも遠目からジーグの視線を追うと、彫像の頰ほおの辺りが魔物の爪によって抉えぐられ、中身が見えていた。そこからイトの瞳と同じ色の、青い石が煌めいた。

「あった……！」

　誰だれに言うでもなく、イトは小声で呟つぶやいた。『光の彫像』の中にあることはわかっていたが、目に見えると、「もし入っていなかったら……」という疑惑が晴れ、安堵出来た。

　ジーグが慌てて彫像の傷を隠しながらイトを見て、何でもないという風に笑い、そして声を潜めて手下達を見回す。

「や、やべえな……半殺しの覚かく悟ごしとけよおめえら……」

「い、嫌いやっすよ！」

「俺も嫌だよ！　けど覚悟ありとなしじゃ衝しよう撃げきが違うだろうが！」

「何に傷がついただと……？」

　コソコソと話すジーグとその手下達の背後に、大きな影かげが立ち、低い声を轟とどろかせた。手下達が悲鳴を上げる。

「ひいいいいっ！　さ、サブナクのダンナ……！　ち、違うんです俺達じゃなくて魔物が！」

「その彫像とお前らの命、どっちが大事なんだ？」

「そ、それは僭せん越えつながら、い──」

　手下が答えようとしたその時、魔物の爪がサブナクに迫せまっていた。爬は虫ちゆう類るいめいた頭と鳥のような体、鋭い爪を持った魔物に、サブナクは銃を構えた。魔物の体──目と口に一発ずつ弾だん丸がんを撃ち込み、よろけた魔物の足首を摑んで甲板に叩きつけた。強い力で叩きつけられ、魔物の頭が黒い飛沫しぶきを上げて弾ける。動かなくなった魔物の死体を海へと投げ捨て、サブナクは手下達を見回した。

「聞こえなかったな。どっちだって？」

「もちろん彫像ですとも！　そう言おうと思ってました!!」

　手下達が声を揃そろえて叫さけんだ。その中でジーグだけが、『光の彫像』の傷をじっと見つめていた。

「お頭？　どうしたんです？」

「……いや、何でもねえ。さっさと運ぶぞ」

　ジーグは手際よく彫像にロープをくくりつけ、海賊船へ繫つながるロープに引っかける。

「おい待て。傷を見せろ。中のものに傷は付いてねえだろうな？」

　サブナクの言葉の前に、ジーグは海賊船に彫像を渡わたしていた。ロープを滑すべり、『光の彫像』は海賊船にいた手下達に受け止められた。

　それを見てから、ジーグはサブナクに向き直って笑った。

「すんません。もう運んじまいました」

「お頭、魔物の相手をしながらじゃ全部運ぶのは無理だ！　さっさと引き上げましょう！」

「まだだ」

　焦あせる手下の大声に短く答え、ジーグはホルダーから銃を引き抜き、銃じゆう口こうをイトに向けてきた。

「──来てくれるかい、子こ猫ねこちゃん？」

　その引き金を引けば一いつ瞬しゆんでイトの頭は弾け飛ぶ。下手へたに身動きはせず、イトは鋭い視線だけをジーグに向けた。

「何で俺が──っ！」

　イトが拒きよ否ひの言葉を口にしようとすると、ジーグは引き金を絞しぼった。咄とつ嗟さに身をかわしたが、銃じゆう弾だんはイトの右みぎ頰ほほを掠かすめた。イトの背後にいた魔物が空中でバランスを崩くずし、海へと落ちていった。

　右頰から垂れる血を拭ぬぐい、イトはジーグを見据えた。

「何のつもりだ！」

「本当にこの俺が協力するとでも思ったかい？　甘いねえ」

　イトの怒ど声せいをジーグは嘲あざ笑わらう。

　──これが海賊か。イトは歯は嚙がみしてジーグの目を睨にらんだ。サブナクが手を組んだというから信用しようと思ったが、やはり間ま違ちがいだった。

「か、頭……？」

　手下の一人が恐おそる恐るジーグに近寄る。その顔には戸と惑まどいが浮うかんでいた。ジーグは鋭い視線を、近づいて来た手下に向ける。

「船に戻もどるぞ。このガキが言うことを聞かねえってんなら、この船を沈しずめることにする」

「な、何を言ってるんですか頭！　乗客と船員は人ひと質じちで──」

　手下の言葉はそこまでで途と切ぎれた。驚きよう愕がくの表情のまま、その男はどっと倒れる。磨みがき上げられた甲板の床ゆかに、男の頭から流れた血が広がっていく。

　硝しよう煙えんの上がる銃口で、ジーグは他ほかの手下達を指した。

「作戦は変へん更こうだ。他の奴やつらにも伝えろ。わかったらさっさと配置につけ。次はお前らに鉛なまり弾だまをぶち込むぞ」

　ジーグの言葉を受けて、手下達は当とう惑わくしながらも武器を手に走り出した。

「子猫ちゃん、あんたは俺の船に来てもらう。何度も言わせるな」

「こいつを連れて行って、どうするつもりだ」

　サブナクの低い声にも、ジーグはちらりと彼を見ただけで答えず、銃口をイトに向けたまま近づいて来た。

「イト、下がって！」

　聞き慣れた声が頭上から降ってきた。イトはその場から後ろに跳とぶ。ジーグも一いつ瞬しゆん遅おくれて後退した。ジーグの足あし下もとには矢が三本突つき刺ささっていた。

　イトが声の方向に顔を向けると、レントがデッキの柵さくから身を乗り出し、弓を構えていた。

　ジーグはイトに銃口を向けたまま、片手を腰こしにやった。その手が握にぎっているものがもう一丁の銃だと気付き、イトは叫んだ。

「逃にげろレント！」

　イトはジーグに飛びつこうとしたが、その前に二回続けて銃声が上がった。弾丸はレントではなく、彼が身を預けていた柵を破は壊かいし、レントは転がるようにして背中から甲板に落ちた。

「いったた……──っ！」

　落ちた衝撃を堪こらえるレントの眼前に、ジーグの銃口が向けられた。顔を強こわ張ばらせるレントを見ることもなく、ジーグはイトを見つめて口を開いた。

「拒否すればこいつがどうなるかは、わかってくれるよなぁ？」

「くそ……！」

　イトが刀を下ろすと、ジーグは満足げに笑い、レントを見下ろした。

「立て。お前はあのガキに対する人質だ」

「……何言ってんの？」

　ジーグを見上げ、レントは彼を馬ば鹿かにするように笑った。

「別に僕、イトとは友達なんかじゃないよ。巻き込まれるのは迷めい惑わくなんだけど」

「なら、価値はねえな」

　銃を持つジーグの腕うでに力が込められる。

　銃声が続いて二度響ひびいた。

　最初の銃声はサブナクがジーグに向かって撃うったものだった。直前に気付いたジーグは、咄嗟にその弾丸を避よけていた。

　二つ目の銃声はジーグがレントに向かって放ったものだったが、狙ねらいは外れた。否いな、狙い通りの場所を撃ち抜ぬいてはいたが、レントは無傷だった。イトが飛びかかり、弾丸の軌き道どうからレントを逸らしていた。

「イト！　平気!?」

「服を掠っただけだ」

　左の肩に銃弾が掠り、焦こげた臭においがした。再び銃口を突きつけられ、イトはジーグを睨む。

「……俺に用があるんだろ。無関係のこいつまで巻き込むな」

「茶番はいいからよ、二人とも来な」

「何でそこまでしてイトを連れて行きてえんだ？」

　再び銃口をジーグに向けたサブナクが尋たずねると、イトに向けられていた銃口がレントの眉み間けんを小こ突づいた。しかしジーグはレントではなく、イトを冷たい目で見下ろしていた。

　イトはきつく拳こぶしを握り、サブナクを振ふり返った。

「──サブナク」

　銃じゆうを下ろすようにイトが目で訴うつたえると、サブナクはしばらくイトをじっと見み据すえていた。ほんの数秒、イトとサブナクが視線を交かわす。

　サブナクがイトからジーグに視線を移して銃を下ろした。

　ジーグが勝ち誇ほこったように笑い、イトとレントを立ち上がらせた。近づいて来た手下を捕つかまえ、ジーグはイトの刀を見て言った。

「こいつらの武器を回収しろ」

　手下は頷うなずき、イトの刀を摑つかんだ。この刀は武器というだけでなく、両親の形見だ。触ふれられた瞬しゆん間かん、頭に血が上った。

「触さわるな！　これは──」

「黙だまってな」

　刀を庇かばおうとしたイトの鳩みぞ尾おちを、重い衝しよう撃げきが襲おそった。痛みを感じるより先に息が止まり、イトは身を折って咳せき込んだ。咳き込む度たびにジーグの靴くつ底ぞこが叩たたき込まれた箇か所しよが痛む。

　イトを支えながらレントが怒声を上げる。

「ついていけばいいんだろ！　これ以上イトに何かするなら、僕は自分から海に飛び込むぞ！」

「その前に死ぬけどな」

　銃を突きつけ、レントの言葉をせせら笑うと、ジーグはイトとレントを自分の船へ連行した。

　客船から海かい賊ぞく船へと渡された一本の長細いハシゴを危なげなく歩きながら、ジーグは一度だけ、客船に笑えみを向けた。サブナクの紅あかい瞳ひとみが、ジーグを睨んでいた。
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　イトとレントはジーグの手下達に連れられ、海賊船の中を歩かされた。牢ろう屋やらしき扉とびらの前で、二人は両手両足を縄なわで縛しばられ、部屋の中に突き飛ばされた。イトは即そく座ざに起き上がろうとしたが、外から鍵かぎを掛かけられたようだ。目の前の扉の向こうからは二人の見張りの声が聞こえていた。

　牢の中は薄うす暗ぐらく、全体はよく見えない。窓には顔がのぞける程度の小さな窓がついていて、そこから明かりが漏もれているが、目が慣れるまでには時間が掛かった。

　床に座り直し、イトが大きく息を吸うと、先ほどジーグに蹴けられた肋ろつ骨こつが痛んだ。折れるまではいっていないだろうが、ヒビが入っているかもしれない。息を詰つめたイトを見て、レントが心配そうに覗のぞき込んでくる。

「イト、大だい丈じよう夫ぶ……？」

　イトは頷いて、ふと船の揺ゆれが少ないことに気付いた。

「船、動いてないな」

「あ、そういえば。何でだろ？」

「……乗客と船員が人質って言ってたな。船を沈しずめる気かもしれない」

「でも、目的はオークションの品物とイトでしょ？　なら、もう目的のものは手に入ったと思うけど……」

　レントの言う通りだ。普ふ通つうならいち早く逃とう亡ぼうしなければならないはずだった。

「まだここで何かする気か……？」

　ジーグがイトとレントをここに押し込めて去っていったのも気になる。イトは一呼吸してから意を決し、薄暗い中でレントの目を見つめた。

「レント。こうしてても埒らちがあかない。俺があいつらを引きつける。その間に、お前は逃にげろ」

　イトの言葉に、レントは大きく目を瞠みはる。

「ジーグの目的は俺だ。俺が逃げたら、乗客を殺しかねない。お前は俺が逃げないために連れて来られただけだから、俺がここにいれば見み逃のがすかもしれない」

　希望的観測ではあるが、何もせずにここでじっとしているよりはマシだ。イトは動き出そうとしたが、レントは静かに首を振った。

「む、無理だよ……っ。イトを置いて自分だけ逃げるなんて出来ない。見張りもいるし、弓も取られちゃったし、僕一人じゃ無理だ。二人で一いつ緒しよに……っ」

「お前が今着てる服は飾かざりか？」

　声を萎しぼませるレントに、イトは語気を強めて言った。レントはイトの言葉にハッとしたように目を瞠り、自分の服を見下ろした。

「お前はフロムヘヴンだろ。今のお前ならきっと何とかしてくれるって、信用して言ってるんだ。わかれよバカ」

　イトが真しん剣けんな目で見つめると、レントは大きな目を瞬まばたかせてから、ゆっくりと笑った。

「……信用されるのも、辛つらい時があるんだね」

　そう言ったレントの笑みはどこか苦しげだったが、確かに嬉うれしさのようなものも滲にじんでいた。レントは一度目を伏ふせてから、イトを見てしっかり頷いた。

「わかった。けど、絶対無理はしちゃダメだからね？」

「お前こそな」

「──って、言ってもさ、どうやってここから抜け出すかが問題だよねえ……。この縄も」

　レントは苦く笑しようし、牢の中を見回した。縄を切れそうなものがないか探しているようだったが、そんなものをご丁てい寧ねいに牢の中に置いておくはずがない。レントは大きくため息をついたが、イトは淡たん々たんと彼に答える。

「別にそれは、大した問題じゃない」

　レントが振り返った時には、すでにイトの両手両足の縄は断だん裂れつされ、床ゆかに落ちていた。レントが目を大きく瞠り、イトを見つめてきた。

「い、イト……怪かい力りき？」

「まぁ、ある意味な」

　熱を持ち、恐おそらく紅くなっているであろう右目をなんとなく見られたくなくて、イトは俯うつむいてレントの両手を見つめた。見えないナイフで切られたように、縄が切れた。

「あ、そっか。サブナクさんの力……」

　右目の熱が完全に消えてから、イトは顔を上げてレントを見た。彼の目がイトの右目を見ている気がしたが、すぐに扉の方を見たのでわからない。見張りから何の反応もないということは、縄が切れた音は聞こえなかったようだ。

「ここまでの道、覚えてるか？」

「うん、大丈夫。出来るだけ見つからないように行くよ」

「よし。俺が見張りを引きつけるから、その隙すきに行け」

「わかった」

　二人は足音を立てないようにして扉の前に立った。イトがレントを振り返ると、彼はしっかり頷いた。

　イトがサブナクの魔ま力りよくで扉を吹ふき飛ばすと、だらけていた見張りの男二人は慌あわてて武器を持った。一人は刀身の太い剣けん、もう一人は銃。イトは剣を持った男に向かって高く跳ちよう躍やくし、体重を乗せた膝ひざ蹴げりを男の顔面に叩き込んだ。男が手放し、宙に舞まった剣を手にして着地すると、イトはレントに叫さけんだ。
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「行け、レント！」

　レントはイトの背後を走り抜ぬけた。もう一人の男がレントに銃を構える。

「待て！」

　レントに向かって引き金を引こうとした男に、イトは剣を振ふり上げた。剣けん先さきが銃を掠かすめ、銃弾は天てん井じようを貫つらぬいた。

「イ、イト！」

　突つき当たりの階段を上がろうとしたレントが、緊きん迫ぱくした声でイトを呼んだ。イトもレントの視線の先を見ると、ジーグが階段の中腹に座っていた。

「やっぱ、無む駄だかぁ」

　ジーグは呟つぶやいて、ゆっくり立ち上がる。イトはレントの背後から飛び出し、ジーグに斬きりかかった。ジーグは銃じゆう身しんの太い銃でそれを防ぐ。すかさずイトは叫んだ。

「レント、今のうちに行け！」

　イトが言うよりも早く、レントはジーグの脇わきを抜けて階段を駆かけ上がった。

「絶対助けに来るから!!」

　笑えるぐらいに真剣なレントの声に、イトは思わず笑みを浮うかべた。そして次の言葉を聞いて、一いつ瞬しゆんで顔を引きつらせた。

「サブナクさんにもちゃんと伝えるからね！」

「なっ……やめろ、それはいい！　おいレントー！　サブナクには伝えるなよー！」

　こんなところに囚とらわれていると知ったら、笑われるに決まってる。イトはすでに足音も聞こえなくなったレントに向かって叫んだが、聞こえたかどうかはあやしい。

　ジーグに剣を弾はじかれ、イトは体勢を立て直す。向けられた銃じゆう口こうに注意し、出来るだけ剣の届く位置で留とどまりながら、イトはジーグに言った。

「……ずいぶんあっさり通したな」

「所しよ詮せんはあんたを自由にさせねえための道具だからな、子猫ちゃん」

　銃口を向けたまま、ジーグはゆっくりとイトに近づいてくる。彼の様子に、イトは違い和わ感かんを感じた。イトを見る暗く冷たい瞳ひとみや、口元に刻まれた残ざん忍にんな笑えみが、先ほどの陽気な男と同一人物だとは何な故ぜか思えなかった。サブナクを裏切り、イトの敵に回ったと言えど、こうも違ちがう目が出来るだろうか。陽気な男が演技で、こちらが本ほん性しようなのかもしれないが。

　ジーグに追い詰められて後あと退ずさっていると、イトの背中が壁かべについた。銃弾を受けることも覚かく悟ごで、斬りつけて突とつ破ぱするしかないかとイトが柄つかを握にぎり直す。と、ジーグが口を開いた。

「俺の下もとに来い」

　予想外の言葉にいささか驚おどろき、イトは目を瞬かせた。剣を握り直し、拒きよ否ひの意を全身で示す。

「誰だれが海かい賊ぞくなんかに……」

「海賊……海賊ねえ。そんなもんで終わるのが、惜おしくなって来ちまったなぁ」

　自分の身体からだを見下ろしてから、ジーグはおかしそうに笑う。

　客船で会ったジーグとは何かが違う気がした。明るい瞳が、暗く冷たく見える。人の良い笑みが、残忍な笑みに変わっている。

「お前、まさか……」

　暗い目に、残忍な笑み。それをイトは一度見たことがあった。サブナクの【身体】に乗っ取られた、セレナ・ベルカントと同じ笑みだ。

　剣の柄を握った手に、汗あせが滲んだ。恐る恐る、イトはその者の正体を口にした。

「サブナクの、【身体】か……!?」

「ああ、なるほど。【身体】の意味はよくわからねえが、あの声は大だい悪あく魔まサブナクか」

「声……？」

　雰ふん囲い気きは変わっていたが、どうやら人格はジーグのままであるらしい。彼は銃を片手で弄もてあそびながら、良く通る声で話し始めた。

「あの彫ちよう像ぞうに触ふれた時、声がしたんだ。俺の身体を譲ゆずれってな。だが、タダでそんなことをしてやる必要はねえ。代わりにダンナ──サブナクを倒たおす力をくれるってんで、交こう渉しようが成立しただけさ」

「何で……。お前、最初にサブナクと協力するって約束してるんだろ……？」

　ジーグは笑みを消し、イトを強い目で見み据すえてきた。ぎしりと銃身が軋きしむ音がした。

「……奴やつに負けたからさ」

　冷たいだけではない、強い意志の込められた声で、ジーグは言った。──屈くつ辱じよくが、彼の瞳に滲んでいた。

「俺は集団を率いる頭かしらとして、絶対に負けちゃいけねえところで──手下共の前で、奴に負けた。その時点で俺は奴より下になっちまった。それは同時に手下の位置も下げちまうことだ。それが俺は許せねえ」

　ジーグの足が一歩ずつこちらに近付き、イトも足の裏を床につけたまま、慎しん重ちように後退る。

「あの声──サブナクの【身体】か？──あの声が、あんたを手に入れりゃ、サブナクに勝てると言ったんでな。だからあんたはここにいてもらうぜ」

　イトの踵かかと、そして背中が、牢ろう屋やの壁に当たった。ジーグが喉のどの奥で笑う。

「俺に服従しろ、イト。──そして、首を封ふう印いんしろ」

　最後の言葉は、二つの声が脳と耳に同時に響ひびいた。




　　　　[image: ]




「ずいぶん減ったけど……バラけちゃったわね」

　独りごちながら、パルティータは振り向き様に法術を放つ。彼女に牙きばを剝むいていた魔ま物ものの身体が、白い光によって弾はじけ、消えた。船に向かって来た大群のほとんどは、パルティータが倒したと言っても良かった。密集していた魔物達に連続して法術を使い、彼女の額にも汗が滲にじんでいる。

　パルティータは甲かん板ぱんから船を見回す。彼女が最前線で魔物を殲せん滅めつしている間に、イトとレントの姿が見えなくなっていた。

「まさかあの子達、海賊船に乗り込んだりしてないでしょうね……」

　パルティータは向かってくる魔物を相手にしながら、海賊船の甲板を睨にらんだ。彼女の視線の先には『光の彫ちよう像ぞう』があった。先ほどから魔物は『光の彫像』を船内に運び込もうとする海賊を攻こう撃げきしている。

　あれは恐らく、あの大悪魔の一部だ。海賊の手にも、あの黒服の男にも、そしてイトにも渡わたってはならない。奪うばい返しに行きたいが、襲おそってくる魔物がそれを邪じや魔まする。

「パルティータ！」

　アインザッツの声とともに、背後に気配を感じた。魔物の鋭するどい爪つめがパルティータの頭を狙ねらっていた。パルティータは咄とつ嗟さに横転してそれを避よけた。

　風を切る音がして、パルティータを狙っていた魔物の胴どう体たいが両断された。真っ二つになった魔物の死体が落ちた後、アインザッツは大おお斧おのを提さげてパルティータに手を差し出した。その手を摑つかんで身を起こし、パルティータはアインザッツの深刻そうな顔を見た。

「ありがと。何かあった？」

「どうも、イトくんとレントくんが海賊に捕つかまってしまったようです。プロケルが連れて行かれるところを見たと……」

「助けたかったけど、魔物がいっぱいで無理だった」

　アインザッツの後ろからプロケルが顔を出し、小さく頷うなずいた。

「何やってんのよもう……」

　予想より悪い報告に、パルティータは空を仰あおいでため息をついた。そしてふとプロケルを見た。

「イトとレントだけ？　木偶でくは？」

「サブナクなら、見てない」

　プロケルは首を振って、海賊船の方を見つめ、ぽつりと呟く。

「イト、大だい丈じよう夫ぶかな……？」

「悪魔も心配はするのね」

　パルティータは苦く笑しようしてそう言ってから、アインザッツの胸をこつりと叩たたいた。

「いいわ、こっちは何とかするから、あんたが──」

「私がこちらを引き受けます。先ほどから、『光の彫像』を気にしているでしょう？」

　パルティータの言葉を遮さえぎって、アインザッツは言った。

「確かに、あれを野放しにしたくはないけど……」

「あなたが魔物に気付かないなんて、よほどのことだと思いますよ」

　アインザッツにそう言われ、パルティータは何も返せなかった。さすがによくわかっている。

「行ってください」

「……少なくなったとはいえ、まだまだ魔物は来るわ。あんたの斧とプーの魔ま術じゆつで、どうにかなるの？」

「ええ。プロケルと二人でなんとかしましょう」

　アインザッツがそう言うからには、大丈夫なのだという確信が持てた。パルティータは頷いて彼の脇わきを通り過ぎようとし──足を止めた。パルティータの瞳はアインザッツの傍そばに佇たたずむプロケルに向かっていた。

「また、やるの……？」

　プロケルの手が、手て袋ぶくろに包まれたアインザッツの左手に向かった。プロケルは痛みを堪こらえるような表情で、アインザッツを見上げている。彼の眼鏡の奥で、銀の瞳が嬉うれしそうな、悲しそうな色をたたえて伏ふせられる。

「アインザッツ……？　またやるって、何のことよ？」

　プロケルの頭をそっと撫なでながら、アインザッツはパルティータに、いつもの穏おだやかな微笑ほほえみを向けた。

「こちらは心配しないでください」

　アインザッツにそう言われると、何も心配などいらないという気がするのだ。パルティータは海賊船へ移るべく、甲板を走り出した。

　長年付き合った親友の言葉は信じられる。──なのに、今日は何かが引っかかる。走りながらも、パルティータは考えていた。

　いつもと変わらない、アインザッツの優やさしい微笑み。しかし今日に限っては、何かがありえない。

「──ああ、そうだわ……」

　パルティータは思わず足を止めて呟つぶやいていた。

　アインザッツは変わらない。ただ、傍にいたプロケルに違い和わ感かんがあったのだ。

「アインザッツが、誰だれかを悲しませるなんて……」

　パルティータが呟いた直後、夕焼けが急にやって来た。辺りが朱しゆ色いろに染まったが、それは一いつ瞬しゆんで消えた。上空には魔物の代わりに黒い炭のようなものが舞まっていた。それが魔物だったものだとわかると、さすがのパルティータも驚おどろいた。

　辺りを染めた朱色は、プロケルの瞳ひとみの色と同じだった。パルティータの胸に、暗い靄もやが広がる。

「……信じてるわよ、アインザッツ」

　口に出してそう言っても、パルティータの不安は晴れない。重くなった足を、パルティータは再び海かい賊ぞく船へと進めた。
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　魔物だった黒い炭のようなものが、プロケルの周りを舞まう。しかしその朱色の瞳は瞬まばたきもせず、座り込んだアインザッツの左手を見つめていた。そこには銀色の蔦つたのような痣あざがある。プロケルはそっとその手に触ふれ、神父服を捲めくり上げた。蔦のような痣は、肘ひじまで広がっていた。

　その銀の痣は、プロケルが蓄たくわえた魔ま力りよくを宿して、魔術として使える。アインザッツはある悪あく魔まと契けい約やくして、魔術を使えるようになっていた。ただし魔術を使う代だい償しようは、アインザッツの命。この痣が広がるほどに、彼は死に近づいていく。痣が心臓まで届いた時が彼の死の瞬しゆん間かんだと、プロケルは誰だれに言われるでもなく理解していた。

　そして彼は今、魔力を使い、痣を広げた。

「……僕は、あなたがフォルネウスの代わりだから傍そばにいるんじゃない」

　アインザッツの左手に、プロケルは額を当てた。冷えた手がプロケルを不安にさせる。

「どうしてあなたは、自分を大切にしないの……？　自分が死んで、僕をフォルネウスと会わせたいの？」

「それについては、否定出来ませんが……違ちがいますよ」

　アインザッツはプロケルを作った悪魔、フォルネウスと契約していた。

　俯うつむいたプロケルの頰ほおに、アインザッツの右手がそっと触れた。やはりその手も死体のように冷たかったが、彼の微笑みはいつものように温かく、穏やかだった。

「わかっています。あなたがフォルネウスさんではなく、アインザッツという人間の傍に居てくれるから、私は嬉しいんです」

　プロケルはゆっくりとアインザッツを見上げた。

「わかってた、の……？」

「はい。あなたが傍にいてくれるからこそ、私はもう、空っぽでいてはいけないんです」

「空っぽ……？」

「あなたや、大切な人達を守れる自分でありたいんです」

　そう言ったアインザッツの銀の瞳には、強い意志が見えた。きっとそれは、彼が心に決めた、プロケルでさえも揺ゆるがすことの出来ないものだった。

　目の奥が熱くて痛い。プロケルはぎゅっと彼の服を摑んで、目の奥から溢あふれ出そうなそれを堪える。

「……わがまま、言いたい」

「どうぞ。それで、お相子です」

　アインザッツはそう言って、少し悲しそうに微笑んだ。髪かみを撫でられ、プロケルはその言葉に甘えた。

「……あなたに、死んで欲しくない」

　プロケルはアインザッツを見て、唇くちびるを動かす。

「───」

　彼の名前を呼ぼうとするが、何度やっても声にはならなかった。フォルネウスと同じ姿をしている彼を、別の名前で呼ぶことが出来ない。プロケルの中の何かが、それを許さなかった。

　銀の瞳を細めて、アインザッツは嬉しそうに笑った。──フォルネウスは、こんな風に笑ったりしない。この人はフォルネウスとは別人なのに。

　溢れた涙なみだを、冷たくて温かい手が拭ぬぐってくれた。
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　牢ろう屋やの前で、ジーグは楽しげにイトを見つめている。

「お前は、そいつに良いように使われてるだけだ」

「そんなことはねえ。俺とあの声は、いわば同盟関係さ」

「なら、何でさっき、大事な手下を躊躇ためらいもなく殺したんだ！」

[image: ]

　ジーグの表情は変わらなかったが、突つき付けられた銃じゆう口こうがわずかに揺れた。自分の手元が震ふるえたのを見て、彼は自じ嘲ちようしたように笑ってから言った。

「統とう率そつに必要だったからさ。見せしめだ。別に海賊では珍めずらしいことじゃねえんだよ、甘ちゃんの子猫ちゃんにはわからねえかもしれねえがな」

　この言葉がジーグの真実の言葉か、それとも【身体からだ】の偽にせの言葉か、イトには判断がつかない。しかし、【身体】がジーグの感情を煽あおっているように思えて、イトはジーグに話しかけるのをやめた。ジーグの瞳の奥を見つめ、イトは彼でない、彼を操あやつっている者に向けて嘲ちよう笑しようしながら言った。

「ホントに、しつこいな。海賊を使ってまで、サブナクの下もとに戻もどりたくないのかよ？　今までサブナクの魔力で押さえつけられてたくせに。どうせお前は身体の一部だ。粋いきがったって、本体には勝てないんだろ」

　イトがそう言った瞬間、ジーグの足がイトの脇わき腹ばらを蹴けり上げた。避よけようにも、彼の動きは普ふ通つうの人間とは比べものにならないぐらいに速かった。

　胃液を足あし下もとに吐はき散らし、イトは膝ひざを突く。顔を上げると銃口がこちらを向いていた。

「あんまり挑ちよう発はつしねえほうがいいぜ、子猫ちゃん？　俺は何言われても別に痛くも痒かゆくもねえんだが、どうもこちらさんはそうじゃねえらしい」

　ジーグが胸を親指でとん、と指す。

「ついでに言うと、図星みてえだ。だから奴やつを封ふう印いんしろってさ」

　ジーグがそう言ったが、イトはあくまでサブナクの【身体】に向かって話しかける。

「……俺が、契約したのはサブナクだ。お前がサブナクとは別の存在だっていうなら、お前の言うことを聞く必要はないし、聞く気もない！」

　イトは右目に意識を集中させる。サブナクと別れたと言っても、右目に魔力は宿っている。身体を強化し、ジーグに反はん撃げきを試みようとした。

　──イトの右目が紅あかく染まる直前、銃じゆう声せいが響ひびいた。

　右肩かたに熱さと鋭するどい痛みが走り、身体が仰あお向むけに倒たおれた。イトが押さえるより早く、ジーグの靴くつ底ぞこが肩の傷口を踏ふみつけた。痛みが激しさを増し、イトは声を上げた。

「ああぁぁぁ……！」

「ざーんねん。あんたが魔力を使うより、俺の銃の方が速いみてえだな」

　銃じゆう身しんにキスをして、ジーグはイトの肩から足を離はなした。腕うでを摑つかんで引き起こされると、今度は手て枷かせを嵌はめられ、鎖くさりで壁かべに吊つるされた。肩の傷口がじくじくと脈打って痛み、流れた血が服の下で体を滑すべり落ちていく。

　ジーグの手がイトの顎あごを摑み上げる。

「安心しな、殺しやしねえ。だが、あんたにある選せん択たく肢しは、俺への服従だけだ」

「……俺は、誰に服従する気もない」

「サブナクにはしても、かい？」

「バカ言うな。あいつに、服従なんかしてないし……する気も、な、い……」

　肩の傷のせいで、声が震えた。ジーグの顔が不服そうに曇くもる。彼はナイフを手にすると、流れるような動きでイトの左腿ももに突き刺さした。

「ぐっ、あ……！」

　イトが苦痛の声を上げたが、歯を食いしばり、痛みに耐たえた。ジーグは優やさしげな声でイトの耳元に囁ささやく。

「さっさと言っちまいな。首を封印し、俺に服従するってよ」

「誰だれが、言うか……っ」

　体中が痛みを訴うつたえるが、それでもジーグの言葉がおかしくて、イトは笑っていた。

「だいたい、封印の仕方なんか、俺は知らないんだよ……っ！」

　ジーグはイトの左腿に刺したナイフを押し込んだ。イトは身体を弾はじかせながら呻うめく。

「まだ生意気な口が利きけるんだなぁ。あんまり粘ねばらねえほうが身のためだぜ？　ホントに殺しちまいそうだからさ」

「ホン、ト……に……っ」

　痛みを堪こらえながら反論するが、自分でも情けないぐらいのか細い声しか出なかった。ジーグに届いたかどうかは怪あやしい。

　イトは瑠る璃りの一族である母親から、その血と、あの刀しか受け継ついでいない。封印の仕方など、聞いたこともなかった。第一、瑠璃の一族であることさえつい最近サブナクから聞かされて知ったのだ。

　イトの言葉を聞く気はないのか、ジーグは俯いたイトの髪を摑んで強ごう引いんに顔を上げさせた。

「言ったはずだぜ、あんたには服従しかねえってな」

　全身の痛みよりも、強い屈くつ辱じよく感かんが、崩くずれ落ちそうになるイトの気力を奮い立たせる。イトはジーグに、口元を歪ゆがめて笑って見せる。

「俺は断った、はずだ。……ああ、あんな頭でも、ないと……俺の言葉、理解出来ないのか」

　荒あらい息の間からそう言うと、ジーグはイトの右腿に銃口を当てた。イトは直後に来るであろう激痛を覚かく悟ごした。ジーグの腕の筋肉が動き、銃声が響く。

　思わず閉じた瞼まぶたを、イトはすぐに開けた。脚あしに痛みはなく、傍そばにいたジーグが離れた場所で腕を押さえていた。顔を上げると、背の高い影かげが立っていた。

「よう、イッちゃん。助けに来てやったぜ」

　緊きん張ちよう感かんのない低い声が、イトに向けられた。
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　海かい賊ぞく船の一室に、強ごう奪だつした宝を保管する部屋があった。しかしそこには、まだ運ばれていないのか『光の彫ちよう像ぞう』はなかった。

　見張りとして配置された二人の男がオークションの品々を検分する。

「お、珍しい剣けんがあるぞ。もしかしてこれ……刀か？」

　そう言った男の手には、刀が握にぎられていた。黒い鞘さやからすらりと刀身を抜ぬくと、白銀の輝かがやきが男の顔を照らした。

「昔滅ほろんだ極東で作られたっていうあの刀か？　どうせマニアが作った偽にせ物ものだろ」

「だとしても精せい巧こうだ。高く売れるぞこれは」

　男は嬉うれしそうに笑い──そのままの表情で白目を剝むいた。仲間がいきなり倒れ、相方の男は目を丸くした。が、すぐに自分にも危機が迫せまっていることを知った。犬の置物が、振ふり返った男の額に強い衝しよう撃げきを与あたえ、二人目も倒れた。

　犬の置物を置いて、レントは倒れた二人に申し訳なさそうに手を合わせた。

「ごめんねおじさん達！　これはお金になんないよ。ずっとイトが持ってるものなんだから」

　黒い刀──イトの愛刀を摑んで、レントは部屋を去ろうと踵きびすを返した。

「よし、これで……！」

「このっ……ガキィ！」

　昏こん倒とうしていた男の一人が立ち上がり、レントに剣を向けた。振り返った時には、男の剣はレントに向かって振り下ろされていた。

（やば……っ！）

　そう思った時にはすでに男は剣を完全に振り下ろしていた。が、直前に聞こえた銃声によって、剣は砕くだかれ、破は片へんだけがレントに降ってきた。柄つかだけになった剣を持った男も驚おどろいていた。その隙すきを突いて、レントはもう一度男の頭を犬の置物で殴なぐった。

「くそ、狙ねらいが外れたじゃねえか」

　レントは声の方向を振り返る。サブナクが背後から襲おそってきたらしい海賊の男を肘ひじで殴り、胸むなぐらを摑み上げて海へ投げ飛ばしたところだった。

「サ──」

　男の名を呼ぼうとしたが、レントの喉のどはそれ以上の息を吐き出すことが出来なくなった。サブナクの冷たい手が、レントの首を締しめつけていた。

「イトはどこだ。何でお前しかいねえんだ」

「あなたを……呼びに……っ！」

　サブナクはレントを捨てるように床ゆかに放った。咳せき込みながら、レントはサブナクを見上げて言った。

「あなたを、呼びに来たんです！　イトは乗客達の命が懸かかってるからって、残りました」

「お前はその提案を吞のんだのか」

　レントは一度口を閉とざした。その提案を吞んだのが彼の本意ではなかったことを物語っていたが、サブナクには関係のないことだ。

「……やっぱり殺しておくか？」

　独白し、サブナクはレントの眉み間けんに銃じゆう口こうを向けた。

　レントはぐっと拳こぶしを握り、サブナクを見上げる。

「イトは、僕を信用してくれたんです。イトの期待を裏切る気はありません」

　明めい瞭りような声に、怯おびえはなかった。レントは手にしていた刀をサブナクに差し出す。

「イトは、隣となりの部屋の階段を下りた海賊船の最奥部の牢ろう屋やにいます。これ、取り返しました。イトに返しておいて下さい」

　サブナクはしばらくレントを睨にらんでいたが、銃を下ろしてイトの愛刀を摑んだ。

「……今日のところは目を瞑つぶってやる。あのバカガキが提案しやがったことだしな」

「はい。ちゃんと叱しかっておいてください、バカなことするなって！──いったぁ！」

　今度は鞘の先で、サブナクはレントの額を小こ突づいた。蹲うずくまりながら涙なみだ目でレントはサブナクを見上げてきた。

「な、何するんですかぁ……！」

「お前の方がわかってるじゃねえか。生意気だ」

「ええええええ……？」

　サブナクの理り不ふ尽じんな言葉に、レントは額を抱かかえながら言葉にならない不満の声を上げた。
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　逆光で顔がよく見えなくても、背の高いその男が笑っているのはわかった。

「よう、イッちゃん。助けに来てやったぜ」

　ふざけた低い声がイトの鼓こ動どうを和やわらげた。口元が緩ゆるみそうになって、イトは慌あわてて俯うつむく。

「……頼たのんでない。あと、その呼び方やめろ」

　イトの言葉が届いたかどうかはわからない。背の高い男──サブナクは、ゆっくりした歩調でこちらにやって来た。

「首……」

　サブナクが放った弾だん丸がんを避よけてイトから離はなれたジーグが、忌いま々いましげに吐はき捨てる。しかしサブナクはジーグには一いち瞥べつもくれず、じっとイトを見み据すえていた。サブナクが真顔でイトを見つめる状態が数秒続く。

　怪け訝げんそうな顔をしたイトとジーグが同時に口を開きかけると──

「ぶっは……！」

　サブナクは突とつ然ぜん顔を笑えみに歪めて勢いよく吹ふき出し、大声で笑い始めた。

　イトの顔が火に炙あぶられたかのように熱くなる。痛みも忘れ、彼の笑い声に負けないぐらいの大声で怒ど鳴なった。

「わ、笑うなぁっ！」

「何だそれお前！　大だい丈じよう夫ぶか!?　何もされてねえか!?」

「見ればわかるだろされてるよ！　まったく心配してないだろお前！──ち、近づくな、寄るな！　触さわるなぁっ！」

　サブナクは大おお股またでイトの前に来て、笑いながらイトの髪かみをぐしゃぐしゃと搔かき混ぜた。

「身動き出来ねえんだよなぁ。こりゃあやりたい放題だな。手始めにくすぐるか？　顔に落書きするか？　それとも頰ほおにキスでもしてやろうか！」

「したら殺すからな！　レントの奴やつ……っ！　こいつにだけは言うなって言ったのに！」

　イトの予想通り、否いな、予想以上に笑われた。まだ笑いを引きずっているサブナクを睨んでいると、階段から大勢の足音が聞こえてきた。

「お頭かしら！　大丈夫ですか！」

　銃じゆう声せいを聞きつけてか、海賊達が階段を駆かけ下りてくる。ジーグをとり囲むようにして、あっという間に十人ばかりが集まった。手下達はさらに増ぞう援えんも呼んでいる。

　大声を出してぐったりしたイトを背後に、サブナクは満足そうな顔で海賊達を振り返った。

「あー……面おも白しろかった」

「このオッサン……！　あとで覚えてろ……！」

「おー怖こえぇ怖ぇ。ま、そこで待ってろや」

　サブナクはそう言って、持っていた刀をイトの隣に立てかけ、銃じゆうをベルトに突つっ込んだ。腕うでを鳴らしながら、海賊達を見回す。

「待ってろって言ったって……」

　イトは顔を上げ、サブナクを見て目を瞠みはった。すでにその顔に笑みはなく、紅あかい瞳ひとみは煮にえたぎったマグマのような怒いかりをたたえていた。

「サブ、ナク……？」

「やられまくってんじゃねえぞ、クソガキ」

　静かな声にも色いろ濃こい殺気が漂ただよい、肌はだがひりつく。その場にいた誰だれもが口を閉ざし、サブナクの動向を窺うかがっていた。糸が張り詰つめたような緊きん張ちよう感かんの中、足音によって静せい寂じやくが破られた。サブナクが一歩、二歩とゆっくり海賊達に近づいていく。

「ずいぶん面おも白しれぇもんを見せてくれたじゃねえか。こりゃ、きっちり礼をしてやらねえとな」

　サブナクの声で、ようやくイトは声を発した。

「ま、待てサブナク！　そいつは操あやつられてるんだよ！」

「関係ねえな」

　短く答えると、サブナクは向かって来た男の腹に、体重を乗せた拳を叩たたき込む。男は壁かべ際ぎわまで吹っ飛び、一いつ瞬しゆんで気を失った。その様子を見ることもなく、サブナクは次々に襲いかかってくる海賊達を素す手でで倒たおしていく。その間も、サブナクの身体からだは剣に斬きられ、銃じゆう弾だんが浴びせられる。

　呆ぼう然ぜんとしていたイトの頰に、冷たい血がかかった。サブナクの身体の血だと理解した瞬しゆん間かん、イトは声を上げていた。何な故ぜか喉が引きつって、うまく声が出せない。

「おい、サブナク！　やめろ！　やめろってば！」

　イトが叫さけぶ間にも、サブナクの身体には傷がついていく。イトはジーグが手を出せないとわかると、この隙に右目の力を使って手て枷かせを外した。刀を摑つかみ、サブナクの元へ駆け寄ろうとした──が、イトの身体はその場に膝ひざを突いた。左腿ももの痛みは確かにあるが、痛みを押して動くだけの気力が、今のイトにはあった。

　──サブナクに加勢しなければ。頭ではそう思うのに、何故か身体が少しも動かない。サブナクを見て、イトは右目の熱に気付いた。右目を通して、サブナクがイトの身体を押さえつけている。そう気付いた瞬間、イトはサブナクに怒鳴っていた。

「サブナク！　何なんだよこれ！」

「待ってろって言っただろうが。聞こえなかったのかクソガキ。お前がいたら邪じや魔まなんだよ」

「このぐらいの傷、なんともない！　俺を使えよ！」

　叫んだ直後、手下の一人がイトに向かってきた。攻こう撃げきするには動きが緩かん慢まんで、イトを人ひと質じちにしようとしているのがわかった。しかし避けようにも、未いまだにサブナクはイトの身体を押さえつけている。手下の手がイトに触ふれる前に、その男は飛んできた別の男と一いつ緒しよに壁かべに衝しよう突とつし、折り重なって倒れた。

　戦いの最中、サブナクはイトを一瞥した。

「……お前を使って気が収まるなら、とっくにやってらぁ」

　イトに言ったのか、独り言なのか判断のつかない低い声で言って、サブナクは背後から襲おそいかかった男に裏うら拳けんを叩き込む。男は血と前歯を飛ばしながら、すでに気を失っている男達の中に沈しずんだ。

　ものの数分で、サブナクは増援に来た男達も素手で倒していた。彼の身体は銃じゆう傷しようと刀傷、そして男達の返り血で赤黒く塗まみれていた。

　最後の男が気を失った時、ようやくイトの身体が動いた。立ち上がろうとしたが、また敵かなわなかった。イトのこめかみに、気配を消して接近していたジーグが銃を突きつけていた。

「この子猫ちゃんを殺しても良いのかい？」

「またそれか。いい加減ワンパターンなんだよ。殺せもしねえくせによ」

　言いながら、サブナクはようやくジーグに顔を向けた。紅い目がジーグを見た瞬間、彼は身体を強こわ張ばらせた。震ふるえた手から、銃が滑すべり落ちる。

「な、に……!?」

　驚きよう愕がくするジーグに、サブナクの轟とどろくような声が響ひびく。それは反論を許さない、絶対の声だった。

「所しよ詮せんは俺の一部と雑ざ魚こが手を組んだだけだろうが。その程度で粋いきがってんじゃねえよ」

　震える身体で銃を拾い上げようとするジーグの首に、サブナクの右手が摑みかかった。首を絞しめ上げながら、サブナクは笑みを浮うかべた。

「無様なもんだな、海かい賊ぞくのお頭さんよぉ？」

　苦痛に顔を歪ゆがめていたジーグの瞼まぶたが開き、サブナクを見た。苦しげに細めてはいたが、その目には暗い色がない。

「は、はっ……。ホント、ダン、ナの、言う通り……っ」

　ジーグは息を吐くだけの弱々しい笑い声を立てた。サブナクはジーグの首から手を離し、代わりに容よう赦しやない蹴けりを彼の腹に叩き込んだ。彼の身体は壁に激げき突とつし、ジーグは短い呻うめき声の後、動かなくなった。

　サブナクは傷だらけの身体でこちらに歩いてきた。見下ろしてくるサブナクの目に、すでに怒りの色はない。静かな目で見下ろされている。

「……やりすぎだ、バカ」

「何言ってんだ。まだ足りねえぐれえだ」

　睨にらみ合うほどには強くない目で、イトとサブナクはしばらく黙だまってお互たがいの瞳に映った自分を見ていた。

　サブナクはイトの前に座ると目を伏ふせ、沈ちん黙もくの時を終わらせた。

「あーあー、どっかのバカガキのせいで、身体がボロボロになっちまったなぁ」

「……うるさい。お前が勝手に暴れたんだろ」

　イトはむすりと悪態をつく。サブナクは片頰を歪めて笑い、イトに顔を近づけた。

「違ちがうだろ？　助けて下さってありがとうございます、最強で男前のサブナク様。これからは何でも言うことを聞きます、だ。言ってみろ」

「助けろなんて言ってないんだよ。余計なことすんなオッサン！」

　イトがそう言って怒鳴ると、サブナクは吹ふき出し、喉のどの奥で笑い出した。しばらく笑ってから、彼はイトの頭を力強く撫なでた。

「お前にしちゃあ上出来だ」

「身体だけじゃなく耳まで失くしたのか？　それとも頭をぶち抜ぬかれたか？」

「生あい憎にく、耳も脳も最上級の出来なんでな。クソ生意気なガキの言いたいことぐらいわかっちまうんだよ」

　まともな反論が出来ず、イトは悔くやしげに舌打ちした。それを見てサブナクはニヤリと笑った。

「さて、行くか。この身体もいつ動かなくなるかわからんが」

　サブナクは立ち上がり、血に塗れた手をイトに差し出した。赤黒い血は返り血と、今サブナクが使っている、冷たい死体のものだ。サブナクの本当の身体から溢あふれ出ているものではない。──わかっていたが、何故かイトは目を逸そらしていた。

「何だ、立ち上がることも出来ねえのか？　ったく、手の掛かかる猫──」

　一歩踏ふみ出したサブナクの身体がよろめいた。見れば足も血まみれになっている。今の彼の身体に痛覚は通っていないため、痛みで歩けないというわけではない。機能的な損傷を負ったようだった。イトはちらりとサブナクを見み遣やった。

「手が掛かるのはどっちだよ」

「うるせえ」

　サブナクは舌打ちして再び座り込んだ。苛いら立だったサブナクの横顔を見上げ、イトは言った。

「サブナク。今の俺じゃ、お前を動かせない」

　左ひだり脚あしは痛むが、一人で立つことぐらいなら出来るだろう。しかし自分より大きなサブナクの身体を支えてまともに歩けるとは思えなかった。

　無様に囚とらわれ、助けられておきながら、肩かたを貸すことすら出来ない。自分の弱さが悔しかった。きつく右手を握にぎると、肩の傷が流血と共に痛みを訴うつたえる。イトは流れる血を見てから、傷を押さえていた手を離はなした。サブナクをじっと見つめると、彼もイトを見下ろしてきた。

「……やる」

　サブナクの口から、嘲ちよう笑しようのような笑いが零こぼれた。

「何だ、礼のつもりか？　今お前からもらったところで、この身体はもう長くは保もたねえぞ」

「とにかく今動ければいいだろ。どうせほっといても流れていくんだし、ごちゃごちゃ言うな」

「貧びん乏ぼう性しようめ」

　言って、サブナクは唇くちびるをイトの肩に寄せた。

「ぐっ、う……っ！」

　傷口に触れた舌の温度が、今のイトには焼きごてのように感じられた。思わずサブナクの肩を摑んで痛みに耐たえる。サブナクに嚙かまれた時も痛いが、これほどではない。

「痛いてぇか？」

「ったり前だ……！」

「……面おも白しろくねえな」

　不ふ機き嫌げんそうに言って、サブナクは音を立ててイトの血を啜すすり上げた。

「何がだよ……いつも、面白がるくせに……っ」

　喋しやべることで痛みを紛まぎらわせようと、イトはサブナクを見下ろす。

「お前で遊んで良いのは俺だけだって何度も──」

　サブナクの声が途と中ちゆうで途と切ぎれる。彼は口元にイトの血を付けたまま顔を上げ、背後を振ふり返る。途と端たんに視線を険しくした。

「どうしたんだ？」

「イト、甲かん板ぱんに行け！」

「でもお前、血、これだけで……」

「いいから急げ！　エセがあの像に近づいてやがる。あいつはあれを狙ねらってる！」

　サブナクの言葉に根こん拠きよがあったわけではない。しかしイトはサブナクの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、痛む左脚を引きずりながら走り出していた。
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　海賊船へ渡わたったパルティータが見たのは意外な光景だった。ロープに吊つるされた『光の彫ちよう像ぞう』の前に、三人の海賊が倒たおれ、その前にコーダが立っていた。どうやらコーダは海賊から彫像を奪うばう気でいるらしい。コーダの傍かたわらには、彼にしがみついているセレナが居た。

「あとは俺が守っておく。お前は船に戻もどれ」

　何気なく『光の彫像』に触ふれようとしたコーダの腕うでを、セレナが摑つかんだ。

「触さわってはダメ！」

　腕にしがみつき、彫像から遠ざかろうとするセレナを、コーダが心配そうに見下ろす。

　ヒールが床ゆかを踏む音で、セレナとコーダもパルティータに気付いた。

「久しぶりじゃない、プリンセスとナイト様？　ずいぶん長い新しん婚こん旅行ね？」

「聖女……！」

　コーダが身構えたが、彼を見もせずにセレナはパルティータの前に出て来た。

「あの海賊の頭かしら、サブナクに操あやつられている！」

　セレナの悲鳴のようなその言葉に、パルティータだけでなくコーダも驚おどろいていた。セレナの震ふるえる身体からだをコーダが支える。セレナは自分が救いを求めるような目で、パルティータを見上げた。

「以前の、私と同じように……っ！」

「あいつの、悪あく魔まの【身体】にってこと!?　どうしてよ、今までなんともなかったのに……」

「私にも、わからない……。でも、確かにあれは操られていた！」

　そこでようやく、パルティータは『光の彫像』の異変に気付いた。コーダを押しのけるようにして『光の彫像』を見た。頰ほおの辺りについた傷から、あの悪魔の気配がしていた。

「傷がついている……。これのせいで、私の封ふう印いんが破られたのね」

「え……？」

　セレナの怪け訝げんそうな目を一いち瞥べつし、パルティータは『光の彫像』に向き直った。

「大だい丈じよう夫ぶよ。今度こそ、そんな真ま似ね出来ないようにするわ」

　パルティータはセレナにそう言うと、右手に純白の光を纏まとって傷に触れた。『光の彫像』の全体が、次し第だいに白く輝かがやき出す。しばらくパルティータはそうしていたが、不意に舌打ちして手を離した。

「──やっぱり、破は壊かいは無理ね。まぁいいわ」

　独白して、パルティータは吊されたままだった『光の彫像』を船の外へ押し出した。

「待って！　何をする気……？」

　再び海の上に宙づりにされた『光の彫像』とパルティータの間に、セレナが割り込んだ。パルティータは冷たい目でセレナを見つめた。

「退どきな。それがあるからあんたみたいに操られる人間が出るの」

　パルティータが何をするのか悟さとったセレナは、金の瞳ひとみを鋭するどく細めた。それを見てコーダがパルティータに長ちよう剣けんの切っ先を向けた。おかしくもないが、パルティータは笑った。

「恩人に、酷ひどい仕打ちね」

「あなたは、イトの仲間のはず。何な故ぜこんなことをする？」

『光の彫像』の前に立ち、セレナはパルティータを見み据すえた。パルティータは口角を上げて肩を竦すくめた。

「ええ、イトは可愛かわいいと思ってるわ」

「こんなことをすれば、イトは悲しむ。違う？」

　パルティータは嘲笑をセレナに向けた。

「──だから何？」

　目を瞠みはるセレナに、パルティータは続けた。

「イトが悲しむから──それで私にあの悪魔がのさばるのを見過ごせっていうの？　冗じよう談だんじゃないわ。私は一時の感情で、手段と目的をはき違えるほど、甘くないの」

　パルティータの強い瞳に気け圧おされるように、セレナは強こわ張ばった顔で叫さけんだ。

「サブナクが復活しても人間に危害は加えさせないと、イトは言っていた！　あなたはその言葉を信じないと!?」

「あの子が言うなら本当なんでしょうね。でも、イトはどうなるの？」

　パルティータの言葉をセレナはすぐに理解出来なかったようで、瞬まばたきの後に、彼女はようやく声を出した。

「どういう、こと……？」

「あいつが復活しても人間には危害を加えさせないと、イトは言ったのよね。その人間の中に、果たしてイト自身は含ふくまれているのかしら？」

　パルティータはそう言い終えると、右手を振り上げた。その手に握られた白い鞭むちは、剣けんを持ったコーダの腕に絡からみついた。長剣は甲板を滑すべり、パルティータの足あし下もとで、彼女のヒールによって動きを止めた。

　パルティータはさらに右手をしならせて、コーダの首に白い鞭を巻き付けた。

「ぐっ……！」

「コーダ！」

　セレナがか細い悲鳴を上げる。それをパルティータは痛ましげに見つめて、ひどく冷静な声で言った。

「私は人を殺せないけど、このままこいつを海へ落とすことぐらいは出来るわ。──退きな。あんたは一番大切にすべきものが何か、わかってるでしょう？」

　セレナはパルティータの瞳を睨にらむように見つめていたが、目を伏ふせてから、コーダに向かって足を進めた。パルティータが白い鞭を手の中に収めた。咳せき込むコーダを抱だき締しめながら、セレナは泣きそうな顔でパルティータを見上げた。

「……聖女。教えて。あなたは、イトを救いたいの……？」

　セレナの言葉に、パルティータは自じ嘲ちようの笑えみを零こぼした。

「あの子はそんなもの求めてないわよ。イトはイトの、私は私の決意を貫つらぬく。それだけの話。私があの悪魔を倒して、もしもイトが命拾いしたというのなら、それは結果論よ。……生き延びることだけが救いでないことは、わかってるけどね」

　コーダの長剣を拾い上げ、パルティータは身体を『光の彫像』に向けた。彫像が吊されたロープに、彼女は長剣を宛あてがう。しかしパルティータはそこで剣を止めた。

「でも……そうね。私はあの子に死んで欲しくはないのよね。生意気だけど、良い子だもの」

　ロープに当てた剣けん先さきが、わずかに離はなれた。それを見て、パルティータは自分の中にある迷いを自嘲する。

「やっぱり、甘いのかも」

　──これを水底に眠ねむらせれば、きっとサブナクの復活は阻そ止し出来る。やらなければいけない。それがパルティータの決意だ。

　パルティータが剣の柄つかに力を込めた──

「パルティータ！」

　イトの声が、パルティータの手を止めた。
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「パルティータ！」

　イトが叫ぶと、パルティータはこちらを向いた。その手には長剣が握にぎられ、『光の彫像』が吊されたロープに宛がわれていた。彫像の真下は海だ。

　パルティータがイトを見て、小さく肩かたを竦めながらわずかに微笑ほほえむ。

「……タイミングの悪い子。見ない方が幸せなこともあるのよ？」

「やめろ！　それは、俺がずっと探してた……っ」

　パルティータが笑みを消した。それはイトの言葉を拒きよ否ひする意思の表れだった。

　真っ直すぐにイトを見つめていたアメシストの瞳が、一いつ瞬しゆんだけ悲しげに揺ゆれる。

「──スクーごめズィんね」

　イトには意味の伝わらない言葉を呟つぶやき、パルティータは手にした長剣を閃ひらめかせた。

「やめろっ！」

　ロープで吊つり上げられ、海かい賊ぞく船に載のせられようとしていた太陽は海へと落ちていった。

　水みな面もには、白い飛沫しぶきだけが残る。




　──海に落ちた。

　サブナクが封印されて五千年。イトがサブナクと契けい約やくして十年間。ずっと探し続け、ようやく見つけた一部。

　彫ちよう像ぞうはブロンズ製だ。水底まで落ちていくに違ちがいない。

　イトは手にしていた愛刀を床に投げた。

　まだ白い波が立っている。波が近づいた。

「イト！」

　誰だれかが自分の名を呼んだ直後、イトの身体は水面を突つき破る衝しよう撃げきを感じていた。それとほぼ同時に冷たい水が全身を包む。

　足下に沈しずんでいく彫像を見つけ、イトは自らの身体も海へ沈めていく。それでも彫像の落ちていく速度は速く、イトの手に掠かすりもしない。

（壊こわす……！）

　イトは精せい一いつ杯ぱい手を伸のばし、右目を意識する。熱を感じると同時に、その熱を掌てのひらに集め、彫像に向かって放つ。金色の不気味な顔にヒビが入り、ゆっくりと砕くだけ散る。彫像の破は片へんが煌きらめく中、漂ただよう二つの箱があった。イトはさらに海へと潜もぐり、その二つの箱を手にした。

　そこでようやく、全身の痛みと苦しさに気付いた。海水が傷口に入り込み、ナイフで抉えぐられるような痛みが襲おそう。叫びを上げようとして、イトは肺の空気をほぼすべて吐はき出してしまった。

（やばい、呼吸……っ。息、しないと……）

　頭では理解していても、満まん身しん創そう痍いで箱を持った状態では満足に泳ぐことも出来ない。それでも必死に足を動かしていたが、意識が遠ざかっていく。

（これだけは……っ！　これは、俺と、あいつの……）

　イトは箱を抱かかえ込んだ。今のイトには、この箱を守ることだけがすべてだった。

　何かが力強く腕うでを摑つかんだ。痛いほどにきつく摑まれているのに、何故か優やさしさを感じる。ぼやけていく視界の中で、白いしなやかな腕と、キラキラと光る日光のような長い髪かみが見えた。

（だれ、だ……？）

　イトの顔に、飛沫がかかる。水面から出られた証しよう拠こだと、今のイトは理解出来なかった。ほとんど手放した意識の中で、誰かが顔のすぐ横で叫ぶ。

「イト！　しっかりしな！　イト！」

　力強くて、どこか優しい清せい廉れんな声。現実か夢かもわからない。ただその声に励はげまされるように、イトは箱を抱く手に力を込めた。

「こ、れ……サブナク、に……」

　海水を吐き出しながら、イトは呟いた。それしか考えられなかった。

　誰かが話している。別の腕がイトを摑み、温かく柔やわらかな腕から引き離した。身体からだの冷えた状態でもわかる、生きた体温のない手が、イトの腕を摑んで抱き上げた。

　自分の手から箱が離れた気がするが、もうはっきりとはわからない。

　ボートに引き上げられ、イトは完全に意識を失った。
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　パルティータがボートに手をかけたところで、彼女の額に硬かたく冷たい物が押しつけられた。

「姐ねえさん！」

　レントが引きつった声を上げる。突きつけられた銃じゆう口こうには目もくれず、パルティータは銃口の向こうのサブナクを睨みつけた。

「そいつに触さわるな」

　サブナクはパルティータに銃口を突きつけたまま、イトの腕を摑んでボートに引き上げた。イトは気を失っているようだが、それでも腕に抱いた二つの箱を離さなかった。それを見てサブナクは舌打ちした後、再びパルティータを見下ろした。

「やってくれたな、エセ聖女」

「サブナクさん、今はイトくんの処置が優先です」

　アインザッツが冷静にそう言うと、サブナクは彼を一いち瞥べつしてから、パルティータに視線を戻もどした。そして容よう赦しやなく引き金を引き絞しぼった。

「姐さん！」

「パルティータ！」

　銃じゆう声せいが響ひびき、その音にレントとアインザッツの叫さけびが重なった。

　パルティータは瞬まばたきすらせずにサブナクを睨んだままだった。サブナクが持った銃じゆうは銃声を轟とどろかせただけで、弾だん丸がんを吐き出すことはなかった。銃を海に放ほうり投げ、サブナクはイトを抱え直す。

「悪運の強ぇやつだ」

「首だけの悪あく魔まよりも、美女の方が悪運も惹ひかれるのよ」

　アインザッツの手によってパルティータもボートに引き上げられた。

　パルティータは濡ぬれた髪を搔かき上げると、気を失ったイトに手を伸ばした。が、その前にサブナクがイトを抱える。

「触るな」

「……偉えらそうな口叩たたくんじゃないわよ。イトがこんなに傷だらけなのは誰のせいよ、木偶でく」

「こいつが気を失ってんのは誰のせいだ、エセ」

　殺気を込めた眼光を向けられても、彼女は怯ひるむことなくイトの肩に手を触ふれた。白い光が溢あふれ、イトの傷口が塞ふさがっていく。

　あらかたの大きな傷をすべて治すと、パルティータはサブナクの眼光を受け止め、強い視線で睨にらみつける。

「いつか絶対、消してやるわ」

「こっちのセリフだ」
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　イトが目を覚ますと、天てん蓋がい付きのベッドの上にいた。いつもとは違う、ふかふかでなめらかなシーツの肌はだ触ざわりが、ここがイトのベッドではないことを告げる。

　最後の記き憶おくは、海賊船から海へと飛び降りた瞬しゆん間かんだった。その後の記憶がほとんどない。その前に、どうして海に飛び込んだのか──

「そうだ、サブナクの【身体】……っ！」

　イトがベッドから飛び起きると、身体の至る所が痛みを訴うつたえた。右肩と左腿ももには大きな怪け我がをしていたはずだが、すでに傷は塞がっていた。

　イトの前に長い腕が現れ、ベッドサイドを指さす。同時に足あし下もとの方から低い声がした。

「そこにある」

　ベッドサイドには、サブナクの腕ほどの長細い箱と両手に余るほどの箱が置いてあった。どちらの箱にも、イトの目と同じ色の石が埋うめ込まれている。

「取り戻せたんだな……」

　イトはホッとしてから、時計を見つめた。十一時を少し過ぎている。一つだけある窓からの明かりが明るいということは、夜ではなかった。まだ少しぼんやりした頭で、サブナクに問いかける。

「俺、どのぐらい寝ねてたんだ……？」

「まだ一晩しか経たってねえよ。そろそろ叩き起こしてやろうと思ってたところだ」

　サブナクの声は足下からしている。そこに目を遣やると、イトの足の辺りに彼の脇わき腹ばらがあった。膝ひざから下はベッドから放り出し、寝ね転ころがっている。

　イトはシーツから足を出すと、サブナクの頭を押しのけるようにして蹴けった。

「何でお前がそこで寝てんだ！」

「ってえな。俺の部屋で寝て何が悪い。あとお前が寂さびしいかと思って添そい寝してやったんだろ」

「いるか気色悪い！」

　怒ど鳴なってから、イトは冷静にサブナクの身体を見つめた。すでに血は流れていないが、傷だらけであることは明らかだった。

「その身体……」

「まぁ、今日一日ぐれえは保もつだろう」

　サブナクは手を顔の前に遣やったが、すぐに胸へと落とした。よく見れば、破れた服の隙すき間まから、胸の辺りが黒く変色し始めていた。

「じゃあ、しばらくは魔ま力りよくで作るしかないのか……」

　しかしそのためには、死体を動かす以上に魔力が必要になる。それだけの魔力を、イトは血で提供しなければならなかった。

「くそ……またかよ」

　嚙かみつかれるよりは、自分で覚かく悟ごを決めて手を切った方がマシだ。そう思ってイトがベッドサイドに立てかけてあった愛刀を摑つかもうとした。が、サブナクの足が伸のび、刀を蹴り倒たおす。硬い音を立て、刀が床ゆかに転がった。

「何するんだよ！」

「いらん」

　不ふ機き嫌げんな声に、イトは目を瞠みはってサブナクを見た。

「何だよ、いつもなら──」

「今のお前は不味まずそうだからいらん」

　サブナクの言葉を受けて、イトはベッドの脇わきにある、無む駄だに大きな鏡を見た。不味そうと言うのも理解出来なくはない、蒼あお白じろい顔がそこにあった。起き上がっても視界がフラフラと揺ゆれる。船の揺れかと思っていたが、どうやら貧血のようだ。

　そんなイトから血をもらう気はないらしい。サブナクは目を閉じてじっとしていた。イトは立てた膝に力なく顔を埋うずめ、目だけでサブナクを睨みつける。

「……気持ち悪い」

「寝てろ」

「体調じゃなくてお前だよ、気持ち悪いのは」

「ほおおおう、この俺様の優やさしさを気持ち悪いと抜ぬかすかこのクソガキ」

「……いいのかよ」

　イトがぽつりとそう尋たずねると、サブナクはのそりと上体を起こし、手を伸ばしてきた。髪かみを撫なでる手が、いつもより冷たくて硬かたい気がする。それを払はらうのも今は怠だるくて、イトは嫌いやそうに顔を顰しかめた。

「明日あしたもらってやる。添い寝してやるから、今日はしっかり寝とけ」

「しっかり寝るからどっか行け」

　気のない声で言って、イトは再びベッドに倒れ込んだ。サブナクもイトの足下でベッドに身を預けた。

　イトが目を閉じてじっとしていると、しばらくしてドアがノックされた。

「起きてるなら出ろ」

「……どこが優しさだよ」

　イトはそう言いながらもベッドから這はい出し、ドアへと向かった。

　もう一度ノックの音がした。イトがドアの向こうに何の用かと尋ねた。

「ルームサービスでございます」

　隣となりの部屋と間ま違ちがえているのだろうか。それともサブナクが頼たのんだのか。確かく認にんのためにイトはドアを開けて対応することにした。

　帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶった船員が頭を下げ、料理の載のった台車と共に部屋に入って来た。その後から五人の船員がぞろぞろと入ってくる。イトは一等客室のルームサービスなど受けたことがないから詳くわしいことはわからないが、それでも彼らがただの船員だとは到とう底てい思えなかった。

「何のつもりだ！」

「そう怒おこらねえでくれよ、子こ猫ねこちゃん」

　人の良さそうな、よく通る声。印象的なその声で、イトは顔を見ずとも誰だれなのかわかった。腰こしを落とし、イトはふらつく身体からだで臨戦態勢を整える。刀を置いてきたのは失敗だった。

「お前……」

「あんたに危害を加えるつもりはねえ。丸まる腰ごしだ」

　帽子を脱ぬいで、海かい賊ぞくの頭かしら──ジーグは弱々しい笑えみを浮うかべ、何も持っていないことを示すように両手を上げた。

　その時、イトの背後から、ギィ、と妙みように物々しい音を立て、寝しん室しつの扉とびらが開いた。怒ど気きを放ちながらそこに立った人物を見て、ジーグと手下達の顔が一いつ瞬しゆんで凍こおりついた。




　無言で仁に王おう立だちするサブナクの前に、ジーグと手下が五人ばかり並んで正座していた。彼らは小こ舟ぶねで自主的にやって来て、再び客に紛まぎれてサブナクの部屋を訪おとずれたのだという。

「す、すす……っ」

　恐きよう怖ふで上うわ擦ずった声がジーグから漏もれ、

「すんませんでしたぁっ!!」

　そう叫さけんで、ジーグは額を床に叩たたきつけた。後から五人の手下もジーグに倣ならう。

　ジーグの情報によると、『コルキデア』号は海賊と魔ま物ものに襲しゆう撃げきされたが、客船側に死者はなく、負傷者も軽傷で済んでいるという。一方で海賊側は死者数名、重傷者多数──ほとんどサブナクによる──で、何人かは捕つかまって客船の最奥部に捕とらえられている。一番近くの領地から保安船がやってくる頃ころには、海賊船は姿を消していた。オークションの品物の半分ほどは海賊船から客船へと戻もどされたが、もう半分は海賊船に載ったままだった。

　海賊達は水平線の向こうへ消えた──そのはずだった。

「何でまた戻ってきたんだ？」

「いや、謝りに」

　ジーグは真顔でイトに答えた。イトが目を丸くする前で、サブナクがジーグの頭をガシリと摑んで顔を上げさせた。凄せい惨さんさを臭におわせるサブナクの笑みを見て、ジーグも手下も、日に焼けた顔を真っ青にした。

「謝って済むなら、人間は処しよ刑けい方法なんていくつも考えねえよなぁ？」

「待って！　待ってくださいダンナ！　言い訳はしたくねえが、俺も手下も、あの時の出来事は断だん片ぺん的にしか覚えてねえんですって！」

　サブナクの手が離はなれると、ジーグはさっと彼から距きよ離りを取って、正座し直した。

　ジーグとその手下の話によると、ジーグだけでなく他ほかの何人かの海賊も記き憶おくが途と切ぎれているらしい。気付いたら牢ろう屋やで傷だらけになっていたのだと言う。サブナクにあれだけ痛めつけられた海賊達だったが、奇き跡せき的に死者はいなかった。

　床に突ついた手を握にぎり、ジーグは一度迷うように口を開閉させた後、イトとサブナクを見上げた。その目にはまだ迷いがあったが、ジーグは歯切れ悪く話し始めた。

「こんなこと、俺も信じられねえんですが……。壊こわれた彫ちよう像ぞうに触さわった時、彫像から声が聞こえたんです」

　脳に直接響ひびくようなその声は、サブナクに勝てる力をやるとジーグに囁ささやいたという。

「……確かに、俺は手下の前でダンナに負けたことが屈くつ辱じよくだった。けど、俺も力でのし上がってきた人間です。ダンナの圧あつ倒とう的な強さは俺が敵かなうもんじゃねえとわかってた。だから協力関係になったんです。なのに……っ」

　悔くやしさからか、それとも恐怖からか。ジーグの拳は震え、汗が滲にじんでいた。

「あの彫像に触ったら、負けた時の屈辱が蘇よみがえって、どんどん憎にくしみに変わっちまって……気付いたら、あの声を受け入れていたんです」

　重いものを下ろすように言葉と息を吐はき出すと、ジーグはイトとサブナクを真っ直すぐに見上げてきた。

「……海に誓ちかって、本当なんです」

「それが事実でも、弱みにつけ込まれたのはお前の落ち度じゃねえか」

　サブナクが底冷えするような声でそう言うと、ジーグはただ俯うつむいて黙だまった。

　ジーグの気持ちが、イトにはわからなくもなかった。無力な自分を見せつけられると、じっとしてなどいられなくなる。誰かのためならばなおのこと屈辱を晴らしたくなる。──イトもそうして、サブナクと契けい約やくしたのだから。イトもサブナクと出会わなければ、ジーグのように、操あやつられていた立場だったのかもしれない。

「……もういいだろサブナク。お前だってこいつらにめちゃくちゃやったんだから」

　イトがそう言うと、ジーグはゆっくりと顔を上げた。その目はわずかに潤うるんでいる。

「子猫ちゃ──」

　禁じた呼び名を口にしたジーグの頭を踏みつけ、イトは再び彼の額を床に突けさせて黙らせた。慌あわてる手下達を見てイトは足を離し、サブナクを見上げる。

「それに、元はと言えばお前が盗ぬすまれたりするからだろ！　お前の落ち度こそが諸悪の根源なんだよ！」

「まさかだよな」

「斬きるぞ！」

　他ひ人と事ごとのように言うサブナクに、イトは刃は物ものより鋭するどい怒ど声せいを彼に向けた。

　ジーグは正座を崩くずしてあぐらを搔かくと、快活な声を取り戻して言った。

「ハプニング塗まみれだったとはいえ、彫像を渡わたすっていう、あんた達との約束は破っちまったからなぁ。せめて彫像がねえかと思って探したんだが、これがどこにもねえんだよなぁ」

　頭を搔きながらそう言うジーグに、イトは短く答えた。

「あの彫像なら、海に落ちた」

「海に!?　そりゃあ、もう諦あきらめるしかねえな……」

「ああ。でも、もう用はないから。だから気にしなくていい」

　気の毒そうな顔をするジーグにイトがそう言うと、彼はしばらくイトの顔を見上げていた。そして不意に少年のような笑顔を見せた。

「ダンナと違ちがって、あんたは良い人だな、子ね──イトさんは！　イトさんはね！」

　禁句を口走ろうとしたジーグの口を、イトはキン、と刀を鳴らして噤つぐませた。ジーグはもう一度イトに頭を下げ、絞しぼり出すような声で言った。

「……本当に悪かった。あんたをあんな風に痛めつける気はなかったんだ」

「どーだかなぁ。こいつをいたぶって楽しんでたんじゃねえのか？　俺ならあんな状じよう況きよう、思う存分楽しむぞ」

　イトは無言でサブナクの顎あご下に刀の柄つかを叩き込んだ。直後にガチンと音がしてサブナクが口を押さえた。舌を嚙かんだらしい。

　ジーグはサブナクの言葉を受けて首を振ふり、真しん剣けんな表情でイトを見つめた。

「楽しんでなんかいねえ！　本当だ！　本当にそんな気はなかったんだ！」

「わかったって……」

　気のないイトの反応に、自分の言葉が伝わっていないと思ったのか、ジーグは良く通る大声でイトに言い募つのった。

「俺、どっちかってえとＳじゃなくてＭだから！　いたぶるよりいたぶられる方がいいんだ！」

「そ、そんなカミングアウトまでしなくていい」

　イトはいたたまれない気持ちで、ジーグと背後の手下達から顔を逸そらした。自分達の頭かしらの趣しゆ味みを聞いた手下達の顔が、若じやつ干かん引きつっていたのだ。ジーグはその視線に気付いて慌てたが、否定すればサブナクとイトへの説得力が欠ける。

　気まずくなった空気を払はらうように、ジーグが膝ひざを大きく叩いた。

「ま、まぁその、とにかく！　悪かった！　許してもらえるんなら何でもします！」

　ジーグの言葉を聞いて、イトは顔を歪ゆがめた。そんなことを言ったら、サブナクが言うことは決まっているのに。

「よーし。そんならこれ以後もお前らは俺の下げ僕ぼくだ。光栄に思え」

「何でもするは撤てつ回かいっ！　すいませんそれは勘かん弁べんして下さい！」

「却きやつ下かだ」

　ニヤリと笑い、サブナクはジーグの言葉をはね除のけた。ジーグは絶望的な表情で床ゆかに倒たおれ込んだ後、手を伸のばしてイトの足を摑つかんだ。

「そ、そんならせめて、イトの下僕で……！　俺、いくらＭでもダンナは嫌いやだっ！」

「そんなもん、ならなくていいから、離せ」

　摑まれた足を引くと、ジーグはけろっとした顔でイトを見上げた。

「いや、帰る前にもう一回ぐらい踏ふまれておこうかと」

「開き直るの早いなお前！　さっさと帰れ露ろ出しゆつ狂きよう！」

「だから露出狂を定着させようとしねえでくれって！」

　イトに怒ど鳴なられ、ジーグが立ち上がると、手下達もそれに倣った。

「だが、その怒声は悪くねえ。あんたとなら、同盟関係は、続けてもいいかもな」

「こんなことがあっても、まだ懲こりないのかよ」

「Ｍだからな。得な性質だろ？」

　完全に開き直って笑えみを見せるジーグに、イトは呆あきれた視線を返すしかなかった。

　部屋を去ろうとしたジーグだったが、不意にサブナクに向き直った。

「そうだ、ダンナ！　思い出した！　俺の銃、返してくれます？　まさか捨てたり壊したり、してないですよね？」

「銃？──ああ。壊しても捨ててもいねえよ」

「良かったぁ！　で、どこに？」

　ジーグの顔が少年のように明るくなったが、サブナクは彼を見ていない。彼の銃への興味は完全に失うせているようだった。彼に銃は合わなかったらしい。

「海ン中探したらあるだろ」

「完かん璧ぺきに捨ててるじゃないですかあああああっ！」

　ジーグは悲痛な叫さけびを上げた後、サブナクの部屋から走り去っていった。手下達が慌てて彼の後を追い、海かい賊ぞく達はイトとサブナクの前から姿を消した。







　下船時に船の最奥部で捕とらえられていた海賊達がいなくなっていると少し騒さわぎになったが、もはやどうすることも出来ない。海賊達は再び、大おお海うな原ばらに野放しにされてしまった。
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　ジーグ達が去った後、イトはサブナクの部屋でもう一度眠ねむりについた。目が覚めた時には、すでに部屋は真っ暗になっていた。明かりをつけて部屋を見回すが、サブナクの姿がない。

「あいつ、身体からだも動かないのにどこに……」

　ある場所が頭に浮うかび、イトは顔を歪めた。あそこならほとんど座っているだけでいい。彼の暇ひまつぶしには持ってこいだ。

　自分の予想が外れていることを願いながら、イトは着き替がえて部屋を出て、一直線に頭に浮かんだ場所──カジノに向かった。







　カジノに足を踏み入れると、その人の多さに驚おどろき、そして呆れた。海賊、魔ま物ものの襲しゆう撃げきがあったにもかかわらず、カジノは盛せい況きようだった。ここにいる全員が、昨日は命の危機に晒さらされていたというのに、今はこうして感情のままに喚かん声せいを上げている。……昨日まで命の危機に晒されていたからこそ、生きている喜びを賭と博ばくに向けているのかもしれない。

　カードとテーブルが見えればいいとでもいうような薄うす暗ぐらさの中、イトはサブナクの姿を探す。あるテーブルで、イトは彼の背中を見つけた。

「にいちゃん、もうやめといた方がいいんじゃないかい？　この間、連れのちびっ子にも怒おこられてただろう？」

　酒に酔よっているのか、赤ら顔の男がニヤニヤと笑うと、サブナクも挑ちよう戦せん的な笑みを返した。

「あのチビガキがうるせえのはいつものことだ。ここから巻き返してやるよ。遠えん慮りよなくかかってきやがれ！」

　サブナクが自らそう言うので、彼の背後に音もなく近づいていたイトは、遠慮なく彼の頭に刀の鞘さやを振り下ろした。ゴッ、と鈍にぶい音がして、サブナクの持っていたカードがテーブルに落ちた。殴なぐった感覚で誰だれだかわかったのか、サブナクは即そく座ざにイトを振り返って怒鳴りつけた。

「っにしやがるクソガキ！　ただでさえ身体が動かねえってのによ！」

「じゃあ大人しくしてろバカ！」

　拳こぶしでサブナクの後頭部を一発殴ってから、イトはちらりと彼の手元を見て──そして目を見開いた。彼の前には、十枚ほどの黄色いチップのタワーが一本建っているだけだった。イトは震ふるえる手でそのチップを指さし、サブナクを見下ろした。

「お前……もしかして、有り金全部……っ」

　彼はイトから顔を逸らして聞こえないふりをする。

「あ、あれだけあったのに、もうこれだけなのかよ!?」

「いやな？　俺もこの勝手にチップが減っていく現象については常々不思議に思ってて──」

「不思議も何もお前が何にも考えてないから減るんだよ！」

　イトは、腕うでを組んで神しん妙みように呟つぶやくサブナクの後頭部を摑むと、全体重を乗せて彼の顔をテーブルに叩たたきつけた。テーブルがミシ、と軋きしみ、載のっていたカードがその振しん動どうでわずかに舞まい上がる。

　サブナクはむくりと起き上がり、テーブルに肘ひじを突ついてうるさそうな目でイトを見上げる。

「ってえなぁ。このぐれえすぐ取り返してやらぁ。俺を信じて任せろ！」

「任せられるか！　現にこれだけ減らしたくせに！」

　イトは怒鳴った後、サブナクの反論に備えるように彼をきつく睨にらみつけた。しかし予想に反し、サブナクはイトのその反応に、まるで罠わなに掛かかった獲え物ものを見るようにニヤリと笑った。

「よーし！　そこまででかい口を叩くってこたぁ、お前に賭かけていいってことだよな？」

「は……？」

　突とつ然ぜん威い勢せいの良い声と笑顔を向けてきたサブナクに、イトは一いつ瞬しゆんだけぽかんと立ち竦すくんだ。その隙すきを見て、サブナクはイトの襟えり首くびを摑んであるテーブルに座らせた。

　イトが座ったのは、ルーレットのテーブル。この間の惨ざん敗ぱいの記き憶おくが蘇よみがえり、イトの全身から汗あせが噴ふき出した。

「は、放せ！　俺はもうギャンブルは絶対にやらない！　俺は堅けん実じつに生きるって決めたんだ！」

　イトは即座に立ち上がろうとしたが、サブナクが両りよう肩かたを強く押しつけてそれを阻そ止しする。彼を睨みつけたが、彼はイトではなく、出入り口の方を睨んでいた。好戦的なその視線を追うと、そこには暗がりよりも真っ黒な男がいた。イトとサブナクに気付き、イトの人形の手を振りながらこちらに近づいてくる。

　サブナクはイトを見下ろすと、肩を組んで言った。近づいて来たサブナクの顔を、イトは不快そうに引き離はなす。

「あのクサレ死体屋に負けたまんまでいいのか？」

「ま、負けっていうか……あれは俺の勘かんが外れただけだろ。嫌な言い方するな」

　負け、という単語に、イトはムッとする。その様子に、サブナクは失しつ笑しようした。

「いいや、負けだ。金は全部あいつに取られちまったんだからな」

　その言葉が引っかかるということは、イトも少なからず『負けた』と思っているのだった。自覚してしまい、イトは強く口を引き結んでサブナクを睨む。

「あの時、お前の勘は正しかった。死体屋に邪じや魔まされなけりゃ、お前は大勝ちしてたはずだ。違ちがうか？」

「そ、れは……」

　確かに、あそこでネウマの挑ちよう発はつに乗らなければ、イトが最初に感じた勘は当たっていた。悔くやしさが胸にじわりと滲にじみ出し、イトは奥歯をきつく嚙かみしめた。

　イトの反応に満足そうに笑うと、サブナクはイトの手に一枚のチップを握にぎらせた。

「負けっ放しは許さねえ。勝負が何であろうとな」

　手の中で音を立てるチップを見下ろしてから、イトははたとある事に気付いて、テーブルを叩きながらサブナクを怒鳴りつけた。

「お前はギャンブルで負けっ放しだろ！　自分のこと棚たなに上げて何偉えらそうにしてるんだよ！」

「あー？　聞こえねえなぁ」

　耳に小指を突っ込み、サブナクはイトに舌を出した。テーブルを叩いた拳を彼に向けようとした時、イトの背後から上じよう機き嫌げんなネウマの声が響ひびいてきた。

「ぼうや！　やっぱり今日も来ていたんだね！　今夜こそ私とディナーを──」

「断る！」

　ネウマのすべての言葉を聞き終える前に、イトは素す早ばやく彼に向き直り、その申し出を拒きよ否ひした。ネウマは残念そうに眉まゆを下げると、人形をイトの眼前に持ってきた。自分と似た色の青い目がじっと見つめてきて、思わず声を上げてイトは後ろへ仰のけ反ってしまう。

『酷ひどいよイト～、ネウマおにいさんは君が怪け我がをしたって聞いて、ずっと心配してたんダヨ？』

　ネウマは人形用の高い声で言った。そして人形を優やさしく抱だき上げて顔を合わせ、優しげに微笑ほほえんだ。

「いいんだよぼうや。私の愛は見返りを求めていないからね」

『そんなの悲しいヨ！　ネウマおにいさんは、ボクを作るぐらいにイトを愛しているのニ！』

「やめろ！　気持ち悪い芝しば居いをするな！」

　ぞっとするやりとりに、イトは血の気のない顔をさらに蒼あおくしてそう言ったが、無論それだけでこの男が引き下がるはずがなかった。

　ネウマは不意に笑えみを消し、心配そうにイトを覗のぞき込んだ。小さな傷は自然に治るだろうと、包帯が巻かれている。ネウマはそれをじっと見つめ、いつになく真しん剣けんな声で尋たずねた。

「しかし、本当に大だい丈じよう夫ぶなのかいぼうや？　大おお怪け我がをしていたようだが……」

「な、何だよ。もうあらかた治ったよ……」

　いつも彼に遊ばれるイトは、心配しているようなネウマに調子を狂くるわされる。

「拷ごう問もんされて怪我を負ったと小耳に挟はさんだが……本当かい？」

「ど、どこで聞いたんだよそんなこと!?」

　ぎょっとするイトの反応に、ネウマは息を吞のんだ。胸をぎゅっと摑つかみ、サングラスの下でもわかるほどに顔を苦しげに歪ゆがめた。

「痛くて、辛つらくて、屈くつ辱じよく的だったのだろうね、可か哀わい想そうに……」

　ネウマはイトの痛みを引き受けたかのような沈ちん痛つうな面おも持もちで、サングラスの下の目を閉じた。そして心から絞しぼり出すように言った。

「見たかった……！」

「消・え・ろ……っ！」

　足りない血がすべて頭に上り、イトはくらりと眩暈めまいがしたが、ネウマを睨み付ける目だけは逸そらさなかった。

「茶番は済んだか？」

　サブナクはネウマを睨みながら、イトの肩を叩いた。ネウマはにっこりと微笑み、不意に明るい声で言った。

「では──」

　ネウマはチップの一枚をテーブルに置いて、イトを見下ろした。

「このゲームで私が勝ったら、ぼうやとデート、というのはどうだい？」

「イトが勝ったらどうする？」

「そうだねえ……この間のゲームで君達からもらった分の金額を返へん還かんしよう。正確な額は忘れてしまったから、上乗せしておくよ？」

「よし、乗った」

「勝手に乗るなーっ！」

　イトの制止も聞かず、サブナクは持っていたチップを指で弾はじいた。宙を舞ったチップがテーブルに落ちる。その直前、ゲーム開始のベルが鳴った。

「お、俺はやらないって！　勝つ保証がないものをやりたくない！」

　椅い子すから立ち上がろうにも、サブナクが肩を押さえつけているために出来ない。イトがサブナクを睨み続けていると、彼はどこか頼たのもしい笑みを浮うかべた。

「俺とお前自身を信じろ、イト。今度は俺が邪魔させねえからよ」

　そう言って、牽けん制せいするようにネウマを横目で見た。ネウマは軽く肩を竦め、くすりと笑った。

「過保護だねえ。安心したまえ、ぼうやは正々堂々と勝ち取るからね！」

「おい待て！　俺はその条件、納なつ得とくしてないぞ！」

　しかしネウマがイトの言葉に耳を貸すわけがなく、彼も適当に置いたチップを手に戻もどし、どこに置こうかと鼻歌交じりに考え出した。

（か、勝つしかない……！）

　金やプライドよりも、自分の身の安全が懸かかっている。イトは蒼くなりながら、テーブルを見み据すえた。するとすぐに、不快な高い声がした。

『ネウマおにいさん！　ココ！　ココにしようヨ！』

「よし、では第十三のぼうやの言うことを信じて、私はここに置こうかな」

　人形に器用にチップを持たせて、ネウマは黒地に十一の数字が書かれた上にチップを置いた。サングラスの脇わきから、ネウマが横目でイトを見つめた。

「さて、ぼうやはどうする？」

　感情の読めない真っ黒な目から、イトはルーレットへと視線を移した。

　ルーレットはスポットに書かれた色と数字を混ぜ合わせながら回り続けている。徐じよ々じよに回転が落ちていくその一瞬。イトの目に赤いスポットが見えた気がした。何な故ぜかその鮮せん明めいな赤が頭から離れず、イトの手は誘いざなわれるように、チップを赤い位置に置いた。

　するとサブナクが突とつ然ぜんイトの頭を摑み、くしゃりと撫なでた。イトが睨にらむと、彼はすでに勝ち誇ほこったような笑みを浮かべていた。

「一目賭がけとは、大だい胆たんなことするじゃねえか。それでこそ俺の契けい約やく者だ」

「え？　一目、賭け……？」

　サブナクの言葉の意味がイトにはわからなかった。瞬まばたきして、もう一度自分が置いたチップの位置を確かめる。──赤地に十六と数字が書かれた場所に、イトのチップが置かれていた。サブナクがすべてのチップをイトが置いたチップの上に重ねた。

「あ、ち、違ちがうっ！　俺は赤に置いたつもりで……！」

　イトがチップに手を伸のばすと、その手をサブナクが抱だきかかえるように押さえつけた。その状態のまま、サブナクはディーラーに向かって怒ど鳴なった。

「おい、さっさとベル鳴らしちまえ！」

「待って下さい、間ま違ちがえたんです！　こっの……放せよオッサン！」

「身体からだ動かねえんだから暴れんじゃねえよクソガキ！」

　サブナクの腕うでを引き剝はがすよりも、誰だれかに訴うつたえた方が早そうだ。イトは声を張り上げた。

「だ、誰か！　俺のチップ、赤の位置に置いて下さい！」

「そのチップに手出したらぶっ殺すぞ！」

　少年の懇こん願がんと、凶きよう悪あくな男の脅おどし。ネウマはともかく、他ほかのプレイヤーやディーラーがどちらの言うことを聞くかは明らかだった。全員イトと目を合わせようとしない。ルーレットの回転が緩ゆるくなったのを見てから、ディーラーがベルを二回鳴らした。サブナクの脅しを聞いたわけではなさそうだったが、もう後には戻れない。

「お、お前……っ、何てこと……！」

　サブナクの腕の力が弱まり、イトは彼をきつく睨みつけた。少しばかり滲んだ視界で、サブナクは笑ってイトの肩かたを叩たたいた。

「大丈夫だ。俺が保証してやる」

「お前の大丈夫は信用しない……」

　力なくそう言って、イトは立ち上がり、ゆっくりと回るルーレットを凝ぎよう視しする。白いボールが跳はねる度たび、イトの心臓も大きく跳ねた。ボールが止まったら、イトの心臓も止まるのではないかと思えた。

　カラン、と一ひと際きわ大きな音を立ててボールが宙を舞まった。イトは肩を弾かせ、思わず目を閉じた。それ以後、音がしない。心臓のドクドクという音ばかりが大きくなる。

　意を決して、瞼まぶたを開けようとしたその時──イトの身体は、バシンという大きな音と共に前のめりに倒たおれた。痛みよりも衝しよう撃げきに驚おどろき、イトは叩かれた背中と心臓を押さえながらサブナクを振ふり返った。

「な、なな、何すんだよ！　心臓止まるかと思っただろうが！」
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　驚きのあまり、声が情けなく裏返った。サブナクの顔を見上げると、彼は感情を消した顔でイトを見下ろしていた。そのまま顎あごでルーレットを指す。自分の目で確かく認にんしろ、と。

　イトはゆっくりと、青い目をルーレットへと向けた。

　ボールが入ったスポットは、赤の十六。イトが賭けた、唯ゆい一いつの場所だった。

『イト、スゴーイ！』

「私の負けだよ、ぼうや」

　ネウマがそう言って拍はく手しゆすると、他のプレイヤーからも拍手が起こった。自分に何が起こったのかいまいち理解出来ていないイトの前に、ディーラーが笑顔でチップのタワーを積み上げていく。

「う、そ……だろ……？──うわっ！」

　ぐりぐりと押しつけるようにサブナクの手がイトの頭を撫でた。勢いに押されて、イトは額でチップのタワーを一つ崩くずしてしまう。冷たい手を押し返しながらサブナクを見上げると、彼は片頰ほおを歪めた笑みでイトの視線を受け止めた。

「言っただろうが。俺が保証してやるってよ」

　サブナクと、チップの山を見て、イトは興奮から頰が紅潮していくのを感じた。浮かれてはいけない。これは運なのだからと自分に言い聞かせ、大声を振り絞った。

「ま、まぐれだ！　こ、こんなの……、絶対まぐれだ！」

「とか言いながら、顔笑ってんぞー、イッちゃん。素す直なおに喜べよ」

「わ、笑ってない！」

　むに、と頰を摑まれ、イトはサブナクから顔を逸らして口元を押さえた。そんなイトの前に、自分と似た人形の目が現れる。びくっと肩を弾かせてから、イトは人形とネウマから一歩後退する。

『オメデトー！　イト！　ネウマおにいさん、負けちゃったネ～』

　人形がしょんぼりと肩を落とすと、ネウマは残念そうに微笑ほほえんだ。

「そうだね、私の完敗だよ。ぼうや、この間のチップは返そう。私からのご褒ほう美びとして、上乗せしておいたよ。取っておきたまえ」

　ネウマがさらにチップの山をイトの前に差し出した。

　イトはチップの山を呆ぼう然ぜんと眺ながめた。このチップを両りよう替がえしたら、一体いくらになるのだろう。そんなイトの胸中を読んでか、サブナクがイトの耳に唇くちびるを寄せた。

「ところでイト。このチップだが、金に換かん算さんすると一枚──」

　別のテーブルで悲痛な叫さけび声が上がった。しかしイトの耳にはしっかりと、サブナクの言った金額が聞こえていた。目を限界まで見開き、イトはサブナクを恐おそる恐る見上げた。

「う、噓うそだろ……？」

「ここで噓ついたところで何になるんだよ」

　興奮で赤くなっていたイトの頰が、さっと白くなった。虚うつろな表情で、イトはぽつりと呟つぶやく。

「……怖こわい」

「ああ？　何で怖こえぇんだよ？　お前にとって金は俺の次に大好きなもんだろ？　素直になれ」

　心底怪け訝げんそうなサブナクに、イトは震ふるえる声で反論する。

「こ、怖くもなるだろ、そんな額がいきなり手に入ったら！　やっぱりギャンブルなんて、お前の次に大嫌きらいだ！　もう二度とやらない！」

　チップの山を見ると、身体が震え、思わず後あと退ずさってしまった。

　チップに目を向けたまま震えているイトの顔を、ネウマが覗のぞき込んできた。

「ところでぼうや。少し話があるんだが」

「俺にはない」

「とりつく島もないねえ。だが、どちらかというと、ぼうやが私に用があるんだと思うがね？」

「は？　俺にはないって──」

　ネウマはさりげない動きでイトの傍そばに立ち、耳元に唇を寄せた。その間ま際ぎわ、ネウマの視線が一度だけサブナクに向いた。

「──死体を確保してある」

　イトが驚きよう愕がくの顔を上げると、ネウマはにこりと微笑み、踵きびすを返しながら言った。

「後方の甲かん板ぱんで落ち合おう」

　そう囁ささやいた後、黒い背中はカジノの客の中に溶とけ込んでいった。
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　船は大おお海うな原ばらの真ん中で碇てい泊はくしている。船の後方にある甲板で、イトはネウマを待っていた。冷たいが緩やかな風がイトの頰を撫なでていく。暗い海を見つめていたイトの背後から、波の音に紛まぎれて車輪を転がす音がした。

　車輪の音と同時に、靴くつ音おともイトの背後で停止する。振り返った先で、ネウマが一礼していた。

「お待たせしました。あなたの心に安らぎを。新しん鮮せん丁てい寧ねい、葬そう儀ぎ屋ネウマ、参りました」

　ネウマは薄うす笑わらいを浮うかべる唇でそう嘯うそぶき、イトを見つめた。

　彼の足あし下もとには、車輪付きの大きなトランクがある。それはイトもよく見知ったものだった。

　ネウマはにんまり笑ってこつりと指先でトランクを鳴らす。イトは鋭するどい目でネウマのサングラスを睨にらんだ。

「……殺したんじゃないだろうな」

「殺しは私の美学にないよ。私はあくまで死体愛好家さ」

　どっちにしろ危険人物に変わりはない。後者の方が変態という要素がある分より危険だ。と、イトは思ったが、口にするのも疲つかれるので無言でいた。トランクを見下ろすと、その上に乗せられた人形が「どうする？」と尋たずねるように首を傾かしげている。

　イトが黙だまり込んでいると、足音が一つ増えた。両替を任せていたサブナクが、こちらへ向かって来ていた。その手には、カジノにいる時は持っていなかった小さな鞄かばんがあった。

　サブナクはイトと並ぶと、呆あきれた顔でネウマを睨む。

「一体何の用だクサレ死体屋。……っつっても、お前に用なんざ一つしかねえか」

　サブナクが気け怠だるげにそう言うと、ネウマは指を二本立てた。

「二つさ。一つは死体の提供。もう一つはぼうやの役目を代わってあげるよーって話」

　軽く放たれたネウマの二つ目の言葉に、イトは身を固くした。彼は何が目的なのか、サブナクと契けい約やくしたがっているようだった。

「……諦あきらめてなかったのかよ」

「ああ、そうだ！　じゃあ仲間に入れてくれたらいいんじゃないかな!?　そうだよそれがいいそうしよう！」

「「却きやつ下か」」

　ネウマの言葉を、イトとサブナクは綺き麗れいに声を揃そろえて一いつ蹴しゆうした。

「いつからそんなに仲良しになったんだい？　ネウマおにいさんジェラシー感じちゃうよ」

「俺とこいつが声を揃えるぐらいあんたがおかしいんだよ！　だいたいこいつと俺は仲間でも何でもない！」

「そうだ。俺とイトはただの婚こん約やく者だ！」

「契！　約！　者！」

　ぞっとする言い間ま違ちがいに、イトは過か剰じようなほどにサブナクに怒ど鳴なりつけた。

「わーったわーった。落ち着け」

「なんだか私の付け入る隙すきがなくて本当にジェラシーだよ。ねーぼうやー？」

『ネウマおにいさんにはボクがいるヨ！　ネウマおにいさん大好きダヨ！』

　裏声でそう言ってから、ネウマは人形をぎゅっと抱だき締しめて頰ほお擦ずりした。

「私もだよぼうや！」

「その気色悪い人形いい加減捨てろ……！」

「で、どうするんだい？」

　イトの心からの要求をあっさり聞かなかったことにして、ネウマは言った。確かに今のサブナクには代だい替たいの身体からだは必要だ。イトは一応、言ってみる。

「もちろんタダじゃ──」

「ないとも！」

　きっぱりと断言し、ネウマは指に挟はさんだ紙をイトに手て渡わたした。そこに書かれた金額に、イトは一いつ瞬しゆん意識が飛んだ。三秒ほど立ったまま気を失った後、ぎこちない動きでネウマを見上げた。

「こんな、法外な額……っ！　さ、詐さ欺ぎだ！」

「ふふ。可愛かわいらしいことを言うね、ぼうや。だが、残念ながら私は私の美学を守るだけで、別に法律を守ろうとは思っていないのさ」

　ネウマの口調は朗ほがらかで、罪の意識など微み塵じんも感じられない。彼はただ商売をしているだけなのだ。

「それに詐欺ではないよ。この遺体は私の商品になった。値札を付けるのは私だ。──昨日の騒そう動どうで、死者はほとんど出ていない。確保できたのは彼だけだったのさ。この海の上で死体なんてそうそう探し出せないからね、相応の額にはなるよ？」

「だからって、こんな額……」

「いらないのなら構わないさ。私がお土産みやげとして持って帰るだけだからね」

（足下見やがって……！）

　ネウマを睨み続けるイトの背後から、サブナクが領収書をのぞきこんだ。彼はその額を見ると、舌打ちしてネウマを睨んだ。

「えらくあっさり負けたと思ったら、そういうことかよ。クサレ悪徳屋が」

「嫌いやだな。それとこれとは別だよ。さっきのゲームは本当に私の完敗だったさ」

　ネウマは笑った。少なくともその言葉は、本心から楽しんでいるように聞こえた。

「もちろん、ぼうやが負けても同じ額を請せい求きゆうしたよ」

『ネウマおにいさんは公私混同はしないんダヨ！』

　買わないという選せん択たく肢しもあったが、サブナクが一から身体を作るためには相当な魔ま力りよくが必要になる。その分、彼はイトの血液を多量に摂せつ取しゆしなければならない。しかし昨日の戦いで血を流したイトに、それだけの血液を提供することは出来なかった。出来れば早く代替の身体が欲しいと思っていたところだ。このタイミングの良さに、ネウマのあくどさが垣かい間ま見みえた。もしあの場で負けていたら借金でもさせる気だったのだろうかと考え、イトは怖こわくなってその考えを頭の端はしに追いやった。

　イトはもう一度手元の領収書に目を落とす。彼の提示した額は、イトが先ほどルーレットで手に入れた金額だった。半眼で見てみるが、やはり半額にはならなかった。

　イトが肩かたを落とす隣となりで、サブナクが軽く鞄を掲かかげてイトを見下ろしてきた。鞄の中には、カジノで儲もうけた現金が詰つまっていた。

「いいな、イト？」

「……それ以外に方法ないだろ」

　イトが諦めた声で言うと、サブナクがネウマの足下に向かって鞄を投げた。ネウマは鞄を拾い上げると、中身を確かく認にんした後、イトとサブナクの前に大きなトランクを差し出した。

「確かに。では、こちらの確認も」

　周囲に人がいないことをイトが確認し、サブナクが素す早ばやく中身を改める。口を開けたトランクの中には、日に焼けた男の肌はだが見えた。恐おそらくはジーグが頭を撃うち抜いた手下だった。

　サブナクがトランクを閉めるパタンという音で、取引は完かん了りようした。

　札束の詰まった鞄と人形を小こ脇わきに抱かかえ、ネウマは恭うやうやしく一礼する。

「──それでは。またのご利用をお待ちしております」

『バイバーイ！』

　人形の手を振ふりながら、ネウマは自分の客室へと戻もどっていった。彼の背中が見えなくなってから、イトは膝ひざから崩くずれ落ちた。

「これでまた、貧びん乏ぼう生活か……多少は生活が楽になると思ったのに……！」

　イトはため息をついたが、そのため息の中には悔くやしさや大金への未練と共に、安あん堵どの気持ちも含ふくまれていた。あんな大金、持っているだけでびくついて身動きが取れなくなってしまいそうだ。何かと金が入り用だというのに情けない話だが、慣れないものは慣れない。

　甲かん板ぱんに膝を突つくイトの肩に、サブナクがぽんと手を置いた。

「安心しろ、イト！　カジノはまだ閉まっちゃいねえ。夜はまだまだこれか──」

「もうやらないって言ってるだろバカ！」

　気合いを入れ直すサブナクの顔面に、イトは握にぎった拳こぶしを振り上げた。
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　船旅五日目の夜。『コルキデア』号では、不幸な出来事を追い払はらうように、盛大なパーティーが開かれた。この船の中で一番広いホールで、豪ごう勢せいな立食パーティーとダンスパーティーが合わせて行われている。ホールの中心がダンススペースになっており、生演奏のワルツに合わせて男女が身を寄せ合って踊おどっている。

　その人ひと混ごみの中を、イトは人を縫ぬいながら歩き、レントを見つけて捕つかまえた。

「レント、パルティータ知らないか？」

「イト！　もう身体、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　動くとまだ傷を受けた箇か所しよは痛むが、じっとしていられず、イトは出て来た。レントには大丈夫だと答え、パルティータの居場所を聞こうとして、ふと彼に言いたかったことを思い出した。同時に彼の胸むなぐらを摑つかみ上げる。

「そういやお前、あの時サブナク呼ぶなって言ったのに、呼んだな!?」

「ええ!?　それって怒おこられるところ？　だって、普ふ通つう呼ぶでしょあの場合！」

「あいつは普通じゃないんだよっ！　あの時俺がどんだけ笑われたか……！」

「笑われたの!?　そ、それは酷ひどくない？」

「あいつは酷いんだよ！　今さら何言ってんだ！　神父見習いでフロムへヴンのくせに、大だい悪あく魔まの伝説も知らないのか!?」

「そ、そそそういう方向に酷いんじゃないと思うけどおおおお……っ」

　胸ぐらを摑んで揺ゆさぶると、レントは目を回したのかフラフラと首を揺らした。目を回すレントを揺さぶるのをやめ、イトは口を開いた。出来るだけ、何気ない風を装って。

「……それから、俺の刀、お前が取り返してくれたんだってな」

　胸ぐらを離はなすと、レントはふらつきながら瞬まばたきしてから笑った。

「あ、うん。形見って聞いてたから、あれだけはって思ったんだ」

　イトは礼を言う代わりに、自然と口角を上げ、レントの肩を拳で軽く小こ突づいた。

「無理はするなって言っただろ、バカ」

「イトは毎回してるじゃん。今回ぐらいはお相子ってことにしてよ」

「今回だけだぞ」

「えー」

　イトの言葉に、レントは笑いながら器用に口を尖とがらせた。

「あ、姐ねえさんならダンスホールの近くにいるよ。さっきから男の人達に囲まれてる」

「そいつら、あいつの中身知ってるのか？」

「いやぁ……それはどうかなぁ」

　レントがそう言って小さく吹ふき出し、つられてイトも笑いそうになって口元を押さえた。







　ダンスホールから少し離れた場所にパルティータはいた。海かい賊ぞくと魔ま物ものを追い払った戦いの女め神がみとして、人々の注目を集めていた。

「パルティータ」

　イトが呼びかけると、彼女は周囲の人々に笑え顔がおで断りを入れ、イトの前にやって来た。

「話がある」

「……ええ。私もよ」

　そう言ってパルティータは周囲を見回し、頰ほおに人差し指を当てて困ったような顔をした。

「秘密の話がしたいんだけど……ここは目も耳も多すぎるわね」

　パルティータが鋭するどく細めた目はダンスホールではなく、会場の壁かべ際ぎわに向けられていた。確認しなくても、そこに彼女の天敵がいることがわかった。

「過保護な悪魔ね」

「あいつは関係ない」

「あっそ。でも、邪じや魔まされるのはご免めんだわ」

「場所を変えればいいだろ」

　イトがそう言った後、ホールに響ひびき渡わたっていた音楽が止やんだ。それを見計らったように、パルティータは踵きびすを返そうとしていたイトの手を摑んだ。

「おいで」

「ちょっ……おい！　何するんだよ！」

　てっきりホールを出るのだと思っていたのだが、彼女は扉とびらと正反対の方向へイトを連れてきた。身を寄せ合う男女の中に立たされ、イトは一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしてから、パルティータの手を振り解ほどいた。

「離せ！　何のつもりだ！」

「今からチークタイム。群がられて迷めい惑わくしてたとこよ。しょーもない男達と踊るより、お子ちゃまでもあんたと踊ったほうがマシ」

「チーク……？」

　ピアノの緩ゆるやかな旋せん律りつが流れ始める。周りの男女達はその旋律に合わせ、身を寄せ合ってゆったりと身体からだを揺らしている。慌あわてるイトに、パルティータがくすりと笑ってウインクした。

「密談にぴったりな、甘ぁい場所でしょ？　ここなら、あいつも邪魔出来ないわ。したら相当格好悪いもの」

　イトはダンスの輪から離れようとしたが、前方にパルティータが立ち塞ふさがり、イトの左手を取った。しっかり握られた手は、細ほそ腕うでからは想像出来ない強力な握あく力りよくで拘こう束そくされ、力を込めても振り解けない。

「む、無理に決まってるだろ！　俺は踊りなんか知らない！」

「チークダンスは適当に身体を揺らしていればいいの。こっちの手は私の腰こしに回しな」

　左手を握られたまま、右手を彼女の腰に回される。パルティータはイトの右肩に手を置いた。彼女との距きよ離りが縮まり、イトは顔を赤くして顔を背そむける。パルティータ相手に恥はずかしがりたくもないが、顔がくっつきそうなところに彼女の大きく開いた胸むな元もとがあるのだ。目を逸そらすイトを、パルティータは訝いぶかしげに見下ろしてきた。

「……あんたちゃんと成長してんの？　あいつに押さえつけられてんじゃない？」

「お前がでかいんだよ！　不満なら手を離せ……っ！」

「ったく、これだから女性の扱あつかいをわかってないお子ちゃまは。……今回だけよ、合わせてあげるのは」

　パルティータがあからさまに呆あきれたため息をついた後、彼女の目線がぐっとイトに近づいた。身を屈かがめたわけではない。彼女は普通に背筋を伸のばして立っていた。足あし下もとを見ると、彼女が履はいていたヒールの高いパンプスが転がっていた。それでも彼女の目線は、イトより十センチほど高いところにあるのだが。

　パルティータは足下のパンプスを手にして、軽く手首を捻ひねった。彼女の手から放ほうられたパンプスは、見慣れた金きん髪ぱつに一直線に飛んでいった。片方のパンプスが金髪の少年──レントの後頭部に当たり、もう片方はこちらを振り返った彼の額に叩たたきつけられた。こちらを涙なみだ目で見たレントを指さし、パルティータは「持ってな」と口だけを動かす。

　イトが苦く笑しようする前で、裸足はだしになったパルティータは何事もなかったかのようにニッと笑う。

「女に自ら靴くつを脱ぬがせるなんて、とんだマセガキね。私の故郷じゃ、誘さそってるって意味なのよ？」

「お前が勝手に脱いだんだろ！　変なこと言うな！」

　小声で怒ど鳴なるイトに、パルティータはおかしそうにくすくす笑った。いつもより目線が近いせいで、笑い声がすぐ傍そばで聞こえる。

　ゆったりした音楽に合わせ、パルティータが身体を揺らした。イトは最初動こうとしなかったが、止まっている方が悪目立ちする。イトは恥ずかしがりながらも仕方なく身体を揺らした。

　パルティータは一度満足そうに笑ってから、手を置いている右肩を撫なでた。

「もう痛みはない？」

「こんなことまでさせといて、どの口が言うんだよ。……っていうか」

　悪態をついた後にハッとして、イトは仰のけ反るように彼女から身を引いた。

「な、何だよ……！　お前が俺を心配するなんて、気味が悪い……っ！」

「あんたって本当に可愛かわいげないわよね。──私のせいで溺おぼれ死じなれちゃ、寝ね覚ざめが悪いでしょ」

「俺が勝手に飛び込んだんだ。別にお前が気にすることじゃないだろ」

　イトがそう言うと、パルティータはわずかに目を瞠みはった。出来るだけ彼女の顔を見ないようにして、イトは続ける。

「……それに、お前が助けてくれたんだろ。傷も治してくれたらしいし、その礼は、言っとこうと思って……」

「……は？」

　パルティータは間の抜ぬけた声を発し、動きを止めた。逸らしていた視線を向けると、パルティータは信じられないという顔でイトを見下ろしていた。

「何だよ？」

「あんた、何言ってんの？　まさかそんなこと言うために来たんじゃないわよね？」

　勢い込んで言うパルティータに、イトは眉まゆを寄せた。

「俺が言いたいことはこれだけだけど。あっ！　前に貸した金返せ！」

「そうじゃないわよ」

　パルティータが再び身体を揺らしてきたので、仕方なくイトもそれに合わせた。見上げると、彼女の表情に笑みはなかった。

「あんた、怒おこってないの？」

「怒ってるに決まってるだろ。いつまで返さないつもりだよ。返すって言っただろ！」

「お金のことじゃないっての、このおバカ」

「って！」

　肩から手を離し、パルティータはイトの額に向けて指を弾はじいた。痛みよりも驚おどろきの方が勝まさり、思わず額を押さえたイトに、パルティータの声が降ってきた。

「あいつの身体を盗ぬすんだのは、私よ」

「……らしいな」

　イトの反応に、パルティータは片方の眉を上げた。

「知ってたの？」

「いや。サブナクがそう言ってた。あの箱にはサブナクの魔ま力りよくがかかってた。それを消し去れるのは、お前ぐらいだって」

　そう言ってから口を閉とざすイトに、パルティータが口を開く。

「ええ。そうよ。あいつの魔力を消して、あのトランクを盗んだのは私。そのうえ、海の底に沈しずめようとしたのよ？　だからあんたはあんなに傷だらけになって、溺れたんでしょ。──それでもあんた、本当に私にありがとうって言える？」

　パルティータの責めるような目がイトに向けられた。しかし彼女が責めているのは、イトではなく、イトの瞳ひとみに映った彼女自身のように思えた。彼女の視線を遮さえぎるように、イトは目を伏ふせた。

「……それでも、俺を海から引き上げて、傷を治してくれたのはお前だ。その礼は言う。言わなきゃ、俺の気が済まない」

「バカな子」

　イトが顔を上げると、パルティータはそう言って、微笑ほほえんでいた。

「けど、お前が盗んだっていうなら、何でオークションなんかに？」

「港で盗まれたって言ってた荷物はね、あんた達から盗んだトランクだったの」

　イトが驚いている前で、パルティータは表情を引き締しめて言葉を続けた。

「犯人は他ほかの荷物には見向きもしなかった。最初からあれを狙ねらってたとしか思えないわ。……さすがに、オークションの目玉商品として出されてるのを見た時は驚いたわ」

　当時の驚きを思い出したのか、パルティータは疲つかれたように笑った。

「じゃあ、オークションに出品したのはお前じゃないのか」

「自分のものをオークションに出してわざわざ買い取るバカがどこにいるのよ」

「お前のものじゃないけどな！」

「さっさと処分出来ていたら、こんな大事にもならなかったのにねえ？」

　イトの抗こう議ぎを聞かなかったことにして、パルティータは無む邪じや気きな声で言った。処分されたらたまったものではない。イトは顔を引きつらせる。

「あ、あんまり聞きたくないけど……何で早く処分しなかったんだ？」

　自分がパルティータの立場なら、恐おそらくイトはサブナクの身体を何らかの方法で早々に処分していたはずだ。イトでさえそう思うのだから、当然彼女もそう考えただろう。

　パルティータは苛いら立だちを込めた目で、ちらりとサブナクがいる方向を一いち瞥べつした後、イトの瞳を覗のぞき込むように見つめた。

「出来なかったのよ。いくら法術で攻こう撃げきしても、あいつの魔力の塗と装そうが剝はがれるだけだったの。あの青い石が守ってるみたいね。仕方ないから、妙みようなことが出来ないように法術で封ふう印いんして、港町まで持ってきたのよ。なのに、盗まれるわ、オークションに出されるわ、魔ま物ものに狙われるわ……。やってらんないわ」

「何で、港まで持ってきたんだ？」

　イトの疑問に、パルティータは瞬まばたきの後、答えた。

「それはもう言ったわよ」

　いつ、と尋たずねようとしてイトはやめた。イトがパルティータの立場ならどうだろう。サブナクの身体からだを盗んだは良かったが、処分が出来ない。ならばもう二度と、サブナクの手に渡わたらないようにすればいい……。

　イトはわなわなと震ふるえる唇くちびるで、思いついた考えを口に出した。

「お前、まさか……っ、今回の騒そう動どうがなくても、最初から海に沈めるつもりだったのか……!?」

「そういうこと。豪ごう華か客船に乗って、ある程度のところに来たら海にポイ。簡単な作業だったはずなのよ？」

「お、お前っ……ふざけんなよっ!!」

「大マジよ。──ま、あんたのせいでそれも出来なかったんだけど」

　パルティータはにっこりと笑ったが、イトはもしそうなっていたら……と想像してぞっとした。海底に沈んでいたら、果たしてまた見つけられたかどうか。見つけられても、引き上げられるかどうかの問題も出て来る。

　ホールに流れる曲が変わり、パルティータがイトの手を引いてくるりと回った。彼女の足を踏ふみそうになって、イトは慌あわてて妙なステップを踏んだ。それを見てパルティータは楽しそうに笑う。

「上手よ」

「……嬉うれしくない」

　それよりも早く解放して欲しいと思うが、パルティータの手は未いまだイトの手を摑つかんでいる。

「──ねえ、イト。あんたはあいつの身体をすべて取り戻もどしたら、どうなるの？」

　パルティータの強い瞳は、噓うそをつくことを許さない。噓をついても見み透すかされるのだろう。

　イトはパルティータの瞳を強く見み据すえたまま、無言を返した。

「……あんたがあいつを復活させても人間に危害を加えないって言ってる根こん拠きよは、そこにあるみたいね」

　イトは表情を変えず、肯こう定ていも否定もせず、ただ黙だまる。それしか彼女の問いに答える方法がなかった。イトの沈ちん黙もくという答えを聞いて、パルティータは瞼まぶたを伏せた。

「それじゃ、余計に私はあいつの復活を阻そ止しするしかなさそうね」

　そこでイトはようやく口を開く。パルティータの瞼が開き、紫むらさきの瞳がイトを見下ろす。

「邪じや魔まはさせない。俺の役目だ」

「あいつにあんたが命を賭かけるほどの価値はないわ。……死んだらすべてが終わりよ」

　二人の身体はいつの間にか動きを止めていた。イトはパルティータの瞳から目を逸そらさないよう意識を集中させていた。彼女も同じで、イトの瞳を真っ直すぐ見下ろしてくる。瞳を逸らせば、途と端たんに自分の決意が緩ゆるむ気がした。

「言われなくてもわかってる。だから俺は、自分のすべきことをやらなきゃいけない。あいつとの契けい約やくを反ほ故ごにしたまま生き長らえる自分なんて、誰だれが許しても、俺が許さない」

「人は変わるわ。あんたのその考えだって、生きていく中で変わっていくかもしれない」

「変わらない。絶対に」

　パルティータの言葉を、イトは即そく座ざに否定した。

「一度決めたことを覆くつがえすなんて、俺のプライドが許さない。……お前にだって、そういうゆずれないものがあるはずだ」

「そうね。私にも、そういうものはあるわ。でも、それも月日を重ねて少しずつ形を変えた。私はそれが成長だと思ってる。命っていうのは、成長の可能性がたくさんあるの。死んだらそこで成長は止まるわ」

　そこでパルティータは、イトの頭を押さえた。

「あんたのこの身長も、このままよ？」

「うるさいな……っ！　それは今関係ないだろ！」

　イトが怒おこると、パルティータはくすくすと楽しげに笑った。

「……あんたの言葉は、信じられると思ってる。でもね、私の目的はあいつの復活を阻止すること。あいつを消しよう滅めつさせることよ。あいつは私が潰つぶさないと気が済まないの」

　パルティータは優やさしく微笑み、頭に置いた手をそっと頰ほおに下ろし、優しく撫なでた。

「でも、敵はあくまで大だい悪あく魔ま。あんたは含ふくまれていないわ」

　──どういうことか、わかる？　彼女の目はそう言っていた。それでもイトを仲間だと思っているというのか。

「パルティータ……」

　イトの決意は伝わっているはずだ。なのに、彼女はそれを受け入れる気がない。それはイトも同じだった。彼女の決意や考え方はわかる。しかしそれを受け入れることは決して出来ない。

　少しだって妥だ協きよう出来ない。それは命を賭けて、己おのれで選んだ道だから。

「私は聖女なのに、あんたを本当の意味では救えないのね」

　イトの頰が温かく、柔やわらかい両手に包まれる。

「そんな顔しないの。──卑ひ怯きようよ？」

　そう言って、パルティータは目を伏ふせた。瞼が閉じる前に見えた彼女の瞳が弱々しく揺ゆれていた気がしたが、定さだかではない。

　イトも一度目を閉じた。一いつ瞬しゆんだけ訪おとずれる暗くら闇やみの中で、自分の中の揺らぎを消した。──戦いは、隙すきを見せた方が負ける。

　瞼を開けた時、同じようにパルティータもアメシストの瞳ひとみを覗かせていた。

　迷いのない瞳が互たがいを映す。いつものイトが、いつものパルティータを見据えていた。

「……よくわかったよ。お前に何を言っても無む駄だだってことが」

「そうね。私もあんたの言うことは理解出来るけど、従う気はないわ」

　イトとパルティータが共有出来るのは、互いの決意の強さを認めることだけだった。

　ゆったりと流れていた曲が、残ざん響きようとともに終しゆう焉えんを迎むかえる。

　パルティータはイトの手を離はなす前に、微笑んで屈かがんだ。イトの頰に柔らかい何かが触ふれる。この感覚は、二度目だった。

「まだまだ隙だらけね」

　顔を上げたパルティータが、イトの頰を突つつきながら意地悪く微笑む。パルティータはぽかんとするイトの手を離し、踵きびすを返してイトを肩かた越ごしに見つめた。

「今度踊おどる時は、ヒールを脱ぬがなくていいぐらいの男になってなさいよ？」

　裸足はだしで歩いて行く彼女の背中に、イトは顔を紅あかくして怒ど鳴なった。

「……っ今度も何も、二度とお前と踊ったりするかぁっ!!」

　イトの怒ど声せいに周囲の人々が驚おどろいた様子でこちらを見たが、イトはパルティータを睨にらんだままだった。彼女の肩は楽しげに震えていた。

「……その前に、探し出してやる」

　パルティータの背中を見つめながら、イトは決意を込めた言葉を呟つぶやいた。
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　壁かべに背を預け、サブナクはパルティータに連れて行かれたイトを遠目で見ていた。

「あのエセ……」

　わざわざサブナクが邪魔出来ない場所を選んだパルティータに舌打ちする。サブナクを見つめてこちらに来ていた女が、怯おびえた顔で遠ざかっていった。先ほどから何人も女が言い寄ってくるが、無視していると勝手に消えていく。と、サブナクの前に琥こ珀はく色いろの液体が入ったグラスが現れた。これも無視しようかと思ったが、無視すると逆に面めん倒どうになる人物のようだ。

「どうだい？」

　サブナクが横目で見ると、サングラスの向こうで男がにんまりと笑っていた。無表情でグラスを受け取ると、ネウマは自分が持っていたグラスを軽く触れさせた。澄すんだ音が、妙にサブナクの神経を逆さか撫なでした。

　苛いら立だちを飲み下すようにグラスに口を付けると、ネウマは口を開いた。

「今回はあまり良い死体じゃなくて悪かったね」

　ネウマを見ることもなく、サブナクは声だけを吐はき捨てる。

「まったくだ。値段と釣つり合ってねえんだよクサレ悪徳屋。許して欲しけりゃ今すぐ海に飛び込んで溺でき死ししろ」

「そこは今後の関係を良好に保つために、『どうせ自分の身体からだに作り替かえるから問題ない、良い仕事したな』ぐらいは言って労ねぎらって欲しいんだがね？」

「お前との関係を断たち切れるならいくらでも言ってやるがな。消えろ。酒が不味まずくなる」

「それにしてもぼうやはモテるねえ」

　サブナクの言葉を聞こえなかったことにしたのか、ネウマはパルティータと踊るイトを微笑ほほえましそうな目で見つめている。そしてちらりとサブナクを見た。

「君も油断していられないんじゃないかい？」

　サブナクはグラスを傾かたむけてから、つまらなそうに言った。

「またその話か？　イトは俺しか見えてねえぞ」

「では質問を変えよう。──君は私を選んではくれないのかい？」

　ふざけた口調の中に確かな真しん剣けんみを滲にじませるネウマを、サブナクは鼻で笑った。

「冗じよう談だんは存在だけにしとけ」

「ぼうやでないといけない理由はなんだい？」

　ネウマは即座に質問を重ねた。答えるのも面倒だったが、彼はサブナクが答えない限り去る気もないのだろう。

「あいつにしか出来ねえ役目がある」

「では、もしも私にその役目がこなせたら？」

　その言葉を聞いて、サブナクは口にしようとしたグラスを下げ、ようやくネウマに目を向けた。──まるで、サブナクが何を言わんとしているのか知っているような口ぶりだ。

「もしもの話さ。その役目がどういうものなのか教えてくれれば、私はぼうやより力になれるかもしれないよ？」

　わずかにずり下がったサングラスの奥から、深しん淵えんのような黒い瞳がサブナクを見つめている。薄うす笑わらいを浮うかべた唇くちびるが、静かに言葉を紡つむぎ出す。

「君も馬ば鹿かではないのだから、私とぼうや、どちらがより早く君の目的に近づけるか、わかるはずだ」

「確かにな。あんなガキに任せておいたんじゃ、何百年かかるかわかったもんじゃねえ」

「酷ひどいねえ。ぼうやは真剣だよ？　ねえ、ぼうや？」

　ネウマは手にした人形を見下ろし、その首をこくりと頷うなずかせた。

「真剣だ？　お前と値切り交こう渉しようする時のイトはいつも真剣だぞ？　それにお前が応じたことがあるか？」

　ネウマが笑い、人形を弄もてあそぶ。その指先が人形のつるりとした瞳を撫でた。

「そうだね。熱意と結果は、また別の問題だ。──なら、話は早いはずだがね？」

　彼の口元から一瞬だけ薄笑いが消えたのを、サブナクははっきりとその目に映した。ネウマは瞬まばたきを一つすると、すぐにいつもの胡う散さん臭くさい笑えみでサブナクの言葉を待っていた。

　サブナクはネウマを睨んだまま、片頰を歪ゆがめて彼の言葉を嘲あざ笑わらった。

「お前にイトの役目は出来ねえよ。自うぬ惚ぼれんな。俺はイト以外に興味はねえ」

　そう言い切り、サブナクは口を閉とざしてネウマを視界から消した。しかしすぐにグラスとグラスのぶつかる音が手元から響ひびき、サブナクは殺気を込めた目でネウマを見下ろした。

「私が何な故ぜ君を勧かん誘ゆうするのかも、興味はないと？」

「……ああ。クサレ死体屋の勧誘なんざ、これっぽっちも興味ねえよ」

　舌打ちと共に吐き捨てるようにそう言って、サブナクはグラスに残ったウイスキーを呷あおった。

　ネウマは残念そうに目を伏ふせ、軽く肩を竦すくめた。

「……甘い悪魔さんだ」

　くすりと笑って、ネウマもグラスに口を付けた。

　イトの姿がこちらに向かってくるのが見えて、サブナクはニヤリと笑った。

「だいたい、あんなに面おも白しれぇオモチャが他ほかにあるかよ」

「うーん、確かに、その点については私では太た刀ち打うち出来ないねえ……」

　ネウマは深く頷き、近づいて来たイトから見えない位置にさりげなく移動した。
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　チークタイムが終わり、イトはようやくパルティータから解放された。人がまばらになった場所まで出て立ち止まり、大きく息をつく。

「ああもう、疲つかれた……っ！」

　会話はもちろん、慣れない雰ふん囲い気きで身体が凝こり固まった気がする。壁かべ際ぎわに向かうと、サブナクが壁に背を預けて立っていた。紅い目がこちらに向いた。ちょうどいいのでパルティータから聞いた話をしようと、イトは彼に向かって歩き出す。

「サブナク、お前の身体を盗ぬすんだの、やっぱり、パ──」

『イト、お疲れサマー！　格好良かったヨ！』

　パルティータだった、と言おうとしたイトの口が「パ」の形で止まった。

　ネウマと彼の人形を見た瞬しゆん間かん、イトはその場で百八十度反転し、走り出そうとした。──が、目前にあったのはイトと同じ色の目をした人形。

『ねえイト、ボクとも踊おどろうヨ！』

「うわっ！」

　先回りされ、イトは慌あわてて後退した。背中に体温のない身体が当たり、首元に腕うでを回された。

「これは俺のオモチャだっつってんだろ」

「独ひとり占じめなんてずるいじゃないか」

「仮に俺が誰だれかのものだとしても、絶対にお前らのものではないっ!!　離はなせ！」

　サブナクの腕を払はらい除のけ、イトは二人から距きよ離りを取った。サブナクよりもネウマから距離を取ると、自然、サブナクと並ぶ形になったが。

「ところで今の話だけど……何か盗まれたのかい？」

　イトがサブナクに言いかけた言葉を聞いていたらしく、ネウマがそう尋たずねた。これ以上関かかわりたくなくて、イトは簡潔に答える。

「あんたには関係ないし、もう戻もどってきた」

「そういえば、『光の彫ちよう像ぞう』は海に沈しずんでしまったらしいねえ。せっかく私が出品したのに」

　ネウマの前半の言葉にぎくりとして顔を俯うつむかせ、そして後半の言葉で、イトはネウマの顔を見上げていた。そこにはいつもの胡散臭い笑顔が貼はりついている。

「あんたが……!?　じゃあ、パルティータからトランクを盗んだのって……」

「いやいや、待ってくれぼうや。私は盗みなんて下品な真ま似ねはしないよ」

「どの口が言うんだよ……っ！　下品な商売してるくせに」

　じとりとイトが睨にらむと、ネウマは肩を竦めた。

「お得意様に下品だなんて言われるとは。心外だねえ。──とにかく、盗みは私の美学に反するからね。していないとぼうやに誓ちかうよ」

「じゃあ何で、あの彫像の中にサブナ──いや、トランクの中身が入ってたんだよ！」

　サブナクの身体、と言おうとして、イトは言い直した。

「たまたま、彼らが盗んだところに私は居合わせてね。彼らは盗んできたが、手元に置きたくない、どうしたらいいかわからない、と、よくわからないことを言うんだ。トランクの中身が、どうも君達が以前持っていたもののようだったから、譲ゆずって欲しかったんだが、盗とう品ひんだからねえ。どういう形であれ、人のものを盗むのは私の美学に反する。──そこで！」

　ネウマは人形の手を上げ、イトを指した。

「オークションにかければ、買い取ったことになる！　そう思って勝手に出品したのさ！」

「勝手に出品した時点で盗んでるも同然だろ！」

「私が盗みを働いたわけではないからいいのさ！」

　堂々と言い放ったネウマに、イトは咄とつ嗟さに反応が返せなかった。彼の美学のルールは相当自分本位に設定されているらしい。

「ただねえ……高価な物の集まりだからね。あのトランクだけでは出品基準に引っかかるだろうと思って、私の出品したものに入れて出したのさ」

「でも、あの彫像の鍵かぎは二百年前に紛ふん失しつして、開けられ──」

　イトの前で、ネウマが金色の鍵を指で弄び、人形の服に差し込んだ。絶句するイトの前で、ネウマはにこにこと笑っている。

「……何で、あんなもの欲しいんだよ。あんたには何の価値もないぞ」

「そりゃあ、君達が探しているもののようだったからね」

「売りつけようとしてたのか！」

「いいや？　多少は君達を楽しませるために出品したんだが……」

　ずり落ちたサングラスを押し上げ、ネウマはイトを見下ろした。

「──最初から、誰にも渡わたす気はなかったよ」

　ネウマの口元は微笑ほほえんでいた。いつもの冗じよう談だんを言う彼となんら変わりはない、胡散臭い微笑み。しかしイトの背筋には氷が這はうような冷たさが伝っていた。その冷たさは、恐きよう怖ふの感情に近いものがあった。隣となりのサブナクも、鋭するどい視線をネウマに向けている。

「あんた、一体何考えて──うわっ！」

　イトの顔いっぱいに、人形の顔が広がった。慌てて飛び退のくと、ネウマが人形を自らの頰ほおに当てて微笑んでいた。

「ぼうやが私とデートしてくれるなら、私のすべてを教えてあげるよ」

「じゃあ知らないままでいい！」

　顔を真っ青にしてきっぱりと答えるイトの前で、ネウマはおかしそうに笑いながら、イトとサブナクに背を向け、ホールを出て行った。

　ネウマの背中が見えなくなってから、イトはサブナクを見上げた。

「……あいつと、何話してたんだよ？」

　サブナクは持っていたグラスをイトの額にこつりと当てた。その冷たさにイトは目を瞑つむる。

「まだお前のポジションを狙ねらってるらしい」

　ひやりとしたのは、グラスの当たった額だけではなかった。イトは額についた水すい滴てきを拭ぬぐい、彼の顔を見ないようにして尋ねた。

「どう、答えたんだよ……？」

「気になるか？」

　サブナクの言葉にムッとして顔を上げると、案の定、彼の顔は意地悪く笑っていた。今度は真っ直すぐに彼を睨む。

「ここまで俺が苦労してきたのに、今さら誰かに交代されたら、何か、その……手て柄がらを横取りされるみたいで、ムカつくだろ！」

「よーし。よく言えたな」

「うるさい、触さわるな！」

　髪かみを撫なでるサブナクの手を勢いよく振ふり払い、イトは彼を睨んで答えを待った。

「イトは俺なしじゃとても生きていけねえから、諦あきらめろっつっといた」

「お前なしでも十分生きていけるって証明したいから、今ここでぶった斬ぎっていいよな？」

　まともな返答を期待した自分がバカだったと、イトは後こう悔かいした。しかしいつも通りとも言えるその反応のサブナクに、イトは何な故ぜか、安あん堵どしていた。
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　最高級のラピスラズリの瞳ひとみが、夜の海よりもっと深い、暗い瞳を見つめる。

「もっともっと、その目で私を見つめてくれなくては」

　人形の瞳はただ青いだけで、何の意思も感情もない。それでもネウマは、愛いとおしそうに人形の頰を撫でた。

「──君達の欲しいものは、私が持っているのだから、ね」

　そう呟つぶやいた赤い舌が、人形の右目を舐なめた。
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　何もなかった水平線から、街の姿が顔を出した。色々あった──イトにとってはありすぎた──五泊はく六日の船旅は、終わりを告げようとしていた。乗客達は忙せわしく船を下りる準備をしている。イトもそれは例外ではなく、自分の荷物を片付けると、サブナクの部屋へ向かった。彼は下りる準備など端はなから考えていないような格好でだらけていた。結局イトがほとんど片付け、【身体からだ】の一部が入ったトランクを抱かかえた。するとサブナクが手を伸のばしてきた。

「そのぐれえ持ってくっつーの」

「うるさい！　もうお前には任せない！」

　トランクをしっかり抱えて部屋を出ると、サブナクが欠伸あくびをしながらついてきた。

　一等客室を出る直前に、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶって船を下りようとするセレナとコーダを見つけ、イトは思わず声を掛かけていた。

「イト……」

　呼び止められ、セレナは驚おどろいたような顔でイトを振り返る。彼女を守るように、コーダが立った。しかしそれをセレナが制し、イトの前にやって来た。

「私達を、捕つかまえに来た？」

「パルティータはそのつもりみたいだな。お前らに荷物も盗とられてるし、許す気はないかも」

「あれは……確かめたかっただけ。私達はすぐ返すつもりだった」

　セレナが言い募つのると、コーダが険しい表情で続けた。

「確かにあれを聖女から盗ぬすんだのは俺だ。だが、オークションには、あの胡う散さん臭くさい葬そう儀ぎ屋とかいう男が無む理り矢や理り出品したんだ。俺達ではないぞ」

「それは聞いた。オークションに関してはほとんどネウマのせいだったってことはわかってる」

　ネウマはそういう男だ。顔を歪ゆがめるイトに、セレナが一歩歩み出た。

「イト。最後にもう一度だけ、聞かせて欲しい。──あなたは、大だい悪あく魔まサブナクを復活させても、人類に危害を加えさせない？」

　セレナの金の瞳を、イトはしっかりと見み据すえて頷うなずいた。

「それはもう決まってることだ。これからも変わることはない」

「それでも、もしまたサブナクが人類を滅ほろぼそうとしたら？」

　静かに、そして鋭く言ったセレナの言葉に、イトははっきりと返答した。

「俺が倒たおす」

「あなたに、それが出来る？」

「俺にしか出来ないし、誰だれにもやらせない。もしそうなった場合、俺とこいつの問題だからな」

　イトがそう言うと、セレナは緊きん張ちようさせていた表情を緩ゆるめた。彼女の様子を見て、イトは首を傾かしげる。

「意外だな、そんなことを言うなんて」

「私はせっかく手に入れたコーダとの人生を邪じや魔まされたくない。それだけ」

　微笑みながらそういうセレナは、ベルカントという呪のろわれた使命を負った一族の長おさではなく、一人の女性の姿だった。セレナはサブナクを見上げると、ドレスの裾すそを摘つまんで一礼した。

「大悪魔、サブナク。私はあなたの気配がわかる。これから私はあなたの気配を探しに行く。どこかであなたの気配を感じたら、きっとあなたとイトに伝える。約束する」

　サブナクは興味の薄うすい目でセレナを見下ろし、舌打ちした。

「そんなに簡単に見つかりゃ、こいつも苦労しねえよ」

「ならば余計に協力者は必要。違ちがう？」

　サブナクではなく、セレナはイトにそう言って微笑んだ。

「だから、今回は見み逃のがして？」

　セレナの言葉に、イトは口を閉とざした。それとこれとは話が違うと思う気持ちと、少しでもサブナクの身体の情報が欲しいという気持ちが拮きつ抗こうし、イトを黙だまらせたのだ。

「いいじゃねえかイト。見逃してやれ。そもそも、身体を見つけるのはお前の役目だ。こいつらを捕まえることであのエセを喜ばせたくもねえしな」

　つまり悔くやしがらせたいのだろう。サブナクは笑えみを浮うかべていた。今回のことで、サブナクとパルティータの関係はさらに激化したようだ。先が思いやられて、イトは顔を引きつらせた。

「では、お言葉に甘えて」

　セレナとコーダはイトとサブナクに向き直ると、丁てい寧ねいに一礼してから背を向けた。

「あ……イト。もう一つだけ」

　三歩ほど進んだところで、セレナが思い出したようにこちらを振り向いた。

「あの……葬儀屋。あの人は、気をつけた方がいい。何か、嫌いやな感じがする……」

「そんなこと、言われなくても知ってるよ！」

　自や棄け気味に叫さけんだイトを、セレナは不思議そうに見つめ、コーダと顔を見合わせた。
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　ネウマから身体を買い取ったその夜。サブナクの身体を替えた後で、イトはずっと疑問だったことを何気なく口にした。

「……にしても、一体誰が盗んだんだろ。やっぱりコーダか？」

　ほとんど独り言のつもりで言ったのだが、身体の具合を確かめていたサブナクが、意外なことを返答した。

「エセに決まってんだろ」

「え……？」

　予想もしていなかった犯人に、イトは呆ぼう然ぜんとサブナクの紅あかい目を見つめた。

「あの箱には、誰にも触れねえように俺の魔ま力りよくを掛けておいただろ。それを解除して持って行ける奴やつなんざ、限られてくる」

「でも……じゃあ、何でオークションなんかに……」

「さぁな。ま、お陰かげで大事になる前に取り戻もどせたが」

「パルティータ、が……」

　信じられないという心ここ地ちで、イトは呟いていた。それをサブナクが耳ざとく聞き咎とがめる。

「まさかお前、あのエセを仲間だと思ってたんじゃねえだろうな」

「………」

　何も言葉が出ないイトに、サブナクは呆あきれきった表情でイトを見下ろした。

「おいおい……。ずいぶん甘ちゃんに成り下がっちまったみてえだな。もう一回海で頭冷やしてくるか？」

　サブナクの腕うでがイトの胸むなぐらを摑つかんで引き寄せた。その腕を振ふり払はらおうとして、イトの手が止まった。紅い瞳ひとみが冷れい徹てつに光り、イトを映し出す。腕が震ふるえて上がらない。サブナクの瞳を見ると、ナイフを突つき付けられているように動けなくなった。

「イト。お前は誰と契けい約やくしてる。言ってみろ」

　胸ぐらから手が離はなれたかと思うと、冷たい手がイトの首を摑んだ。絞しめられているわけでもなく、ただ触ふれられているだけなのに、喉のどの奥が詰つまって声がうまく出せない。

「お前、と……」

「名を言え」

　サブナクに対して恐きよう怖ふしている──認めたくなかったが、動脈に触れられて自分の脈みやく拍はくが速くなっているのがわかった。

「……サブナク」

　イトが掠かすれた、しかしはっきりした声でその名を告げると、サブナクは片頰ほおを歪める笑い方をした。イトの脈を確かめるように、冷たい指に力が込められた。

「誰でもねえ、その名がお前の唯ゆい一いつだ。忘れるな」

　サブナクはイトの首から手を離すと、今度は腕を摑んで口元に引き寄せた。イトはハッとして拳こぶしを作り、そのままサブナクの顔面を殴なぐった。

「どさくさに紛まぎれて何やってんだ！」

「ってえな。ケチケチすんなよ」

　サブナクから離れると、わずかに左の腿ももが疼うずいた。

「そういえば俺、どうやって帰ってきたんだ？　確か彫ちよう像ぞうが海に落ちてから、それを追って海に飛び込んだんだけど……」

　そこから先の記き憶おくがない。思い出そうと目を閉じていると、サブナクの笑い声が聞こえた。

「溺おぼれて気ぃ失ったんだよバーカ。ドジッ子かお前は」

　そう言われて少しだけ海に飛び込んだ時のことを思い出し、イトはわずかに頰を赤くした。他ほかのことを考える余よ裕ゆうもなく、とにかくあの彫像を取り戻すことばかり考えていた。あんな怪け我がで海に飛び込んで、箱を抱かかえながら帰って来ようなんて無む謀ぼうにもほどがある。

「溺れた後は？　お前が助けたわけじゃないだろ？　誰だれが……」

　サブナクは心底嫌そうに顔を歪め、大きく苛いら立だったため息をついて舌打ちした。嫌けん悪お感かんを全身で表してから、彼は吐はき捨てるように言った。

「……それもエセだ」

　サブナクが言った名が一いつ瞬しゆん誰を指しているのかわからなかった。そのぐらい、イトにとっては衝しよう撃げきの回答だった。だって、彼女は──

「な、何でだよ？　だって、あいつがお前の【身体からだ】を盗んだ犯人で……」

　イトの邪魔をしたり、イトを助けたり、彼女が何をしたいのか、よくわからない。敵なのか味方なのか──それとも、そんな単純なものではないのだろうか。

　混乱気味の頭で考え込むイトに、サブナクが苛立った声を投げてきた。

「俺が知るか。ったく、奴に助けられるなんざ、一生の恥はじだぞ」

「う、うるさいな。仕方ないだろ！　傷も負ってたし、お前に血はとられてフラフラするし、塩水すっごい染しみるしで……」

「そんな状態で飛び込むから、お前はバカだって言ってんだ」

　サブナクは突き放すようにそう言って、イトから視線を外した。

「……じゃあどうすればよかったんだよ、あの場合」

「放ほうっておくって手もあっただろ」

「は？」

　予想もしなかった言葉に、イトは怪け訝げんそうにサブナクを見つめた。サブナクもイトの反応が予想外だったのか、イトと同じような顔でこちらを見つめて来た。

「放っておくって……そんなことしたら余計手間になるだろ。お前こそバカじゃないのか」

　放っておくなどという選せん択たく肢しは、イトの中になかった。サブナクの口からそんな言葉が出たことすら信じられない。一体誰だれの身体を探していると思っているのだと、苛立ちすら覚えた。

「それに、お前の身体を探すのは俺の役目なんだ。当然だろ」

　イトがそう言うと、サブナクは一瞬大きく目を瞠みはったが、すぐに目を伏ふせ、片頰を歪ゆがませて笑った。

「……そうかよ」

　満足そうに呟つぶやいてから、サブナクは意地の悪い笑みと共にイトに向き直った。どうせくだらないことを言い出すのだろうと、イトは無視しようとした。が。
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「で、だ。お前が溺れて気を失ってたから人工呼吸して──」

「──待て。今……何て言った？」

　イトは蒼あおい顔で、勢いよく彼を振り返った。その反応に、サブナクは満足げな笑えみで続けた。

「じーんーこーうーこーきゅーうーしーてー」

「だ、誰が……!?」

「さぁて……誰だろうな？」

　ニヤリと笑うサブナクの唇くちびるを見て、イトの身体から体温が引いていく。眩暈めまいもしたが気合いだけで立ち続けた。

「違ちがうだろお前じゃないだろ!?　噓うそって言え！　本当だったら立ち直れないじゃないか！」

　イトはサブナクに詰め寄り、彼の胸ぐらを摑んで揺ゆさぶった。

「そこまで心の傷になるようなことなのかよ！」

「当たり前だろ！　もうすでにちょっとダメージ受けてるよ！」

「噓でもダメージ受けんのかよこのクソガキ！」

「やっぱり俺で遊んだんだなこのオッサン！」

　体が傷だらけで十分動かない分、イトとサブナクは言葉で互たがいを殴り合った。







　　あとがき







　こんにちは。初めましての方は初めましてです。時田とおると申します。

　お陰かげ様さまで三作目を出して頂けることになりました。三作目ともなるとキャラクター達にも落ち着きが出る……こともなく、今回も全員好き勝手に暴れています。そのしわ寄せが全部イトに来ているような……いやいや。本作の主人公は今回も最初から最後まで頑がん張ばってます！（笑）




　挿さし絵えを描かいて下さったサマミヤアカザ様。今回も超ちよう美び麗れいなイラストをありがとうございました。毎回イラストを拝見しては床ゆかを転がって幸せを嚙かみしめております。

　担当様。毎回ストーリーから脱だつ線せんしようとする問題児達をうまく誘ゆう導どうして下さるので、驚おどろきと尊敬と感謝でいっぱいです。いつも本当にありがとうございます。

　出版にあたり、今回も尽じん力りよく下さった各関係者の皆みな様さまにも、厚くお礼申し上げます。

　そして読者の皆様！　ほんの少しでも楽しんで頂けたのなら幸せです。前巻、前々巻のアンケートなどもお答え頂き、本当に励はげみになっております。ありがとうございます！

　それではまた次巻でお会い出来れば光栄です。次巻も精せい一いつ杯ぱい頑張りますので、どうぞよろしくお願い致します。
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俺おれの悪あく魔まは色いろ々いろたりない！




紫むらさきの聖せい女じよと船せん上じようオークション
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